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Ⅰ はじめに  

 

 全国社会福祉協議会の障害関係団体連絡協議会は、当事者団体を中心に障害福

祉に関わる 20 の全国団体が参画する連絡協議会であり、障害当事者の視点に立

ち、絶えず変化する障害者を取り巻く環境や施策をふまえ、この数年においては、

障害者が地域で安全・安心な生活を実現していくために必要なことは何かを検討

してきている。 

 

 障害者権利条約の批准や、条約に基づく国内法の整備、さらに平成 30 年 4 月

の改正障害者総合支援法の施行、第 4 次障害者基本計画や第 5 期障害福祉計画の

策定など、制度・施策が整備・展開される一方、多様化する個々のニーズに対し

ては、それぞれの地域を基盤に、住民との支え合いといったインフォーマルなサ

ービスも含めて対応していくことの重要性が高まっている。 

 

このような状況のもと、本会では平成 28 年 10 月に「地域での支え合いに関す

る研究」検討委員会を立ち上げ、以来、2 か年をかけて議論を重ね、この度の報

告書をとりまとめるに至った。 

 

一人ひとりの障害者の日々の暮らしにおける生活のしづらさや抱える悩みを

構成団体間で共有し、障害者の地域生活を支える社会環境の整備や支えあいの実

態、地域実践等の現状と見えてきた課題、その課題に対する解決策を整理するこ

とにより、地域で暮らす障害者にとって、よりよい地域共生社会の実現につなげ

ていくことをめざし、検討委員会における協議を進めてきた。 
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本報告書は、本会構成団体である 17 の障害関係団体に対するヒアリングをも

とに、「暮らす」「働く」「地域での交流」「楽しむ」「家族への支え」「防災・災害

時対応」の 6 つの項目別に現状での課題・解決策についてとりまとめ、さらには

地域においてすでに先駆的に取り組まれている好事例についても紹介している。 

 

各団体が地域での支え合いに関する課題を持ち寄った結果、共通する課題、共

有できる課題、あるいは障害特性、地域特性別の個別の課題等も山積しているこ

とが確認できた。 

 

掲載した好事例については、各団体会員による様々なフォーマル、インフォー

マルな地域における実践であり、地域で抱える課題の解決に向けた実践を展開す

る上で大きなヒントとなると考えている。 

 

本報告書が、さらに全国各地の自治体や関係団体に共有され、障害者が地域に

おける支え合いのなかで共に生き、生きがいや社会的役割をもち、より豊かな生

活を営むことができる地域づくりの一助となることを期待している。 

 

 

     平成 30 年 2 月 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 

障 害 関 係 団 体 連 絡 協 議 会 

地域での支え合いに関する研究検討委員会 
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Ⅱ 障害福祉を取り巻く状況  

 

○ 全国における障害者の総数は、人口の約6％にあたる780万人を超え（厚生労

働省調べ）、年々増加傾向にあり、障害福祉サービスの利用者は、毎年7～8％

程度の伸び率で増加している。 

 

○ 障害福祉サービス等の国の予算は年々増加しており、平成29年度は1兆2千億

円を超え、地方自治体の関係予算をあわせると約2兆5千億円であり、障害福

祉に関わる地域の相談・支援体制の整備や障害福祉サービスの充実が図られ

ているところである。 

 

○ この障害福祉施策関連の財政規模に関しては、平成23年8月30日に障がい者制

度改革推進会議総合福祉部会がとりまとめた「障害者総合福祉法の骨格に関

する総合福祉部会の提言」において、「日本の障害者福祉予算の水準は、OECD

諸国において、15位と全体の中間位に位置するものの、社会保障が充実して

いる北欧諸国と比較すると極めて低水準であり、社会保障費の引き上げ・充

実が重要である」と述べられており、その当時と比較すると拡充は図られた

が、まだまだ北欧諸国の水準には追い付いていない状況である。 

 

○ 障害福祉施策においては、平成30年度は、改正障害者総合支援法の本格施行、

障害福祉サービス等報酬改定、第4次障害者基本計画並びに第5期障害福祉計

画の対象期間の開始、さらには、共生型サービスを含めた地域包括ケアシス

テムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律の施行等も予定され

ている。 
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○ 改正障害者総合支援法では、障害者が自ら望む地域生活を営むことができる

よう、生活と就労に対する支援の一層の充実や、高齢障害者の介護保険サー

ビスの円滑な利用促進、障害児へのきめ細やかな支援の拡充を図るほか、サ

ービス事業所の事業内容等の情報公表制度等により、サービスの質の確保・

向上に向けた環境整備などが盛り込まれている。 

 

○ 我が国では、平成19年に署名した障害者の権利に関する条約（以下、障害者

権利条約）の批准に向けた国内法整備の一環として、改正障害者基本法が平

成23年に制定された。改正法では、「障害」の捉え方について、これまでの

「医学モデル」から「社会モデル」への転換や、「合理的配慮」の概念が取

り入れられた。 

 

○ 我が国が平成26年に批准した障害者権利条約では、障害者が障害の有無に関

わらず、住みたい場所に住み、受けたい教育を受け、地域社会におけるサー

ビスを利用できるよう、障害者の自立した生活と地域社会への包容を定めて

いる。平成28年度より施行されている障害者差別解消法では、障害を理由と

する不当な差別の禁止や、合理的配慮の提供を定めており、我が国は障害の

有無に関わらず、一人ひとりの尊厳が保障される共生社会に向けた歩みを進

めている。 

 

○ そうした取組みが推進されるなか発生した、相模原市の障害者支援施設での

殺傷事件は、利用者、家族、福祉関係者を含め社会全体に大きな衝撃と深い

悲しみをもたらした。次々と報道される障害者虐待や地域社会の偏見・差別

等に対する対策として、身近な地域での幼少期からの福祉教育や、幅広い市

民に対する社会教育他、障害者の理解促進に向けた取組みの具体化はまさに

喫緊の課題である。 
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○ 一方、「日本の将来推計人口（平成29年推計）」（国立社会保障・人口問題

研究所）によると、日本の総人口は1億2,709万人であり、出生中位推計の結

果に基づけば、総人口は以後長期の人口減少過程に入る。平成52(2040)年で

は1億1,092万人、65歳以上の高齢者が人口の3割を超え、平成65(2053)年には

総人口は1億人を割って9,924万人となる見込みである。 

 

○ 少子高齢、人口減少社会となった我が国は、今後も社会保障費が増加すると

考えられる。また、1人当たりでみた医療や介護の給付額も増加傾向にあり、

社会保障費はいっそう増大し、現役世代の人口減少が本格化することとあい

まって、これまでの枠組みに基づく社会保障制度を維持し続けることには限

界がある。 

 

○ 平成25年8月に出された「社会保障改革国民会議 報告書」では、「社会保障

制度を支える現役世代、特に若い世代の活力を高めることを重要とし、子育

て支援などの取組は、社会保障制度の持続可能性を高めるためだけではなく、

日本の社会全体の発展のためにも不可欠です。全世代型の社会保障が求めら

れる所以であり、納得性の高い社会保障制度のもとで、国民がそれぞれの時

点でのニーズに合った給付を受けられるようにしていくことが大切です。」

と明記されている。 

 

○ それらを受けて、厚生労働省は「『我が事・丸ごと』地域共生社会実現本部

（以下、実現本部）」を設置し、「他人事」になりがちな地域づくりを地域

住民が「我が事」として主体的に取り組み、包括的な課題解決や相談支援体

制など「丸ごと」の地域づくりを進めていくことをめざし、地域共生社会の

実現に向けた検討を加速している。 
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○ 実現本部のもとに設置された「地域における住民主体の課題解決力強化・相

談支援体制の在り方に関する検討会（地域力強化検討会）」（座長：原田 正

樹 日本福祉大学教授）は、平成29年9月12日に最終とりまとめを行った。“市

町村による地域住民や支援関係機関、行政等の協働による包括的な支援体制

づくり”（改正社会福祉法第106条の３関係）で求められている事項について、

（1）市町村における包括的な支援体制の構築、（2）地域福祉（支援）計画、

（3）自治体・国の役割、の3つの各論に整理し、地域共生社会の実現に向け

た取組みの方向性を示した。 

 

○ 厚生労働省では、この最終とりまとめを踏まえ、2020年代初頭に『我が事』・

『丸ごと』地域共生社会の実現に向けた体制づくりを全面展開することとし

て、改革を推進している。 
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Ⅲ 地域共生社会の実現のために 

 

○ 「Ⅱ 障害者を取り巻く状況」に記載のとおり、地域共生社会の実現に向け、

様々なとりまとめや考え方が示されているが、障害者の地域での暮らし、働

くこと、地域住民等との交流など、様々な場面に焦点をあてると、課題が山

積している。その課題の根底には、今もなお根強く残る障害者に対する誤解

や偏見があるのではないだろうか。 

 

○ 平成 26 年に我が国が批准した障害者権利条約は、「全ての障害者によるあら

ゆる人権及び基本的自由の完全かつ平等な享有を促進し、保護し、確保する

こと並びに障害者の固有の尊厳の尊重を促進すること」を目的としており、

全ての障害者が、障害者でない者と平等に、基本的人権を享有する個人とし

て、その尊厳が重んぜられ、その尊厳にふさわしい生活を保障される権利を

有するとしている。 

 

○ また、平成 28 年 4 月に施行された障害者差別解消法においては、障害者基本

法（昭和 45 年法律第 84 号）の基本的な理念にのっとり、障害に基づくあら

ゆる差別を禁止するとともに、合理的配慮の提供が確保されるための適当な

措置をとることを国民に求め、障害者を「障害がある者であって、障害及び

社会的障壁により継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける状態

にあるもの」と定義している。そして、障害者が経験する困難や制限が障害

者個人の障害と社会的な要因の双方に起因するという視点が示されている。 

 

○ 障害者が地域で安全・安心に生活するためには、地域で共に生活する国民一

人ひとりが障害者権利条約の理念を知り、障害の有無に関わらず、誰もが相

互に人格と個性を尊重し支え合い、その人らしい生活を営むことができる地
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域共生社会をめざし、実現していく必要がある。 

 

○ 障害者を取り巻く福祉サービスは、量・質ともに充実が求められている。平

成 30 年 4 月には改正障害者総合支援法に基づく新サービスとして「自立生活

援助」や「就労定着支援」などの障害福祉サービスが創設される一方、従来

のサービスを含むフォーマルな福祉サービスの一層の充実とともに、それら

を担う人材の育成が課題である。 

 

○ また、障害者が生活する地域社会での課題は山積しており、その一つひとつ

にしっかりと目を向け、解決に向けた議論や具体的な取組みを続けていく必

要がある。本研究では、「Ⅰ はじめに」で述べたとおり、本会の構成団体

である 17 の障害関係団体に対し、日々の生活の中で課題と感じていることや、

課題に対する解決策、具体的な取組み事例などについて、ヒアリングを実施

した。 

 

○ 本会は、さまざまな障害種別の当事者団体や家族会、施設団体等の全国組織

によって構成されており、構成団体が捉えている地域での生活課題や障害福

祉施策に対する課題は非常に多岐に渡っている。以下に、主な共通課題を紹

介する。詳細は、「Ⅳ 現状での課題、解決方策、好事例」において、地域

での支え合いに関する障害特性を横断する共通課題とその解決策等、事例を

記載した。 

 

＜暮らす＞ 

 高齢の親の介護のもとで生活している障害者の、親亡き後の見守りや介

護、通学、通勤、通院等にかかる移動支援、障害者の意思決定支援と情

報保障の不足、障害特性に応じた医療体制の未整備等の課題がある。 
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＜働く＞ 

 職場での障害特性や情報保障への理解の欠如により、職場での人間関係

やコミュニケーションが上手く図れず、就労継続や定着が難しい状況が

ある。 

 福祉就労等で得られる工賃と障害年金だけでは、生活が成り立たない。 

＜地域での交流（啓発活動・広報）＞ 

 地域住民の障害に関する理解不足や差別があり、地域住民によるイベン

ト等の広報において十分な情報保障がない。 

＜楽しむ（余暇・スポーツ・レクリエーション）＞ 

 障害者スポーツや施設のバリアフリー化、宿泊施設などの整備は進んで

いるが、選択肢が少なく、参加できるイベントや指導者が不足している。

また、施設や特別支援学校以外に活動の場を見つけにくいことや、娯楽

施設までの移動支援の不足、情報保障の不足などの課題もある。 

＜家族（親、きょうだい）の支え＞ 

 親自身の高齢化による介護負担や、高齢の親の介護を障害者である子ど

もが担う実態、親亡き後の見守りや介護の課題がある。 

 家族の就職や結婚・出産に関する影響なども存在し、そのことが障害者

の社会的な活動に対する、家族（親やきょうだい）の意識の希薄化に繋

がっている実態もある。 

＜防災・災害時対応＞ 

 地域で行われる防災訓練に障害者が参加できる体制となっていない。ま

た、障害特性に応じたリスクマネジメントや障害者の避難対応について

の意識が希薄であり、地域での防災活動への障害者の参加が少ない。 

 在宅で一人暮らしをしている障害者や、自力移動が困難な障害者の避難

対応などの課題がある。 

 災害発生時に避難所に自力で避難できない障害者に対する支援や、情報
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保障が整うまでの時間を要すること、日常的な介護や医療的ケアが必要

な場合は、福祉避難所であっても長期的な生活が困難であること、など

の課題がある。 

 

○ 以上のように、高齢の両親のもと在宅で生活している障害者の親亡き後の見

守りや介護、フォーマル・インフォーマル双方のサービスの連携、あらゆる

場面におけるアクセシビリティの向上、心のバリアフリーの推進、地域での

暮らしを希望する障害者の住まいの確保、就労等の日中活動支援や、日々を

楽しむ活動の充実など、公的な福祉サービスだけでは対応できない多様な生

活課題があり、障害者が地域で安全・安心な生活を営むうえでは、知人・友

人を始め近隣や地域社会との関わりなしには生活は成り立たない。 

 

○ 障害者とともに暮らす住民一人ひとりに対して、障害に対する正しい知識を

普及することや、障害者があらゆる分野の活動に参加することができる社会

の実現を図るために、地域の障害者をさまざまな側面から支える、高度な専

門的知識・技術を有する人材育成等の取組みを進める必要がある。 

 

○ 国民一人ひとりの障害に対する正しい理解のもと、地域のなかで互いに支え

合いながら暮らしていくことができるよう、そして、障害者の社会参加や社

会参加に向けた取組みが、希薄化する地域のつながりを再生させる力となる

ことを期待する。 
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Ⅳ 現状での課題・解決方策・好事例 

 

○ 本研究では、平成 24 年度の調査研究においてカテゴライズした生活課題を踏

まえ、「暮らす」「働く」「地域での交流」「楽しむ」「家族への支え」「防

災・災害時対応」の 6 つの項目に関して、本会構成団体である 17 の障害関係

団体へのヒアリングを実施した。 

 

○ ヒアリングでは、各構成団体の会員が地域での生活において課題と感じてい

ることや、どのような支援や支えあいがあれば課題を解決できるかといった

求められる対応策、そして、生活課題に対し地域ですでに取り組まれている

事例をうかがった。 

 

○ 生活課題別にヒアリング内容を整理したことで、障害特性、年代、生活して

いる地域の特性や社会資源が異なるなかでも、障害特性を横断する共通課題

と、課題解決に向けた各地の実践を把握することができたが、障害特性固有

の解決されない課題が多くあることも知ることができた。 

 

○ 一方、本章で挙げられていない内容については、41 頁以降に掲載した本会構

成団体別の取組み内容をご参照いただきたい。 

 

（注） 

※ 「暮らす」の小項目として、「住まいの場」「福祉サービスの利用」「移動・

交通」「情報・コミュニケーション」「保健・医療サービスの利用」「権利擁

護」を設定した。 

※ 「防災・災害時対応」の小項目として、「防災活動」「災害発生時」「復旧・

復興時」を設定した。 
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１．暮らす 

（住まいの場） 

当事者・家族の高齢化に伴う居住環境の整備と、地域住民によ

る見守り活動の推進が求められる。 

 

（１）現状と課題 

（注）「現状と課題」については、障害特性に関わらず共通する課題と、特性別の課題に分

けて整理している。（以降、共通） 

＜共通する課題＞ 

○ 当事者本人が暮らす場（住まい）のイメージをもてない。 

○ 重度障害者、医療的ケアを要する障害者を受け入れるグループホームが

整備されていない。 

○ 低年齢児が成長し、中高生となり身体が大きくなってくると、家族のみ

での介助が困難となる。 

○ 高齢の親の介護のもと在宅で生活されている障害者も多く、見守りが必

要。 

○ 障害を理由に賃貸契約を断られるケースがある。 

○ 高齢者、生活困窮者も含め、ともに地域の一員として支えあい、住み良

いまちづくりに努める必要があるが、地域住民との交流の場が少ない。 

○ 多機能トイレは様々な利用者が集中し、本当に必要とする人が利用でき

ない。 

○ 一緒に住む人や住むところを自分で選ぶことが出来ない。 

 

＜障害特性別の課題＞ 

○ 視覚障害者が、集合住宅や地域の掲示板に掲載されている情報を確認で

きない。 

○ 聴覚障害者が、警報や音声によるお知らせ等の情報が確認しづらい。 

○ 自閉症の特性による、本人が発する音、振動や声、住宅への侵入など、

近隣住民から苦情がある。 
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（２）課題の解決策と実践されている事例の紹介 

○ 障害理解のための、地域住民・市民に向けた取組み。 

（事例） 

∙ キャラバン隊による寸劇や疑似体験等、障害を理解してもらうための

機会を増やす。〔p.100 参照〕 

○ 地域住民によるちょっとした見守り。 

（事例） 

∙ 本人の存在を地域で知ってもらい、地域で育つ。〔p.48 参照〕 

∙ 近隣住民の夜間における見守り。〔p.108 参照〕 

○ 地域の福祉施設や各種団体が地域社会を支える社会資源であることを認

識し、それらの資源が連携・協力して福祉のまちづくりを推進する。 

（事例） 

∙ 事業所周辺の美化運動、施設行事の地域住民への開放、地域行事への

参加〔p.108 参照〕 

∙ グループホーム利用者の地区老人会や地域清掃活動への参加、地域の

高齢者への居間の解放〔p.108 参照〕 

∙ 「ふくしの里粟崎構想」に基づく、成年後見等の権利擁護事業を行う

NPO 法人を設立するなどの社会福祉法人の取組み。〔p.107 参照〕 

○ 集合住宅の管理人や民生委員等より、障害者やその家族等に必要な情報

を伝達する。 

（事例） 

∙ 民生委員、児童委員、人権擁護委員に対して知的・発達障害を理解し

てもらう研修会の講師派遣。〔p.100 参照〕 

 

○ ライフステージに応じた保健・医療・福祉サービスが、一体的に利用で

きる各種施策の充実が必要。 

○ 車イスの製作や住宅改修は失敗ができないため、専門家に相談したり、

実際に改修している障害者宅を訪問する。福祉機器は実際に試すように

する。 

○ 障害者の発する音や振動、等に対する近隣住民への障害者理解への啓発

や、戸建やマンション等、住宅の防音室等の整備。 

○ 集合住宅や地域の掲示板に掲載されている情報に関するメールや SNS 等

による配信環境を整備する。 

○ 余暇やスポーツを一緒に楽しむ「ともだち」を見つける活動が必要。例

えば複数組でのヘルパー利用など、福祉施設・事業所におけるともだち

の発見。 
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（福祉サービスの利用） 

地域での生活が可能となるサービスの創設と、サービスをつな

ぐ支援者の配置が求められる。 

 

（１）現状と課題  

＜共通する課題＞  

○ フォーマル、インフォーマルなサービス（制度外のサービス等）が双方

とも不足している。 

○ 地域ごとに、相談支援による福祉サービスのコーディネートが様々であ

り、支援が行き届いていない状況がある。 

○ 児童期から成人期への移行時は福祉サービスが大きく変化するため、し

っかりとしたフォローによる定着支援が必要。 

○ 在宅生活を続けるための 24 時間支援体制が必要。 

○ ボランティアの不足と、ボランティア情報が少ない。 

○ 当事者団体と福祉事務所の連携不足。 

○ 喀痰吸引等の研修を受けられる医療的ケアの研修機関が少ない。 

○ 福祉サービスを利用していない障害者の生活状況の把握ができない。 

 

＜障害特性別の課題＞  

○ 障害者就業・生活支援センターに手話が可能な支援員が配置されていな

いため、情報保障がされていない。 

○ 病児の通院や入院時に、そのきょうだいを預ける保育体制がない。 

○ 補聴器提供時に、フィッティング等取り扱いに関する指導が不十分であ

る。 
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（２）課題の解決策と実践されている事例の紹介 

○ 配食サービス、出張理美容、手話通訳等のインフォーマルサービス、移

動支援、交通機関の割引、保健師による精神に障害のある方の相談窓口、

権利擁護相談窓口（虐待、成年後見制度）など、各相談窓口の周知徹底

と利用促進。 

（事例） 

∙ 在宅支援外来療育等指導事業を活用した、福祉施設の保育士による身

辺自立支援を通じた障害のある子どもと保護者への支援。〔p.61 参照〕 

∙ 必要な方にインフォーマルな障害福祉サービス内容に関わらずサービ

スを提供する〔p.108 参照〕 

○ 学生の職場体験や大学のゼミ学習によるボランティア活動の推進。 

（事例） 

∙ 学生ボランティアとの連携によるキャンプ体験等の実施。〔p.90 参照〕 

○ 手話講習会等を開催するとともに、相談窓口に手話通訳者を配置する。

当事者を職員採用することも効果的である。 

（事例） 

∙ 「きこえの健康支援構想」により、きこえの問題を予防も含め、「国民

レベルで」総合的に支援できるシステムの構築をめざしている。〔p.150

参照〕 

○ 社協、町内会、民生委員や相談員、福祉施設・事業所等が連携・協働し、

自然な見守りやちょっとした支援をするとともに、情報を共有する。 

（事例） 

∙ 本人の基本情報・支援情報をまとめ、地域での継続的な支援のために

保護者が作成している「サポートブック」を活用する。〔p.49 参照〕 

○ 保護者や家族に対する療育支援や悩み相談。 

（事例） 

∙ 独自のチェックリストを用い、障害のある子どもと保護者のニーズを

把握し、家庭内の環境設定や支援方法等を提案。〔p.61 参照〕 

○ 障害のある方の強みを生かした趣味活動の場の整備による交流促進。 

（事例） 

∙ 障害者施設のグランドを高齢者のグランドゴルフの会場として活用し、

交流が自然と生まれている。〔p.100 参照〕 
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（移動・交通） 

当事者・家族の高齢化に伴う移動支援の充実と、障害特性への

理解・啓発が求められる。  

 

（１）現状と課題  

＜共通する課題＞  

○ 移動支援等の対応に際し、公共機関による対応がまちまちで待たされる

ことがある。 

○ 「Suica」「Pasmo」などの電子式プリペイドカードと自動改札のシステム

は、交通機関の活用に便利であるが、障害者割引を受けるためには、別

途手帳の提示が求められ、本来の機能が妨げられている。 

○ 介助者の高齢化により、障害者本人の学校、病院、施設等への移動支援

が困難になっている。 

○ 障害者本人の高齢化により、日中活動の場への移動が困難。 

○ 福祉・介護タクシー、リフト付タクシー、UD（ユニバーサルデザイン）

タクシー等の不足。 

○ 公的サービスの拡充にともなうボランタリー活動の後退。 

○ 歩道工事、障害物、歩きスマホなどは障害者の歩行の妨げとなる。 

○ ハイブリット車、電気自動車、電動バイク、電動自転車はエンジン音が

しないため、接近に気づかない。 

○ 障害特性、あるいは過疎地によっては移動支援が不足している。 

○ 高速道路における緊急コミュニケーションの配慮が不十分。 

○ 障害者が迷子や行方不明となった場合の対応が不十分。 

 

＜障害特性別の課題＞ 

○ 緊急時の車内放送が音声のため、聴覚障害者は必要な情報を得ることが

できない。 

○ 公共機関に乗車中に、少し声が出てしまったところ、運転手に注意をさ

れた。 

○ 精神障害者保健福祉手帳所持者は公共交通機関の運賃割引制度の対象と

してほしい。 

○ 車イス利用者の自家用車への乗降のための広いスペースや、雨天時の屋

根付き駐車場が不足している。 
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（２）課題の解決策と実践されている事例の紹介 

○ 障害特性の理解・啓発。 

（事例） 

∙ 公共交通機関の研修におけるキャラバン隊による寸劇や、疑似体験の

実施。〔p.101 参照〕 

∙ 駅係員や乗務員等に配布するための「まごころサービスブック」を作

成。〔p.125 参照〕 

○ バリアフリーに対する情報提供、情報共有。 

（事例） 

∙ タウンバスとスクールバスのコラボレーションによる運行。〔p.55 参

照〕 

∙ 自治体運営による障害者が一人で利用できるデマンドタクシー（乗合

タクシー）の運行。〔p.101 参照〕 

○ 位置情報サービスの活用や公共交通機関での声かけや保護。 

（事例） 

∙ ある自治体による IT 活用型（介護付）福祉デマンド交通事業の実施。

〔p.91 参照〕 

∙ 特別支援学校での位置検索システム機器の配備。〔p.101 参照〕 

○ 送迎サービスの拡充。 

（事例） 

∙ NPO 法人ポップ障害者地域支援センターでは、患者自身が事業所を立

ち上げ移動支援など幅広いサービスを提供。〔p.131 参照〕 

∙ 横浜市身体障害者団体連合会が運営する、車いす･ストレッチャー乗車

可能な車両による外出支援や、専任運転手が自宅から外出先まで送迎

する「ハンディキャップ運行事業」。〔p.137 参照〕 

∙ グループホーム利用者向けの送迎や福祉有償運送の実施。〔p.108 参照〕 

○ 自家用車による通園に対する助成。 

（事例） 

∙ 通園にかかる費用助成。〔p.114 参照〕 

 

○ バスのノンステップの位置を固定することで、係員の支援が無くても乗

降できるようにする。 

○ 障害者割引が設定されている電子式プリペイドカードの開発。 

○ 接近音を鳴らすことについての理解促進。 

○ 移動支援が必要な人が必要な時に利用できる仕組みの創設。 

○ パーキングミット（身体障害者用駐車場を利用する際、利用許可証を発

行するなど）制度の導入。 
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（情報・コミュニケーション） 

障害特性に応じたコミュニケーション支援、情報保障が求めら

れる。  

 

（１）現状と課題  

＜共通する課題＞  

○ 地域や他機関と連携・協働できるネットワークの構築。 

○ 施設関係者以外とのコミュニケーションの機会の欠如 

○ コミュニケーションが困難であり、自分の伝えたいことが的確に伝えら

れない。 

○ 支援者による意思決定支援を含む障害特性に応じたコミュニケーション

支援の不足。 

○ 障害者本人の高齢化によりグループホームで孤立する。 

○ 障害特性に応じた情報端末・装置の未開発。 

○ 政見放送の情報保障の不足。 

○ 携帯用会話補助装置の普及。 

○ 金融機関や携帯ショップなどで契約する際、代筆対応をしてもらえない。 

 

＜障害特性別の課題＞ 

○ 親が役所や医療機関等での手続きに時間がかかる場合に、障害児の多動

やパニックへの配慮が欲しい。 

○ 障害者本人がインターネット等の利用時に、不審なサイト等の詐欺に遭

いそうになった。 

○ 知的・発達障害者と地域住民との間でのコミュニケーションが難しくト

ラブルが発生する。 

○ 意思疎通支援事業、高齢・障害・求職者支援機構による手話通訳担当者

制度等の利用範囲が限られている。 
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（２）課題の解決策と実践されている事例の紹介 

○ 地域の中で障害者と住民が日ごろから顔の見える関係を構築し、なぜ支

援に住民が関わってほしいのか説明する。 

（事例） 

∙ 挨拶運動などを通じて地域住民との交流を図る。〔p.109 参照〕 

○ パソコン、タブレット、スマートフォンの有効活用。 

（事例） 

∙ IT 機器の活用〔p.91 参照〕 

∙ FM マイクや大型ホワイトボードの使用や、筆談用具の準備など子ども

の障害特性に応じた対応。〔p.114 参照〕 

○ 障害特性の理解のための研修会等の開催。 

（事例） 

∙ 言語聴覚士が、保健所や保育所、幼稚園、通園施設、学校などと連携

して、障害児の言語発達を促す良い環境づくりに取り組んでいる。

〔p.63 参照〕 

○ 障害者支援に関し他機関と連携・協働できるネットワークの構築。 

（事例） 

∙ 「まちづくりセンター」「地域包括支援センター」「社会福祉協議会地

区担当者」が同じ場所で連携して様々な相談に乗るシステム。（世田谷

区内 27 か所で実施）〔p.45 参照〕 

○ 保護者や家族に対する療育支援や悩み相談。 

（事例） 

∙ 在宅支援外来療育等指導事業を活用した、福祉施設の保育士による身

辺自立支援を通じた障害のある子どもと保護者への支援。〔p.63 参照〕 

○ 障害特性や理解度に応じた情報提供。 

（事例） 

∙ 知的障害者向けに時事ニュースを分かりやすく解説しブログに掲載。

〔p.101 参照〕 

 

○ 地域の研修会や障害関係団体のイベント等に住民が参加する。 

○ 様々な機関が自閉症児に関する理解を深め、適切な対応を図る。 

○ 情報リテラシーに関する家族や支援者等向けの研修会や、本人向けの学

習会(SST、ロールプレイなど)の開催。 

○ 個別の支援者による意志の代弁によりコミュニケーションを図る。 
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（保健・医療サービスの利用） 

緊急医療体制・専門医療機関、相談窓口、及び障害特性に応じ

た診療体制の充実が求められる。  

 

（１）現状と課題  

＜共通する課題＞ 

○ 家族の同居により、訪問医療、訪問看護、訪問介護のサービスが十分に

受けられない。 

○ 保健所などの地域相談窓口の不足。 

○ 障害特性に応じた専門医、専門医療機関の不足。 

○ 緊急医療体制の未整備。 

○ 障害によっては、民間の生命保険等に加入することができない。 

○ 通院する手段（送迎）がない。 

○ グループホーム利用者や地域で暮らす障害者の健康管理。 

○ 情報保障の整備が不十分。 

○ 受診の際に長時間待たされることが困難。 

○ 障害児が医療機関を受診する間の、そのきょうだいへの支援体制が脆弱。 

○ 医療的ケアを必要とする重症児に対応できる訪問看護事業所が少ない。 

○ 本人が症状を知覚(実感)し表現することが難しいため、家族や支援者が

気づいたときには手遅れになるケースがあり、医師の問診に的確に応え

られない場合がある。 

○ 障害者一人で入院することが難しい。 

 

＜障害特性別の課題＞ 

○ 肢体不自由児が成人になると小児科を受診できなくなり、診療機関が限

られる。 

○ 視覚障害者が複数の薬を服薬する際、薬の区別が難しい。 

○ 夜間緊急時に、手話通訳者が派遣されておらず、適切な治療が受けられ

ない。 

○ 聴覚障害者とコミュニケーションを図る際、医師や看護師がマスクを装

着しているため、口唇の動きが読み取れない。 

○ 順番を呼び出す際、音声だけの呼び出しのため、気づくことができず、

そのまま順番を抜かされてしまう。 
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（２）課題の解決策と実践されている事例の紹介 

○ 乳幼児期～児童期～成人期と継続した医療体制の構築と、専門的な相談

が受けられるシステムの構築。 

（事例） 

∙ 保健所単位で、医師、理学療法士、作業療法士、保健師等による巡回

健診を実施。〔p.64 参照〕 

∙ 国立病院機構等の専門病院が取り組むインターネットや電話による医

療相談。〔p.132 参照〕 

○ てんかん医療を地域医療計画に位置付け、各地で医療連携体制を構築。 

（事例） 

∙ 地域の医療機関との連携、地域連携の一環による作業療法士の他施

設・事業所への派遣。〔p.109 参照〕 

○ 医師に対して知的障害のある人の診療についての研修を行う。 

（事例） 

∙ 地元の医師会などを巻き込み、医師向けに障害理解促進パンフレット

を配布し、大学病院、総合病院の他に近所のかかりつけ医との繋がり

を継続的に行うことで理解が深まった。〔p.102 参照〕 

○ 重度の医療的ケアが必要な障害児に対する余暇活動と、家族のレスパイ

トの機会の提供。 

（事例） 

∙ 在宅で医療的ケアを受けている子どもの家族が、最長 1 週間、滞在し、

自由に過ごすことのできる国立成育医療センター内「もみじの家」の

取組み。〔p.142 参照〕 

 

○ 治療以外の時間は病室以外の場所（グループ活動室など）で過ごせるよ

うな環境整備。 

○ 「きょうだい預かりボランティア」などの養成。 

○ 高齢化に伴う緊急通報手段の確立。 

○ 地域の開業医を活用した訪問診療体制。 

○ 振動や視覚によっても情報が伝わるように工夫する。 

○ 医療の知識をもった介助者を育成する。 
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（権利擁護） 

障害者に対する誤解や偏見を解消するための啓発や教育が求め

られる。 

 

（１）現状と課題  

＜共通する課題＞ 

○ 障害者本人が情報を得る、知る権利の保障が不十分。 

○ 障害者に対する誤解や偏見による差別、虐待、不当労働などの権利侵害

が今なお存在する。 

○ 障害に対する国民の理解不足。 

○ 親亡き後の身の回りの世話や相談相手、金銭管理等は大きな課題である。 

○ 本人の意思よりも家族や支援者の考えを優先して、本人に押し付ける傾

向がある。 

○ 選挙の際、付き添いがあれば投票できることが理解されず、拒否される。 

○ 地域の保育所・幼稚園に通うことができず、孤立しがちになる。 

○ 物理的な理由により、希望する進路が選択できない。 

○ 成年後見制度における手術等の医療行為に関する同意代行権が、制度上

の課題としてある。 

○ 意思決定支援に関する適切な理解促進。 

 

＜障害特性別の課題＞ 

○ 国立病院機構併設の病弱特別支援学校において、軽度の筋ジストロフィ

ーの小学生・中学生・高校生の児童が、適切な教育を受けることができ

ない。 

○ 車イスを使用する障害児が中学校へ進学する際、エレベーターがないと

の理由により、他地区の学校に行くように言われる。 

○ ろう者の女性が、DV 等の被害にあった場合の適切な相談対応・体制がな

い。 

○ オストメイトの方が入浴施設の利用を断られる。 

○ 視覚障害者の７割が弱視者であることが知られていないため、スマホや

読書をしていると支援が必要ないのではないかと軽視される。 
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（２）課題の解決策と実践されている事例の紹介 

○ 国民の障害への理解の啓発や、障害者権利条約の周知と福祉教育。 

（事例） 

∙ 視覚障害者に関する差別事例集を作成し、障害者差別の理解に向けた

啓発をしている。〔p.121 参照〕 

∙ 医療機関・訓練機関・福祉サービスが連携するよう啓発するリーフレ

ットを作成した。〔p.121 参照〕 

∙ 地域の小学校、警察署、コンビニ等地域資源に対する障害理解啓発活

動。〔p.102 参照〕 

○ 身上監護に対応する人材の育成不足。 

（事例） 

∙ 社会福祉法人、保護者、地域の福祉団体が協働し、障害者・高齢者を

対象とした成年後見等の権利擁護事業を行う NPO 法人を設立した。

〔p.109 参照〕 

∙ 宇治市社協と NPO 法人宇治市精神保健をすすめる会かわせみによる、

日常継続的なマンツーマンによる「友人兼助言者」としてのコンタク

ト・パーソン活動。〔p.80 参照〕 

∙ 意思決定支援に関わる調査研究・広報や、成年後見制度に関する勉強

会や講習会の開催。〔p.102 参照〕 

 

○ インクルーシブ教育体制の構築。 

○ 公共機関、教育機関のバリアフリー化の推進。 

○ 相談支援窓口は、電話番号と FAX 番号、メールアドレス掲載の義務化 

○ 公共施設側だけへの啓発だけではなく、一般の利用者に対する啓発 

○ 選挙で投票の仕方について助言を行ったり、代行をする立会人への適切

な支援に関する教育や研修。 

○ 家族に対する障害への理解の啓発を行う。 

○ 選挙の仕方について疑似体験や DVD 等により視覚的に情報提供する。 
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２．働く  

職場における障害への理解と、情報保障の必要性の周知が求め

られる。 

 

（１）現状と課題  

＜共通する課題＞ 

○ 障害者の雇用の場は確保されていても、事業主の理解が不足している。  

○ 職場内での人間関係やコミュニケーション等により就労継続・定着が難

しい。  

○ 情報保障の必要性の理解の欠如。  

○ 障害支援区分による就労の差別。  

○ 病名を告知すると採用されず、隠匿が発覚すると解雇される現実。  

○ 職場において、服薬と通院が理解されない。  

○ 採用試験や昇進試験などで、点字や音声、拡大文字の対応がない。  

○ 通勤路や外出・出張では、移動に困難が生じる。  

○ 福祉就労等で得られる工賃と障害年金だけでは生活は成り立たない。  

○ 特別支援学校から一般企業に就職した場合に、福祉とつながる機関が少

ない。  

 

 ＜障害特性別の課題＞ 

○ 発達障害の診断がある人でも、療育手帳や精神保健福祉手帳を取得しな

いと障害者就労として認めてもらえないが、取得に抵抗のある人が多い。 

○ コミュニケーション能力の発達不全から人間関係の構築を苦手とするこ

とが多い。  

○ 電動車イスや呼吸器を使用しているため、就労場所や方法、時間に配慮

が必要。  

○ 意思疎通支援による手話通訳者派遣制度が、職場を対象外としている自

治体も多い。  

○ 内部障害への理解がなく、就職が困難。  
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（２）課題の解決策と実践されている事例の紹介 

○ ICT を活用した就労環境の整備。 

（事例） 

∙ 在宅就業支援団体による ICT を活用した在宅雇用促進のためのモデル

事業。〔p.143 参照〕 

○ 職場での、障害を理解しサポートしてくれる人やネットワークの構築。 

（事例） 

∙ 行政の相談センター内に障害者雇用の専門職を配置し、就労支援関係

チームを結成し、障害者の就労等について各企業への斡旋や情報提供、

就労後の支援を行っている。〔p.93 参照〕 

○ 就労支援センターや相談支援センター、ジョブコーチが無期限で関われ

る支援体制の構築。 

（事例） 

∙ グループホームの世話人や就業・生活支援センター等と連携し、状況

把握を行うとともに、職場訪問を行い勤務状況等について職場の担当

者と情報交換を行っている。〔p.109 参照〕 

○ ダイバーシティやディーセント・ワークの実現。 

（事例） 

∙ 北海道のＡ病院では学校を卒業した後、病院内の作業ルームでの個々

の患者に合った仕事を一日の活動の中心に置いて、生活のリズムをつ

くり体調を整えている。〔p133 参照〕 

○ 障害特性等の理解のための勉強会の開催や、環境整備、合理的配慮の提

供等の普及・啓発。 

（事例） 

∙ 東京コロニー職業開発室では在宅 IT 教育、在宅就労支援等を実施し、

筋ジストロフィー患者等重度障害者の支援を行っている。〔p.133 参照〕 

○ 地域における憩いの場の整備。 

（事例） 

∙ 仕事を終えた知的障害者が集まり、お互いに仕事の悩みや愚痴を共有

するなどしてメンタルケアをはかるサロン的な取組み。〔p.103 参照〕 

 

○ 障害年金と合わせて生活できる賃金改善が必要。 

○ 通勤時や外出、出張の際にサポートする体制の構築。  

○ 商店街など地域のつながりのなかで障害者が働くことができる場の提供。 
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３．地域での交流（啓発活動・広報） 

地域で安心して生活していくための地域住民への理解促進が求

められる。 

 

（１）現状と課題  

＜共通する課題＞ 

○ 障害者が地域で安心して生活していくための地域住民への理解促進が不

十分。  

○ 障害者団体以外との交流が少ない。  

○ イベント等の広報に情報保障がない。  

○ 障害のある本人のきょうだいも結婚が難しくなることが少なくない。  

○ 地域における差別・障壁の存在。  

○ 地域での交流に関する障害者の認識の薄さ。  

○ 地域の交流事業のマンネリ化。  

 

＜障害特性別の課題＞ 

○ 外見では障害者であることが判断できない場合、障害について理解を得

ることが困難。周囲に障害を言って回るのも苦労である。  

○ 障害者の活動の場の少なさ、支援時間・サービスの少なさ。  

○ 「てんかん」と言えない社会であり、「てんかん」を知ってもらう機会が

少ない。  

○ 視覚障害者（特に弱視）への理解が不十分。  
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（２）課題の解決策と実践されている事例の紹介 

○ 地域住民と障害者が直接意見交換をする機会を増やす。 

（事例） 

∙ 総会、清掃、災害時訓練などの地域活動に参加する。〔p.110 参照〕 

∙ 法人内のプールの無料開放。〔p.110 参照〕 

∙ 市町村障害者団体が地域の奉仕活動を実施。〔p.138 参照〕 

∙ 地域の寺社境内等の清掃を、地域内の特別支援学校生徒や地域で生活

する知的障害者が担う。〔p.103 参照〕 

○ 地域で安心して生活していくための地域住民への理解促進。 

（事例） 

∙ 社協ボランティア団体とのふれあい交流会。〔p.93 参照〕 

∙ 視覚障害者に関する差別事例集や、弱視（ロービジョン）者の読み書

きに関する調査に関する報告書を用いた理解啓発。〔p.122 参照〕 

○ 行事等でキャラバン隊による寸劇や疑似体験、ボランティア体験による

啓発の機会の提供。 

（事例） 

∙ 地域住民を対象に知的障害者が講師になってパン作りなどの講習会を

開催。〔p.103 参照〕 

○ 障害者、高齢者、教育関係者、町内会等が連携した地域での交流や、地

域に貢献する取組みの推進。 

（事例） 

∙ 年齢や障害の有無に関わらず、高齢者、子ども、障害者が一緒に身近

な地域でデイサービスを受けられる富山型デイサービス。〔p.82 参照〕 

○ 障害の有無に関わらず、誰もが社会貢献できる地域の構築。 

（事例） 

∙ 障害者本人中心で支援を展開することにより、支援者やまわりの人た

ち（親・家族・地域の人）とエンパワーメントの連鎖が起こり、地域

社会再生への希望が実現する兵庫県青葉園での取組み。〔p.81 参照〕 

∙ 障害児、学生、高齢者等が生活する石川県 Share 金沢「ごちゃまぜ」

の社会（多世代創生社会）の実現。〔p.83 参照〕 

 

○ 町内回覧などを活用した障害に対する理解促進。  

○ メディアを活用した正しい情報発信。  

○ 当事者や家族がてんかんを語る機会を増やす。  

○ 当事者が主体となった啓発活動の実施。  

○ 感謝祭等のイベントによる施設の開放、公開講座の実施。  

○ イベント等の広報時にも FAX 番号やメールアドレス掲載の義務化。 
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４．楽しむ（余暇・スポーツ・レクリエーション） 

共に楽しむ余暇活動やイベントの充実が求められる。 

 

（１）現状と課題  

＜共通する課題＞ 

○ バリアフリースポーツやバリアフリー宿泊先の選択肢が少ない。  

○ 施設と特別支援学校以外に、活動の場を見つけにくい。  

○ 一般の人と一緒に楽しむ余暇活動の場が地域にない。  

○ 移動が困難で余暇活動に参加できない。  

○ 障害者スポーツやバリアフリー施設等の整備が進んでいるが、参加でき

るイベントや指導者が不足している。  

○ 公的サービスとは異なる、コミュニティフレンドなどとの共通の趣味等

を楽しむ場所や、人材育成が進んでいない。  

○ 娯楽施設における情報保障が不十分。  

○ 障害者の文化・芸術活動に関する障害団体の取組み状況に差がある。  

 

＜障害特性別の課題＞ 

○ 障害の特徴により、例えばコンビニで陳列商品を勝手に並べ替えたり、

図書館で本を夢中で探す際に声が出てしまうことがあるが、理解されな

い。  

○ 入浴施設での盲導犬同伴を断られた。  

○ てんかん患者に対する不適切な対応と誤解。  

○ 遊園地などで聴覚障害者に対する利用拒否が散見される。  
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（２）課題の解決策と実践されている事例の紹介 

○ 余暇やスポーツを一緒に楽しむ「ともだち」を見つける活動が必要。例

えば複数組でのヘルパー利用など、福祉施設・事業所におけるともだち

づくり。 

（事例） 

∙ 都内の放課後等デイサービス事業所による青年・成人期の余暇活動

〔p.133 参照〕 

∙ 知的障害者の本人活動グループでの活動。〔p.104 参照〕 

∙ 特別支援学校同窓生などが家族単位で集まり、定期的に一緒に旅行す

る（大ホールでのカラオケ大会、障害のある人でも作れる料理教室な

ど）。〔p.104 参照〕 

∙ 地域の方々も参加できるお祭り等の行事の開催。〔p.115 参照〕 

○ 観光地や娯楽施設における情報保障の推進 

（事例） 

∙ 観光地におけるろう者本人や、手話サークルボランティアによる手話

ガイド。〔p.128 参照〕 

○ 障害者文化・芸術活動に関する理解と取組みの推進 

（事例） 

∙ 北九州市身体障害者協会アートセンタによる北九州市障害者芸術祭に

おけるステージイベントおよび作品展の開催や、ショップ（地域の喫

茶店、カフェなど）とのコラボレーションによる芸術文化活動支援、

障害者アーティストの紹介。〔p.139 参照〕 

○ 重度の障害者が家族で旅行等を楽しむための食事や入浴設備を備えた宿

泊施設の増加 

（事例） 

∙ 流動食を提供してくれる宿泊施設。〔p.74 参照〕 

 

○ 言動・様子に違和感がある時は、すぐに犯罪と決めつけず、優しく声掛

けをして欲しい。また、独り言などが出ても周囲の人が受け入れるとい

う配慮を求めると同時に、図書館に障害児者用の個室を設けるなどの工

夫をしてほしい。 

○ 携帯情報端末等の IT を活用した音声ガイドの導入。 

○ 福祉施設・事業所が、利用者とともに地域の行事等に参加 
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５．家族への支え 

家族の負担と親亡き後の生活への不安に対応した取組みが求め

られる。 

 

（１）現状と課題  

＜共通する課題＞ 

○ 親亡き後に障害者本人の意思を汲み取れる支援者がいない。 

○ 親自身の高齢化による介護負担や、高齢の親の介護を障害者である子ど

もが担う現実がある。 

○ 医療費や介護費の負担増。 

○ 相談窓口が不明確。 

○ 家族の就職・結婚・出産等への影響。 

○ 家族のレスパイト・ケアの不整備。 

○ きょうだいへの支援体制の不整備。 

○ 障害者の社会的な活動に対する、親やきょうだいの意識の薄さ。 

○ 行政や施設への提出書類が多量で煩雑。 

○ 地域での孤立。 

○ 親自身の自立に関する支援。 

 

＜障害特性別の課題＞ 

○ 医療型障害児施設から在宅支援に移行した際の、子どもや家族の不安が

大きい。 

○ 公共施設等でおむつ交換が必要な重症者向けのスペースの整備が進んで

いない。 

○ 虐待、精神疾患、DV 等の方と地域住民との交流が難しい。 
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（２）課題の解決策と実践されている事例の紹介 

○ 定期的な面談や関わりの実施。 

（事例） 

∙ 全ての障害児の保護者を対象に、子どもの療育に関わった親がメンタ

ーとして共感的なサポート活動をする「ペアレントメンターかがわ」

や、障害児の父親に対し、母親への協力体制の必要性を説明する「お

やじの会」。〔p.95 参照〕 

∙ 高齢の育成会会員による、関わりが薄くなっている会員に対する声か

け。〔p.104 参照〕 

○ 民生委員や近隣住民が障害者の存在を把握し、気軽に声を掛けられる関

係の構築。 

（事例） 

∙ 全国重症心身障害児（者）を守る会による作文発表やシンポジウム、

きょうだいキャンプなどの「きょうだい支援事業」。〔p.84,86 参照〕 

○ 在宅で生活する医療的ケア児に対する夜間の往診やケアを実施する医療

機関や訪問介護事業所等の普及。 

（事例） 

∙ 24 時間、在宅の重症児者を対象に往診してくれる診療所。〔p.74 参照〕 

 
○ 生活支援のほとんどを親が担っている自閉症者の場合、親亡き後はその

親に代わって意思決定支援ができる支援者の存在が必要となる。単なる

サービスのパッチワークではなく、パーソナルアシスタンスの視点を持

った援助者が必要。  
○ 行政に相談窓口を設置する。  
○ 福祉サービス、成年後見制度の利用促進。  
○ 子どもの機能に応じた環境調整等を行うため、家庭、保育園、幼稚園、

学校等の場に出向いた相談支援の実施。  
○ おむつ交換スペースは子ども用に限定するのではなく、大人も利用でき

るように整備する。  
○ 提出書類の簡素化、省力化。  
○ 児童相談所、役所、民生委員との連携。  
○ 家族への障害特性の理解促進・対応方法の伝達。  
○ 聴覚障害児者の家族のための情報・意見交換ができる環境の整備。  
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６．防災・災害時対応 

（防災活動） 

避難行動要支援者への支援制度の普及と平時の防災活動への参

加が求められる。 

 

（１）現状と課題  

＜共通する課題＞ 

○ 地域で一人暮らしの障害者が災害時の不安を抱えている。 

○ 自力移動が困難な人の避難支援。 

○ 日常的な介護や医療的ケアが必要な場合は、福祉避難所においても長期

的な生活は困難。 

○ 障害者への危険性や避難への意識が希薄であり、地域での防災活動への

障害者の参加が少ない。 

○ 障害者が一人で居るときを想定した防災訓練がない。 

○ 地域での防災訓練に障害児者が参加できる体制となっていない。 

○ 避難行動要支援者への支援制度が浸透していない。 

○ 個人情報保護の観点により、地域での障害者の存在が把握できない。 

 

 ＜障害特性別の課題＞ 

○ 自閉症や知的障害のある人は見た目ではわかりづらく、地域住民からの

理解が得にくい。 

○ てんかん患者の要支援者としての位置付けが不明確。 

○ 服薬している薬の予備の確保。 

○ 車イス利用者は、垂直移動ができないため、エレベーターが停止した際

の避難が難しい。 

○ 防犯・防災無線が音声のみのため、聴覚障害者には情報が伝わらない。 

○ 地域防災計画に聴覚障害者に対する具体策が明記されていない。 
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（２）課題の解決策と実践されている事例の紹介 

○ 障害の理解促進のための研修会等の実施。 

（事例） 

∙ 地域の育成会が主体となった避難訓練。（避難所に実際に宿泊するなど）

〔p.105 参照〕 

○ 緊急時には、地域の障害者の個人情報を得られるような仕組みづくり。 

（事例） 

∙ 「しんぞう手帳」（受診している医療機関、受給証情報）」の作成。〔p.145

参照〕 

∙ 「ヘルプカード」（緊急連絡先、障害の特性、服薬、コミュニケーショ

ンの方法、非常時の対応の仕方）の作成。〔p.85 参照〕 

∙ SOS カードの作成。〔p.129 参照〕 

∙ 筋ジストロフィー救急医療カード発行。（氏名、住所、連絡先、家族連

絡先、保健証番号、障害者手帳番号、病名、血液型、人口呼吸器、担

当医名及び電話番号、併発症、緊急時の処置、禁忌事項、処方箋）〔p.134

参照〕 

○ 消防署とのホットラインの設置。 

（事例） 

∙ 避難困難者を事前に最寄りの消防署に氏名登録すると、優先的に避難

支援をしてくれるシステムの活用。〔p.74 参照〕 

∙ 消防署とのホットラインの設置。〔p.118 参照〕 

○ 避難支援マップの作成。 

（事例） 

∙ 障害者や高齢者の地域マップを作成し、自治会長や民生委員が把握す

る。〔p.96 参照〕 

 

○ 災害等非常時にすぐに駆けつけてくれる、近隣住民の登録制による支援

体制の整備。 

○ 障害関係団体別のメーリングリストの整備と、災害時の支援方法の確立。 

○ 服薬している薬の予備の確保と分散保管。 

○ 不審者対応等も取り入れた障害者自身も参加する防犯・防災訓練の実施。 

○ 「障害のある方の災害対応手引き」の活用。 
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（災害発生時） 

自力移動や避難要請が困難な方の避難支援と、避難所での支援

体制の確立が求められる。 

 

（１）現状と課題  

＜共通する課題＞ 

○ 自力移動が困難なため、避難所に避難できない。 

○ 避難所における障害者に対する支援が不足。 

○ 日常的な介護や医療的ケアが必要な場合は、福祉避難所においても長期

的な生活は困難。 

○ 災害発生時に自力移動や避難支援に関する要請が困難なため、避難が遅

れる。 

○ 指定福祉避難所の場所がわからない。 

○ 災害発生時の情報保障体制が整うまでに時間がかかる。 

○ 重度障害児者にとっては病院等との連携が重要であるが、災害発生時に

病院までたどり着くことができるかが不安。 

○ 外出時に被災した場合、適切な支援が受けられるかが不安。 

 

＜障害特性別の課題＞ 

○ 障害の特性により、一般の避難所では落ち着くことができない。 

○ 服薬している薬の予備の確保。 
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（２）課題の解決策と実践されている事例の紹介 

○ 行政を中心に自力避難困難者が優先的に救助されるよう情報共有を行う。 

（事例） 

∙ 医療キャラバン隊の派遣や JEA 災害支援ニュース。〔p.58 参照〕 

○ 平時より地域の自治会等と連携を密にしていく。 

（事例） 

∙ 町内の中学生が同じ班の要支援者の自宅の安否確認を行っている。

〔p.97 参照〕 

○ 避難行動要支援者への支援制度を活用する。 

（事例） 

∙ 育成会・親の会の会員名簿を基にした安否確認活動。〔p.105 参照〕 

○ 地域で生活する障害者のための災害時等緊急時の支援ネットワークの構

築。 

（事例） 

∙ 大分市共同生活援助等緊急時支援ネットワーク事業による、地域に点

在するグループホームの火災時の対応システム。〔p.112 参照〕 

 

○ 総合病院に避難できる体制の構築。 

○ 福祉施設は災害発生時には福祉避難所を開設できるように努める。 

○ 地域の医療機関での受け入れを検討する。 

○ 平時より福祉避難所の指定場所を確認する。 

○ 一般の避難所にも障害者本人が落ち着くことができる別室を用意する。 

○ 避難所における配慮に関するガイドラインの作成。 

○ 避難所でのアイ・ドラゴン（聴覚障害者向け字幕・手話放送受信機）の

設置義務化。 
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（復旧・復興時） 

日常的な介護や医療的ケアが必要な障害者への早期支援体制の

確立が求められる。 

 

（１）現状と課題  

＜共通する課題＞ 

○ 災害時においても、障害者手帳の有無により支援が受けられない場合が

ある。 

○ 福祉避難所の整備が不十分。 

○ バリアフリー住宅の少なさと介護用品の支給に対する不安。 

○ 電動車イス、吸引器などの電源が十分に確保できないと生活に支障がで

る。 

○ 日常的な介護や医療的ケアが必要な場合は、福祉避難所においても長期

的な生活は困難。 

○ 福祉事業所やその職員が被災した場合、障害者が安心して生活する場所

がなくなる。 

○ 在宅に留まった場合であっても、長時間、障害児者を在宅に残して救援

物資をもらいに行くことは困難。 

 

＜障害特性別の課題＞ 

○ 被災証明、罹災証明、生活支援に関する情報がなかなか入らない。 

○ てんかん患者が障害・高齢の両分野から対象となりにくい。 

○ 避難所生活が長期化することによる精神的な不安。 
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（２）課題の解決策と実践されている事例の紹介 

○ 利用者の不安を解消するため、福祉サービスや医療的ケア体制の正常化

の目安を情報提供する。 

（事例） 

∙ 被災市町村等からの申請を受けて施設職員等が仮設住宅において、血

圧測定や健康チェックのあと集団体操指導やレクレーション等を企画

し実施している「復興リハビリテーション」の取組み。〔p.69 参照〕 

○ 聴覚障害者への配慮や対応方法等を熟知できるよう、行政職員等を対象

とする必須研修を導入する。 

（事例） 

∙ 「手話マーク」「筆談マーク」の普及・設置。〔p.129 参照〕 

○ 地域で生活する障害者のための災害時等緊急時の支援ネットワークの構

築。 

（事例） 

∙ 大分市共同生活援助等緊急時支援ネットワーク事業による、地域に点

在するグループホームの火災時の対応システム。〔p.112 参照〕 

○ 福祉避難所等における役割や仕事づくり。 

（事例） 

∙ あん摩マッサージの資格を持つ視覚障害者が、避難所内でマッサージ

スペースを開設。復興ボランティアや避難所生活者に対してマッサー

ジを行い、本人の生きがいにもつながった。〔p.123 参照〕 

 

○ 行政による障害者の避難先の把握と障害者本人の状態の把握。 

○ 障害者手帳の有無にかかわらず、障害のある人に対する必要な支援提供

体制を構築する。 

○ 早期に仮設住宅や公営住宅への入居、もしくは福祉施設や医療施設で一

時的な受け入れを行う。 

○ 近隣の福祉事業所やグループホームで、一時的に受け入れる体制を平時

より構築しておく。 
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【参考資料】 

地域での支え合いに関する各団体からの課題整理表 
 

Ⅳで述べたとおり、本研究では、「暮らす」「働く」「地域での交流」「楽しむ」「家族への

支え」「防災・災害時対応」の生活課題に関する 6つの項目に関して、本会構成団体である

17 の障害関係団体へのヒアリングを実施した。 

報告書では、ヒアリングをもとに、障害特性を横断する共通課題等を中心に整理を行っ

たため、整理しきれない個別の課題や事例等が多くある。 

本会構成団体からご提供いただいた課題整理表を参考として掲載するので、様々な障害

特性ごとの課題への理解促進を図り、それぞれの地域において支え合いの取組みを推進す

るヒントの１つとして、ぜひご活用いただきたい。 
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分
類

項
目

現
状

で
の

課
題

当
該

課
題

の
解

決
方

策
と

し
て

考
え

ら
れ

る
こ

と
取

り
組

み
事

例

・
本

人
の

イ
メ

ー
ジ

づ
く
り

・
車

い
す

づ
く
り

や
住

宅
改

修
は

失
敗

が
で

き
な

い
の

で
、

専
門

家
に

相
談

し
た

り
、

実
際

に
改

修
し

て
い

る
障

害
者

宅
を

訪
問

し
た

り
、

福
祉

機
器

は
実

際
に

見
た

り
試

し
た

り
す

る
よ

う
に

情
報

提
供

す
る

。
・
料

理
や

金
銭

管
理

、
人

間
関

係
な

ど
は

本
人

の
過

去
の

生
活

歴
や

環
境

な
ど

を
踏

ま
え

て
、

こ
れ

ま
で

で
き

な
か

っ
た

社
会

的
経

験
を

取
り

戻
し

、
失

敗
と

成
功

を
繰

り
返

し
な

が
ら

進
め

て
い

く
。

・
携

帯
電

話
、

ア
パ

ー
ト

の
契

約
を

障
害

者
だ

と
断

ら
れ

た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用

（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
サ
ー
ビ
ス
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
支
援
等
）

各
種

相
談

窓
口

の
利

用
が

、
う

ま
く
活

用
さ

れ
て

い
な

い
。

配
食

サ
ー

ビ
ス

、
出

張
理

美
容

、
手

話
通

訳
、

紙
オ

ム
ツ

の
支

給
等

の
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

 サ
ー

ビ
ス

、
移

動
支

援
、

交
通

機
関

の
割

引
、

保
健

師
に

よ
る

精
神

に
障

害
の

あ
る

方
の

相
談

窓
口

、
権

利
擁

護
相

談
窓

口
（
虐

待
、

成
年

後
見

制
度

）
な

ど
、

各
相

談
窓

口
が

あ
る

の
で

利
用

す
る

。

・
相

談
内

容
に

応
じ

て
ご

利
用

者
様

に
説

明
し

て
い

る
。

・
地

域
で

の
交

流
は

、
先

日
、

ケ
ア

マ
ネ

と
支

援
相

談
員

と
の

交
流

会
が

あ
り

、
障

害
福

祉
か

 ら
介

護
保

険
に

移
行

す
る

方
の

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

開
催

し
た

。

移
動
・
交
通

※
建

物
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

等
、

設
備

面
の

整
備

は
除

く

J
R

は
、

待
た

さ
れ

る
時

間
が

長
い

。
ノ

ン
ス

テ
ッ

プ
の

場
所

の
確

定
で

、
駅

員
の

支
援

が
無

く
て

も
乗

降
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

（
設

備
面

）
多

摩
モ

ノ
レ

ー
ル

、
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

な
ど

地
域

と
結

び
つ

け
る

・
本

人
が

立
て

た
目

標
を

実
現

で
き

る
よ

う
に

、
本

人
中

心
に

確
保

・
調

整
す

る
。

・
本

人
と

サ
ー

ビ
ス

提
供

者
、

事
業

者
同

士
を

結
び

つ
け

る
際

は
顔

と
顔

を
結

び
つ

け
る

。

他
機

関
と

の
連

携
、

協
働

で
き

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

・
一

つ
の

相
談

機
関

だ
け

で
対

応
で

き
る

こ
と

は
少

な
い

の
で

、
普

段
か

ら
顔

の
見

え
る

人
を

増
や

し
て

お
く
。

支
援

の
選

択
肢

が
少

な
く
な

っ
て

し
ま

う
。

・
他

機
関

の
人

に
は

、
な

ぜ
関

わ
っ

て
ほ

し
い

の
か

説
明

で
き

る
こ

と
が

必
要

。
・
地

域
の

研
修

会
や

団
体

の
イ

ベ
ン

ト
な

ど
に

参
加

す
る

。
チ

ャ
ン

ス
が

あ
れ

ば
、

公
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
も

参
加

し
て

交
流

と
学

び
を

深
め

る
。

住
ま
い
の
場

情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

「 暮 ら す 」 に つ い て

- 4
4 

-



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

・
本
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト

『
本
人
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
支
援
』

　
力
を
与
え
る
、
し
て
あ
げ
る
で
は
な
く
、
本
人
の
力
が

発
揮
で
き
な
い
理
由
を
探
し
、
力
に
気
付
い
て
も
ら
え

る
よ
う
に
支
援
す
る
。

・
傾
聴
す
る
：
待
つ
こ
と
の
大
切
さ
、
思
考
や
発
声
に

時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
る
が
、
先
回
り
を
し
た
り
、

言
い
換
え
た
り
し
な
い
。
言
葉
と
一
緒
に
出
る
感
情
も

受
け
止
め
る
。

・
家
族
、
関
係
者
と
は
別
：
ど
う
す
れ
ば
本
人
が
話
し

や
す
い
の
か
。
し
か
し
本
人
以
外
か
ら
も
話
は
聴
く
。

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
誰
な
の
か
を
知
っ
て
い
る
こ
と
は
重

要
。
で
き
れ
ば
味
方
に
し
た
い
。

・
地
域
に
住
ん
で
い
る
障
害
者
の
情
報
が
な
い
。

・
行
政
と
地
域
の
民
生
委
員
と
連
携
す
る
。

世
田
谷
区
で
は
2
0
1
6
.7
か
ら
相
談
窓
口
で
あ
る
、
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
区
役
所
に
行
か
な
く
て
も
印
鑑
証
明

や
住
民
票
等
の
発
行
な
ど
、
区
の
出
先
機
関
）
・
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
保
健
師
が
い
て
健
康
の
相
談
窓
口
）
・

社
会
福
祉
協
議
会
地
区
担
当
者
（
地
域
の
活
動
団
体

な
ど
の
支
援
、
成
年
後
見
制
度
、
家
事
サ
ー
ビ
ス
の

相
談
窓
口
）
が
、
同
じ
場
所
で
連
携
し
て
多
種
な
相
談

に
乗
る
シ
ス
テ
ム
が
2
7
か
所
で
稼
働
し
始
め
た
。

保
健
・
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
利
用

訪
問
医
療
、
訪
問
看
護
、
訪
問
介
護
時
に
同
居
の
家

族
が
障
害
と
な
り
、
満
足
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
。

自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
が
必
要
。

家
族
の
高
齢
化
に
伴
い
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
す
べ
き
。

権
利
擁
護

・
車
椅
子
の
小
学
生
が
中
学
へ
進
学
す
る
際
、
地
区

の
中
学
校
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
く
、
他
の
地
区
の
学

校
へ
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

行
政
が
率
先
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
対
応
す
る
。

障
害
の
区
分
に
よ
っ
て
、
就
労
の
差
別
が
あ
る
。

開
か
れ
た
社
会
、
障
害
の
度
合
い
に
適
合
し
た
仕
事

の
斡
旋
。

「
働
く
」
に
つ
い
て

「 暮 ら す 」 に つ い て

情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

- 4
5 

-



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発
活
動
・
広
報

活
動
の
場
の
少
な
さ
、
支
援
時
間
サ
ー
ビ
ス
の
少
な

さ
安
全
、
安
心
の
確
保

「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
入
浴
施
設
に
入
る
際
、
盲
導
犬
同
伴
は
だ
め
だ
と
断

れ
た
。

法
の
整
備
に
よ
り
、
施
設
側
が
努
力
す
る
。

防
災
活
動

一
人
住
ま
い
の
障
害
者
の
不
安

非
常
時
に
す
ぐ
か
け
つ
け
ら
れ
る
、
民
生
委
員
で
は

な
い
近
所
に
住
む
方
の
近
隣
の
登
録
制
に
よ
る
一
対

一
の
支
援
体
制
の
整
備
。

災
害
発
生
時

避
難
場
所
に
行
け
な
い

総
合
病
院
に
避
難
で
き
る
体
制

復
旧
・
復
興
時

バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
の
少
な
さ
と
介
護
用
品
の
支
給
の

不
安

行
政
が
率
先
し
て
や
る
べ
き
こ
と
で
、
行
政
が
避
難
先

の
把
握
と
本
人
の
状
態
の
把
握
が
必
要
。

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て

「
家
族
へ
の
支
え
」
に
つ
い
て

- 4
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         日
本
自
閉
症
協
会
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 暮 ら す 」 に つ い て

住
ま

い
の

場

●
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
、
本
人
の
発
す
る
音
、
振
動
、

声
等
で
上
下
左
右
の
部
屋
に
迷
惑
が
か
か
っ
て
い

る
。

●
戸
建
で
も
本
人
が
庭
に
居
た
ら
、
近
隣
住
人
か
ら

「う
る
さ
い
」と

言
わ
れ
る
。

●
近
所
の
家
に
勝
手
に
入
っ
て
し
ま
う
。

●
現
在
の
家
族
は
核
家
族
化
す
る
中
で
、
家
計
の
維

持
の
た
め
に
仕
事
を
行
い
、
子
育
て
、
親
の
介
護
と
家

庭
内
の
支
援
の
力
も
落
ち
て
い
る
。

●
自
宅
、
ア
パ
ー
ト
、
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
、

い
く
つ
か
の
選
択
肢
が
あ
る
が
、
障
害
が
重
い
（
知
的

重
度
だ
け
で
は
な
く
）
人
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
制
度

で
は
対
応
が
し
き
れ
な
い
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
希
望

し
て
も
身
辺
自
立
の
で
き
な
い
重
度
の
場
合
入
居
で

き
な
い
。
強
度
行
動
障
害
の
あ
る
人
の
居
住
の
場
が

不
足
し
て
い
る
(入

所
施
設
の
不
足
や
受
け
入
れ
拒

否
等
の
問
題
)。

●
新
た
な
施
設
の
建
設
は
難
し
く
、
さ
ら
に
定
員
を
減

ら
す
方
針
が
あ
り
、
一
方
で
重
度
の
人
を
2
4
時
間
3
6
5

日
支
援
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
施
設

の
役

割
が
大

き
い
。

●
防
音
室
等
の
整
備

●
近
隣
住
人
へ
の
啓
発

●
入
所
施
設
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
拡
充
整
備

●
職
員
の
研
修
な
ど

●
本
人
の
存
在
を
地
域
で
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
で
育

つ 【
親
以
外
の
人
た
ち
か
ら
の
学
び
も
た
く
さ
ん
あ
る
】

障
害
児
と
外
出
す
る
こ
と
は
中
々
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ

た
時
代
。
た
ま
に
は
人
に
預
け
て
少
し
の
ん
び
り
し
た

い
と
「
外
出
活
動
」
を
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
う
る
さ

い
母
親
と
離
れ
大
好
き
な
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
」
と

嬉
々
と
し
て
バ
ス
に
乗
り
、
電
車
に
乗
り
、
買
い
物
や

レ
ジ
ャ
ー
に
出
か
け
た
。
気
が
付
く
と
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
一
人
で
出
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

お
か
げ
で
一
般
就
労
に
つ
な
が
っ
た
事
例
が
い
く
つ
も

あ
る
。
（
山
口
県
：
自
閉
症
児
者
の
母
）

【
息
子
は
近
所
の
「
面
線
ジ
ャ
ー
」
（
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
）
】

3
1
歳
に
な
る
我
が
家
の
長
男
は
校
区
に
特
殊
学
級
が

な
い
時
代
、
熊
本
市
中
心
部
の
小
学
校
に
通
っ
た
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
盛
ん
で
、
週
３
回
の
練
習
見
学

が
彼
の
楽
し
み
で
あ
り
、
通
常
学
級
の
親
御
さ
ん
や

役
員
さ
ん
に
も
随
分
可
愛
が
ら
れ
た
。
地
元
の
商
店

主
さ
ん
も
多
く
、
街
中
に
買
い
物
に
行
く
度
に
「
祐
輔
く

ん
」
と
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
ド
ル
気
分
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
最

近
は
、
足
が
不
自
由
と
な
っ
た
祖
母
の
代
わ
り
に
高

齢
化
が
進
む
近
所
に
回
覧
板
を
配
達
し
た
り
、
手
料

理
を
交
換
し
た
り
と
近
所
の
面
線
ジ
ャ
ー
と
な
っ
て
い

る
。
（
熊
本
県
：
自
閉
症
児
者
の
父
）

- 4
8 

-



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
（

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
支

援
等

）

●
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
日
中
一
時
支
援
、
生

活
介
護
等
の
事
業
所
で
、
自
閉
症
に
対
す
る
専
門
性

の
な
い
職
員
が
本
人
に
関
わ
っ
て
、
不
適
切
な
対
応

か
ら
本
人
の
行
動
障
害
を
誘
発
さ
せ
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な

る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

●
職
員
は
プ
ロ
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
す
る
自
覚
を

持
ち
、
自
閉
症
に
関
す
る
研
修
を
受
け
て
勉
強
し
て
欲

し
い
。

●
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の
作
成

本
人
の
基
本
情
報
・
支
援
情
報
を
ま
と
め
、
地
域
で
の

継
続
的
な
支
援
の
た
め
に
保
護
者
が
作
成
し
活
用
。

自
治
体
が
作
成
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

世
田
谷
区
の
ス
マ
イ
ル
ブ
ッ
ク
の
例
。
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l
(世

田
谷
区
H
P
よ
り
の
抜
粋
)お

子
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
（
保
育
園
か
ら
小
学
校
、
小
学
校
か
ら
中
学
校

な
ど
）
が
変
わ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
有
効
な
支
援
の

内
容
や
成
果
が
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
保
護

者
の
み
な
さ
ん
や
他
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
次
の
機

関
に
引
き
継
ぐ
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ス
マ
イ
ル
ブ
ッ

ク
は
、
お
子
さ
ん
の
基
本
情
報
・
支
援
情
報
を
ま
と
め

る
た
め
の
も
の
で
す
。
支
援
機
関
等
へ
の
情
報
提
供

や
成
長
記
録
と
し
て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ス
マ

イ
ル
ブ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
お
子
さ
ん
の
様
子
や
サ
ポ
ー

ト
情
報
の
ま
と
め
方
を
楽
し
く
学
ぶ
「
ス
マ
イ
ル
ブ
ッ
ク

講
習
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

移
動

・
交

通

※
建

物
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

等
、

設
備

面
の

整
備

は
除

く

●
「
ス
イ
カ
」
「
パ
ス
モ
」
な
ど
の
電
子
式
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
と
自
動
改
札
の
シ
ス
テ
ム
は
、
交
通
機
関
の
活

用
に
大
変
便
利
で
、
本
人
の
社
会
的
自
立
に
資
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
障
害
者
割
引
を
受
け
る
た
め
に
は

別
途
手
帳
の
提
示
が
求
め
ら
れ
、
本
来
の
機
能
が
妨

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

●
少
し
混
ん
で
い
る
バ
ス
で
、
少
し
声
を
出
し
て
し
ま
っ

た
と
こ
ろ
運
転
手
に
「
静
か
に
か
し
て
く
だ
さ
い
!」
と
マ

イ
ク
で
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

●
電
車
に
乗
る
の
が
好
き
な
本
人
と
親
で
新
幹
線
で

往
復
し
た
際
、
駅
の
外
に
出
な
い
で
引
き
返
す
こ
と
を

不
審
に
思
わ
れ
、
駅
員
に
呼
び
止
め
ら
れ
て
色
々
尋

ね
ら
れ
た
。

●
障
害
者
用
の
予
め
所
定
の
割
引
が
受
け
ら
れ
る
設

定
の
電
子
式
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
(本

人
の
生
体
認
証

機
能
搭
載
型
)が

出
来
る
と
良
い
。

●
自
閉
症
の
障
害
特
性
(声

が
出
や
す
い
、
乗
り
物
に

乗
る
こ
と
が
好
き
な
場
合
そ
れ
だ
け
が
目
的
に
な
る
な

ど
)に

つ
い
て
の
啓
発
を
進
め
る
。

・
飛

行
機

の
予

約
が

ギ
リ
ギ
リ
だ
っ
た
た
め
家

族
で
バ

ラ
バ
ラ
の
席
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
子
ど
も
の
障
害

名
を
告
げ
た
と
こ
ろ
隣
同
士
の
席
を
用
意
し
て
く
れ

た
。

・
通
学
時
の
路
線
バ
ス
で
、
療
育
手
帳
の
提
示
を
忘

れ
た
が
、
運
転
手
が
障
害
児
だ
と
気
付
い
て
く
れ
て
、

「
パ
ス
モ
」
で
も
半
額
料
金
に
し
て
く
れ
た
。

「 暮 ら す 」 に つ い て

- 4
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-



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

●
療
育
手
帳
の
更
新
で
児
童
相
談
所
に
行
っ
た
と

き
、
予
約
時
間
を
過
ぎ
て
も
何
の
連
絡
も
な
い
ま
ま
待

た
さ
れ
、
子
ど
も
が
不
安
が
っ
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
。

●
自
閉
症
の
子
ど
も
を
連
れ
て
の
外
出
時
、
役
所
の

手
続
き
で
書
類
の
記
入
が
多
い
と
き
や
病
院
の
窓
口

で
証
明
書
の
発
行
を
ま
っ
て
い
る
と
き
な
ど
、
子
ど
も

の
多
動
や
パ
ニ
ッ
ク
に
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る
。

●
パ
ソ
コ
ン
を
楽
し
む
本
人
が
、
不
審
な
サ
イ
ト
に
誘

い
込

ま
れ

、
詐

欺
に
遭

い
そ
う
に
な
っ
た
。
情

報
を
整

理
す
る
こ
と
が
難
し
い
障
害
で
も
あ
る
の
で
、
ど
う
し
て

も
こ
の
よ
う
な
問
題
が
出
や
す
い
。

●
火
災
報
知
機
の
設
置
を
促
す
C
M
を
頻
繁
に
放
送

し
て
い
た
こ
ろ
、
本
人
が
火
事
を
と
て
も
怖
が
る
よ
う
に

な
り
、
火
事
の
発
生
が
夜
間
に
多
い
こ
と
か
ら
、
夜
に

な
る
と
家
の
中
で
も
一
人
に
な
り
た
が
ら
な
い
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
。

●
障
害
児
が
い
る
と
聞
き
つ
け
る
と
、
し
つ
こ
く
入
信

の
勧
誘
を
し
て
く
る
宗
教
団
体
が
あ
る
。
中
に
は
「
入

信
す
る
と
自
閉
症
が
治
る
」
と
の
出
鱈
目
な
触
れ
込
み

の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

●
自
閉
症
児
と
も
っ
と
直
接
関
わ
っ
て
実
際
に
ど
れ
だ

け
困
っ
て
い
る
か
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

●
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
、
家
族
や
支
援
者
等

周
囲
の
人
向
け
の
研
修
会
や
、
本
人
向
け
の
学
習
会

(S
S
T
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な
ど
)が

あ
る
と
良
い
。

●
「
こ
ど
も
ケ
ー
タ
イ
」
の
よ
う
に
予
め
ア
ク
セ
ス
制
限

が
掛
け
ら
れ
て
い
た
り
、
出
来
る
機
能
が
限
ら
れ
て
い

る
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
あ
る
と
良
い
。
も
し
く
は

メ
ー
カ
ー
な
い
し
販
売
店
側
で
簡
易
に
そ
の
設
定
が

出
来
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
行
え
な
い
か
。

・
あ
る
市
の
障
害
者
支
援
課
は
、
対
応
が
親
切
な
の

で
、
手
続
き
な
ど
の
と
き
に
安
心
し
て
窓
口
に
相
談
に

行
け
る
。

・
本
人
名
義
の
口
座
解
約
時
に
銀
行
の
窓
口
で
相
談

し
た
ら
、
外
回
り
の
銀
行
マ
ン
が
自
宅
に
来
て
く
れ
て
、

本
人
を
尊
重
す
る
態
度
(挙

手
で
本
人
の
意
思
確
認
)

で
説
明
し
て
く
れ
た
。

・
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
と
、
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
様
々
な

体
験
談
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
情
報
が
入
手
で
き
る
の
で

助
か
っ
て
い
る
。

・
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
自
閉
症
の
こ

と
を
採
り
あ
げ
て
も
ら
う
機
会
が
増
え
た
の
で
、
世
間

的
に
認
知
度
が
上
が
っ
て
き
た
と
感
じ
る
。

保
健

・
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

●
予
約
の
出
来
な
い
医
療
機
関
の
場
合
、
待
ち
時
間

が
長
く
な
り
見
通
し
が
持
ち
に
く
い
た
め
受
診
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
。

●
入
院
に
際
し
て
、
親
の
付
き
添
い
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
親
自
身
が
食
事
す
る
と
き
も
含
め
て
四
六

時
中
一
緒
に
居
る
よ
う
言
わ
れ
疲
弊
し
た
。

●
診
察
の
順
番
を
待
つ
に
当
た
っ
て
、
他
の
人
と
は

別
の
部
屋
で
待
て
る
よ
う
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。

●
基
準
看
護
に
て
対
応
出
来
る
よ
う
に
、
医
療
関
係

者
の
自
閉
症
対
応
の
研
修
が
必
要
。

・
ネ
ッ
ト
で
診
察
予
約
が
出
来
、
待
ち
時
間
や
診
察
間

近
を
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
て
く
れ
る
病
院
が
あ
り
、
待
合

室
で
待
た
さ
れ
る
こ
と
な
く
受
診
で
き
た
。

・
診
察
の
際
に
看
護
師
が
、
次
に
何
を
す
る
の
か
、
そ

の
状
況
が
ど
の
く
ら
い
続
く
の
か
、
分
か
る
よ
う
に
伝

え
て
く
れ
て
、
落
ち
着
い
て
受
診
で
き
た
。

・
痛
み
の
経
験
か
ら
採
血
へ
の
拒
否
感
を
も
つ
自
閉

症
児
・
者
が
多
い
が
、
障
害
特
性
に
理
解
の
あ
る
医

師
が
、
麻
酔
パ
ッ
チ
を
使
っ
て
素
早
く
採
血
し
て
く
れ
た

と
こ
ろ
恐
怖
心
が
薄
れ
、
以
前
よ
り
抵
抗
感
が
減
っ
た

例
が
あ
る
。

「 暮 ら す 」 に つ い て

- 5
0 

-



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 暮 ら す 」 に つ い て

権
利

擁
護

●
不
審
者
と
間
違
え
ら
れ
、
交
番
で
取
り
調
べ
を
受
け

た
が
、
担
当
し
た
警
察
官
の
思
い
込
み
が
強
く
、
本
人

の
態
度
が
悪
い
と
一
方
的
に
注
意
さ
れ
、
理
解
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
る
。

●
選
挙
の
際
、
立
会
人
に
障
害
に
対
す
る
理
解
が
な

く
、
付
き
添
い
が
あ
れ
ば
投
票
の
出
来
る
本
人
に
対
し

て
、
投
票
箱
の
と
こ
ろ
に
居
る
親
の
そ
ば
に
寄
っ
て

い
っ
た
こ
と
を
厳
し
く
咎
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

●
警
察
に
お
け
る
自
閉
症
講
習
も
広
が
っ
て
来
て
い

る
が
、
現
場
の
警
官
レ
ベ
ル
で
は
ま
だ
浸
透
し
て
い
な

い
よ
う
な
の
で
、
更
な
る
啓
発
が
求
め
ら
れ
る
。

●
期
日
前
投
票
の
活
用
と
い
う
こ
と
も
有
効
だ
が
、
や

は
り
立
会
人
に
も
自
閉
症
へ
の
理
解
を
啓
発
し
て
い

き
た
い
。

・
交
番
の
警
察
官
が
家
に
警
ら
に
来
た
と
き
、
自
閉
症

の
本

人
が

自
分

の
気

に
な
っ
て
い
た
警

察
に
つ
い
て

の
質
問
を
一
方
的
に
ま
く
し
立
て
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
「
発
達
障
害
が
あ
る
」
こ
と
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、

質
問
に
対
し
て
親
切
に
、
ま
た
本
人
が
誤
解
し
な
い
よ

う
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
た
。

・
投
票
所
の
受
付
の
人
が
、
自
閉
症
の
あ
る
本
人
に

対
し
て
、
分
か
り
や
す
く
説
明
を
し
て
く
れ
た
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
発
達
不
全
か
ら
人
間

関
係
の
構
築
を
苦
手
と
す
る
こ
と
の
多
い
自
閉
症
の

人
は
、
職
場
で
の
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
就
業

の
継

続
に
困

難
を
き
た
し
易

い
。

●
発
達
障
害
の
診
断
の
あ
る
人
で
、
療
育
手
帳
・
精

神
保
健
福
祉
手
帳
を
使
用
し
な
い
と
障
害
者
就
労
と

認
め
ら
れ
ず
雇
用
率
に
算
定
し
て
も
ら
え
な
い
が
、
本

人
と
し
て
は
手
帳
取
得
に
大
き
な
抵
抗
が
あ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。

●
企
業
で
自
閉
症
者
を
雇
用
し
た
場
合
、
障
害
理
解

の
た
め
の
勉
強
会
を
開
い
て
、
本
人
が
少
し
で
も
仕

事
の
し
易
い
関
係
と
環
境
を
作
っ
て
欲
し
い
。

●
職
場
に
本
人
と
周
囲
の
関
係
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
人
が
必
要
。

●
関
係
す
る
医
師
と
し
て
は
、
「
診
断
の
み
」
で
も
、
0
.3

ポ
イ
ン
ト
な
ど
加
算
で
き
れ
ば
と
思
う
。

●
他
の
人
と
の
交
渉
事
項
が
比
較
的
少
な
く
、
本
人

自
身
が
か
な
り
の
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し

い
仕
事
で
、
か
つ
、
リ
ピ
ー
ト
の
仕
事
を
設
定
し
た
こ
と

に
よ
り
、
職
場
に
貢
献
し
、
信
用
を
得
て
、
就
労
が
継

続
し
て
い
る
。
（
知
的
障
害
の
な
い
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

症
）

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発
活
動
・
広
報

●
本
人
の
外
見
は
普
通
な
の
で
、
理
解
を
得
る
こ
と

が
困
難
。
周
囲
に
は
子
ど
も
が
自
閉
症
だ
と
言
っ
て

回
る
の
も
苦
労
で
あ
る
。

●
民
生
委
員
が
自
閉
症
を
知
ら
な
い
人
で
嫌
味
ば
か

り
言

わ
れ

た
。

●
町
内
回
覧
な
ど
を
有
効
活
用
し
、
障
害
理
解
を
求

め
る
方
法
も
在
り
得
る
。

●
認
知
症
１
０
０
万
人
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
よ
う

に
、
行
政
や
民
生
委
員
な
ど
の
必
須
研
修
に
な
っ
て

い
る
も
の
の
中
に
自
閉
症
に
関
す
る
研
修
を
入
れ
て

欲
し
い
。

・
よ
く
買
い
物
を
す
る
店
で
、
本
人
の
こ
と
を
理
解
し
て

く
れ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
や
店
員
が
良
く
し
て
く
れ
る
。

・
子
ど
も
が
自
閉
症
で
あ
る
こ
と
を
近
所
に
伝
え
て
あ

り
、
災
害
時
に
は
必
ず
声
掛
け
す
る
か
ら
と
言
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
本
人
が
返
事
で
き
な
く
て
も
挨
拶
し
て
く
れ

た
り
と
、
見
守
っ
て
も
ら
え
て
い
る
。

・
地
域
の
自
閉
症
協
会
と
し
て
公
民
館
に
会
報
を
置
い

た
り
、
自
閉
症
の
人
の
作
品
展
を
開
催
し
た
り
し
て
い

る
。

「
働

く
」
に
つ
い
て
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-



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

●
コ
ン
ビ
ニ
で
陳
列
商
品
を
勝
手
に
並
べ
替
え
る
な
ど

不
審
な
行
動
を
し
た
た
め
、
店
員
に
警
察
へ
通
報
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

●
図
書
館
で
夢
中
に
な
っ
て
本
を
探
す
と
、
つ
い
独
り

言
の
声
が
出
て
し
ま
い
、
注
意
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

●
言
動
・
様
子
が
お
か
し
い
と
感
じ
た
と
き
、
す
ぐ
に
犯

罪
と
決
め
付
け
ず
、
ま
ず
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
考

え
て
、
や
さ
し
く
接
し
て
欲
し
い
。

●
独
り
言
が
出
て
も
周
囲
の
人
が
受
け
容
れ
る
と
い
う

合
理
的
配
慮
を
求
め
る
と
同
時
に
、
障
害
児
・
者
用
の

個
室
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
の
工
夫
も
欲
し
い
。

・
一
人
で
週
末
に
自
転
車
で
出
か
け
る
の
で
、
本
人
が

持
っ
て
る
レ
シ
ー
ト
等
か
ら
行
き
先
の
店
に
は
親
か
ら

連
絡
し
て
挨
拶
に
行
き
、
本
人
の
写
真
や
連
絡
先
の

書
い
て
あ
る
カ
ー
ド
を
渡
し
て
上
手
く
対
応
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

・
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
て

も
ら
い
、
1
0
0
メ
ー
ト
ル
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
市
民
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
本
人
が
移
動
し
な
く
て
も
い
い

よ
う
に
参
加
者
の
IC
チ
ッ
プ
を
回
収
し
て
く
れ
た
。

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
は
列
に
並
ん
で
待
つ
こ
と
が

困
難
な
自
閉
症
に
対
す
る
配
慮
が
あ
り
、
安
心
し
て

楽
し
め
る
。

・
ネ
ッ
ト
で
予
約
で
き
る
シ
ネ
マ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
待

た
ず
に
映
画
が
見
れ
て
良
い
。

●
意
思
表
示
の
困
難
な
本
人
へ
の
介
助
は
、
気
持
ち

の
汲
み
取
り
の
で
き
る
親
(多

く
は
母
親
。
父
親
で
も
不

可
の
場
合
あ
り
)で

な
い
と
生
活
自
体
が
成
り
立
た
な

い
た
め
、
そ
の
親
の
負
担
が
過
重
に
な
る
(入

院
も
出

来
な
い
な
ど
)。

●
隣
近
所
は
お
ろ
か
家
族
(祖

父
母
、
き
ょ
う
だ
い
な

ど
)か

ら
す
ら
本
人
へ
の
理
解
(障

害
特
性
な
ど
)が

得
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

●
重
度
の
知
的
障
害
を
伴
う
自
閉
症
の
人
の
生
活
を

親
が
見
て
い
る
場
合
、
生
活
全
般
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

親
が
し
て
い
る
が
、
親
亡
き
あ
と
の
担
い
手
が
お
ら
ず

非
常
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

●
生
活
支
援
の
殆
ど
を
親
が
担
っ
て
い
る
自
閉
症
者

の
場
合
、
親
亡
き
後
は
そ
の
親
に
代
わ
っ
て
意
思
決

定
支
援
の
出
来
る
支
援
者
の
存
在
が
必
要
と
な
る
。

単
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
な
く
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
・
ア
シ
ス
タ
ン
ス
の
視
点
を
持
っ
た
援
助
者
(少

し
形

は
違
う
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
れ
を
担
い
得
て
い
る
例

は
入
所
施
設
と
そ
の
職
員
で
あ
る
こ
と
が
多
い
)の

確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て

防
災
活
動

●
自
閉
症
や
知
的
障
害
の
あ
る
人
は
、
周
囲
か
ら
の

見
た
目
で
は
わ
か
り
づ
ら
く
、
保
護
者
、
支
援
者
以
外

の
理
解
促
進
が
必
要
で
あ
る
。

●
福
祉
避
難
所
開
設
に
あ
た
っ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
た
事
例
が
少
な
く
、
運
営
に
混
乱
が
生
じ
る

恐
れ
が
あ
る
。

●
行
政
や
地
域
の
自
治
会
や
人
権
団
体
等
の
協
力

を
得
て
理
解
促
進
の
た
め
の
研
修
会
の
実
施
が
必

要
。

●
福
祉
避
難
所
の
設
置
に
は
特
別
支
援
学
校
な
ど
も

候
補
に
な
っ
て
い
る
が
多
く
は
校
長
の
裁
量
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
た
め
、
事
前
の
準
備
と
し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
に
く
い
の
で
、
早
急
に
市
町
村
等
自

治
体
と
の
契
約
す
る
よ
う
に
国
及
び
県
よ
り
指
導
が
必

要
で
あ
る
。

「
家

族
へ
の
支
え
」
に
つ
い
て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

災
害
発
生
時

●
自
閉
症
の
人
は
、
避
難
所
に
入
れ
ず
、
自
家
用
車

も
し
く
は
個
別
の
テ
ン
ト
で
過
ご
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま

た
福
祉
避
難
所
で
も
他
の
障
害
者
や
高
齢
者
な
ど
と

一
緒
で
は
、
過
ご
す
の
が
難
し
い
。

●
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
特
性
を
持
つ
人
は
、
初
め

て
の
場
所
、
知
ら
な
い
人
は
非
常
に
苦
手
な
こ
と
が
多

い
。
不
安
で
い
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
人

も
い
る
た
め
、
安
心
で
き
る
避
難
場
所
の
確
保
が
必

要
。
福
祉
避
難
所
も
普
段
関
わ
っ
て
い
な
い
人
が
沢

山
い
て
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら

に
不
安
で
声
が
で
る
な
ど
の
問
題
が
で
る
と
、
他
の
人

の
迷
惑
と
い
う
こ
と
で
、
避
難
所
に
い
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
も
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
長
期
に
わ
た
り
車
中
泊
な
ど

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
健
康
上
の
問
題
も
生
じ
や
す
い
。

●
知
的
な
遅
れ
の
あ
る
自
閉
症
児
者
で
は
危
険
の
認

識
が
で
き
な
い
こ
と
や
避
難
す
る
よ
う
危
険
の
告
知
を

受
け
て
も
避
難
し
な
か
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
元

の
場
所
に
帰
っ
て
く
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
支
援
す
る

側
が
よ
ほ
ど
注
意
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
一
般
の
避
難
所
の
利
用
は
難
し
い
の
で
、
割
り

切
っ
て
車
中
泊
や
テ
ン
ト
泊
の
練
習
を
し
、
そ
の
後
福

祉
避
難
所
へ
繋
げ
る
。

●
で
き
れ
ば
、
日
常
的
に
利
用
し
て
い
る
施
設
や
学

校
に
避
難
し
、
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
環
境

が
望
ま
し
い
。
施
設
や
学
校
で
あ
れ
ば
、
日
中
に
過
ご

す
た
め
の
本
、
教
材
、
玩
具
な
ど
を
持
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
過
ご
し
や
す
い
。

●
す
べ
て
の
福
祉
施
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、
避
難
所

と
し
て
の
指
定
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
災
害
発
生
時

に
は
通
常
利
用
し
て
い
る
人
の
た
め
の
避
難
所
と
し

て
認
め
、
必
要
な
物
資
な
ど
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
。

・
あ
る
福
祉
避
難
所
で
は
、
自
閉
症
の
特
性
を
伝
え
た

と
こ
ろ
、
あ
る
程
度
の
配
慮
が
得
ら
れ
た
。

・
消
防
職
員
の
研
修
の
際
、
自
閉
症
や
知
的
障
害
に

つ
い
て
の

理
解

啓
発

研
修

を
行

っ
た
。

復
旧
・
復
興
時

●
自
宅
に
戻
れ
な
い
場
合
、
避
難
所
を
何
回
も
替
わ

る
。
公
営
住
宅
が
決
ま
る
ま
で
長
期
化
し
家
族
・
本
人

と
も
疲
弊
し
て
し
ま
う
。
何
度
も
住
む
と
こ
ろ
を
替
え
る

こ
と
は
、
大
き
な
負
担
と
な
る
。

●
災
害
発
生
後
、
自
宅
か
ら
離
れ
た
地
域
や
保
護

者
、
支
援
者
と
離
別
し
て
し
ま
っ
た
時
な
ど
、
手
帳
の

有
無
な
ど
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
可
能
性
が

あ
る
。
東
日
本
で
は
身
元
不
明
の
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
の

方
の

支
援
が

で
き
な
か

っ
た
。

●
公
営
住
宅
の
入
居
は
、
自
閉
症
に
限
ら
な
い
が
障

害
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
家
族
を
優
先
し
て
も
ら
う
。

●
手
帳
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
障
害
の
あ
る
人
に
対

す
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
利
用
を
円
滑
に
行
い
、

必
要
な
と
こ
ろ
に
必
要
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て
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         日
本
て
ん
か
ん
協
会
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

住
ま

い
の

場

○
多
く
の
人
は
問
題
な
し

○
入
浴
中
の
事
故
が
多
く
入
浴
方
法
に
苦
慮

○
団
体
信
用
生
命
保
険
加
入
が
障
害
と
な
り
住
宅

ロ
ー
ン
が
組
め
な
い

○
単
身
生
活
で
の
発
作
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
困
難
さ

○
訪
問
看
護
、
訪
問
介
護
で
の
サ
ー
ビ
ス
拒
否

○
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
制
限
（
特
に
精
神
保
健

福
祉
領
域
）

○
入
浴
中
の
事
故
防
止
に
向
け
た
技
術
開
発

○
保
険
商
品
の
開
発

○
非
常
事
態
通
報
装
置
等
の
導
入

○
福
祉
等
専
門
員
へ
の
て
ん
か
ん
基
礎
講
義

○
乳
幼
児
用
浮
き
具
を
活
用
し
た
入
浴

○
シ
ャ
ワ
ー
中
心
の
入
浴

○
大

手
警

備
会

社
の

見
守

り
シ
ス
テ
ム
を
活

用
○
専
門
職
の
た
め
の
基
礎
講
座
等
で
発
作
の
介
助
と

観
察
を
実
演
指
導

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
（

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
支

援
等

）

○
知
的
、
精
神
、
難
病
な
ど
、
ど
の
領
域
に
も
関
係
す

る
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
ら
な
い
地
域
格
差

が
現
存

○
障
害
別
で
は
な
い
、
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
ス
ケ
ー
ル

と
す
る
支
援
活
動
や
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性

○
学
校
や
職
場
で
の
支
援
が
必
要

○
発
作
抑
制
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
＝
サ
ー
ビ
ス
の
対
象

外
と
な
り
が
ち

○
地
域
の
担
当
窓
口
を
明
示

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
構
築

○
学
校
の
プ
ー
ル
指
導
に
、
親
の
み
で
は
な
く
ク
ラ
ス

の
親
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
監
視
役
を
担
い
、
患
児
の

授
業
参
加
を
推
進

移
動

・
交

通

※
建

物
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

等
、

設
備

面
の

整
備

は
除

く

○
多
く
の
人
は
問
題
な
し

○
発
作
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
な
い
人
へ
の
ガ
イ

ド
ヘ
ル
パ
ー
利
用
を
可
能
に

○
精
神
保
健
福
祉
手
帳
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
（
特
に
公

共
交
通
機
関
の
運
賃
減
額
制
度
対
象
化
）

○
交
通
安
全
に
向
け
た
施
策
推
進
（
自
動
ブ
レ
ー
キ

標
準
装
備
、
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
義
務
、
他
）

○
地
域
支
援
活
動
の
サ
ー
ビ
ス
適
応
者
を
、
個
別

ニ
ー
ズ
別
で
整
理
す
る
。

○
高
齢
者
施
策
と
リ
ン
ク
し
た
サ
ー
ビ
ス
拡
大

○
タ
ウ
ン
バ
ス
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
コ
ラ
ボ

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

○
多
く
の
人
は
問
題
な
し

○
複
雑
部
分
発
作
な
ど
意
識
消
失
を
伴
う
症
状
の
場

合
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
寸
断
が
生
じ
る

○
て
ん
か
ん
の
あ
る
人
が
利
用
で
き
る
制
度
・
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
提
供
が
皆
無

○
発
作
の
正
し
い
介
助
（
観
察
と
記
録
）
の
周
知

○
発
作
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
周
り
に
周
知
す
る
グ
ッ

ズ
の

着
用

○
自
治
体
の
広
報
で
、
て
ん
か
ん
の
あ
る
人
も
使
え

る
サ
ー
ビ
ス
制
度
の
紹
介

○
映
像
や
資
料
に
て
、
基
礎
的
な
知
識
の
伝
達

○
あ
か
り
ち
ゃ
ん
記
念
切
手
、
バ
ッ
チ
、
緊
急
カ
ー
ド

な
ど
の
作
成
・
配
布

○
専
門
医
･専

門
職
に
よ
る
実
演
、
「
て
ん
か
ん
の
介

助
と
観
察
」
を
全
国
で
実
施

保
健

・
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

○
診
療
科
が
多
科
（
小
児
科
、
精
神
神
経
科
、
神
経

内
科
、
脳
神
経
外
科
、
他
）
に
渡
り
、
医
療
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
分
か
り
づ
ら
い

○
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
で
の
誤
診
が
３
割
な
ど
、
基
本
治
療

の
研
鑽
不
足
と
専
門
医
療
体
制
不
足

○
地
域
医
療
計
画
で
の
明
示
度
３
割

○
救
急
搬
送
･医

療
時
の
不
利
益
事
例

○
他
科
（
特
に
、
産
科
、
歯
科
、
等
）
で
の
無
理
解
対

応 ○
保
健
所
な
ど
地
域
相
談
窓
口
不
足

○
て
ん
か
ん
医
療
を
地
域
医
療
計
画
に
位
置
付
け
、

各
地
で
の
医
療
連
携
体
制
を
構
築
す
る
。

○
か
か
り
つ
け
医
の
研
修
と
専
門
医
の
養
成
を
推
進

す
る

○
行

政
に
相

談
窓

口
を
設

置

○
て
ん
か
ん
診
療
地
域
連
携
体
制
事
業
（
モ
デ
ル
事

業
）
の
実
施

○
自
動
車
運
転
に
関
連
し
て
、
医
師
会
と
専
門
医
に

よ
る
て
ん
か
ん
講
座
を
各
地
で
実
施

権
利

擁
護

○
「
て
ん
か
ん
＝
危
険
」
の
誤
解
・
無
理
解

○
相
対
的
欠
格
（
個
人
差
、
症
状
別
）
の
再
確
認

○
心
身
喪
失
･耗

弱
の
状
態
が
常
で
は
な
く
責
任
能

力
を
有
す
る

○
適
切
な
行
動
制
限
を
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
必
要
性
）

○
当
事
者
や
家
族
に
よ
る
体
験
発
表

○
司
法
、
メ
デ
ィ
ア
に
か
か
わ
る
職
種
へ
の
疾
病
・
障

害
(生

涯
)教

育

○
当
事
者
や
支
援
者
に
よ
る
、
学
校
、
企
業
、
社
会
に

対
す
る
ア
ピ
ー
ル
活
動

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

○
多
く
の
人
は
問
題
な
し

○
病
名
告
知
で
採
用
さ
れ
ず
、
隠
匿
で
解
雇
の
現
実

○
ト
ラ
ブ
ル
に
際
す
る
雇
用
主
責
任
の
誤
解

○
発
作
の
介
助
と
観
察
に
関
す
る
研
修
の
場
不
足

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
支
援
者
の
理
解
不
足

○
精
神
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
の
法
定
雇
用
率
完

全
適
用
実
施

○
服
薬
と
通
院
へ
の
無
理
解

○
事
業
主
へ
の
、
研
修
活
動

○
て
ん
か
ん
を
理
由
に
退
職
す
る
際
の
優
先
的
求
職

活
動
の
保
証

○
履
歴
書
に
運
転
免
許
の
有
無
な
ど
の
記
載
を
義
務

と
し
な
い
様
式
の
見
直
し

○
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
、
警
備
業
な
ど
で
の
疾
病
・
障
害

教
育
講
座

○
職
場
に
対
し
て
支
援
事
業
所
お
よ
び
専
門
職
ら
が

相
談
援
護
活
動

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発
活
動
・
広
報

○
「
て
ん
か
ん
」
と
言
え
な
い
社
会

○
て
ん
か
ん
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
機
会
が
な
い

○
書
店
に
て
ん
か
ん
関
連
書
籍
が
並
ば
な
い

○
事
故
･事

件
関
連
報
道
が
多
い

○
現
役
患
者
や
家
族
の
顔
が
見
え
ず
声
が
聞
こ
え
て

こ
な
い

○
当
事
者
・
家
族
が
て
ん
か
ん
を
語
る
機
会
を
増
や

す ○
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
正
し
い
情
報
の
発
信

○
請
願
、
要
望
等
の
署
名
活
動
（
現
在
の
問
題
提
起
）

○
地
域
図
書
館
で
、
て
ん
か
ん
月
間
（
1
0
月
）
な
ど
で

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

○
学
校
で
の
当
事
者
体
験
発
表

○
高
齢
者
領
域
と
連
携
し
た
学
習
会

○
福
祉
事
業
所
の
無
料
開
放

「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

○
多
く
の
人
は
、
告
知
せ
ず
問
題
な
し

○
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
な
ど
で
、
絶
対
欠
格
事
由
が
未
だ

に
存
在
す
る

○
ハ
ー
ド
な
ス
ポ
ー
ツ
が
禁
忌
と
誤
解

○
個
別
の
発
作
誘
発
因
子
と
介
助
法
の
研
修
不
足

○
当
事
者
が
て
ん
か
ん
を
告
知
し
て
、
多
く
の
社
会
資

源
を
活
用
す
る

○
て
ん
か
ん
や
難
病
の
あ
る
子
(人

)の
た
め
の
水
泳

教
室

○
基
本
情
報
の
伝
達
・
教
育
（
遺
伝
・
家
系
、
等
）

○
相
談
窓
口
が
不
明
瞭

○
就
職
・
結
婚
・
出
産
な
ど
へ
の
影
響
の
解
消

○
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
国
内
未
充
実

○
家
族
教
室
の
実
施

○
行

政
に
相

談
窓

口
を
設

置
○
M
O
S
E
S
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
ト
レ
ー
ナ
ー
養
成

事
業

「
家
族
へ
の
支
え
」
に
つ

い
て

「
働

く
」
に
つ
い
て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

防
災
活
動

○
通
常
場
面
で
は
大
き
な
問
題
な
し

○
要
援
護
者
と
し
て
の
位
置
づ
け
不
足
（
当
事
者
も
自

治
体
等
も
）

○
て
ん
か
ん
の
こ
と
を
、
地
域
に
伝
え
ら
れ
な
い

○
抗
て
ん
か
ん
薬
の
予
備
確
保

○
抗
て
ん
か
ん
薬
の
余
分
確
保
と
分
散
保
管

○
自
分
の
病
気
管
理
を
徹
底

○
社
会
資
源
マ
ッ
プ
（
最
寄
り
の
医
療
機
関
と
薬
局
を

確
認
）

○
波
の
会
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
全
国
配
布

災
害
発
生
時

○
自
ら
の
病
名
や
発
作
症
状
等
に
つ
い
て
、
正
し
く
理

解
で
き
て
い
な
い

○
抗
て
ん
か
ん
薬
の
確
保
が
困
難

○
避
難
所
で
発
作
が
お
き
る
こ
と
が
不
安
で
、
家
を
出

ら
れ
な
い

○
医
療
チ
ー
ム
に
対
し
て
、
「
て
ん
か
ん
」
が
あ
る
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い

○
高
齢
者
、
児
童
、
障
害
者
な
ど
、
多
角
的
な
領
域
へ

の
対
応
が
可
能
な
、
緊
急
医
療
組
織
を
現
地
に
派
遣

○
国
の
医
療
・
保
険
緊
急
対
応
策
を
ネ
ッ
ト
等
で
全
国

配
信

○
被
災
地
お
よ
び
周
辺
の
医
療
機
関
稼
働
情
報
を
配

信

○
医
療
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

○
Ｊ
Ｅ
Ａ
災
害
支
援
ニ
ュ
ー
ス

復
旧
・
復
興
時

○
て
ん
か
ん
が
、
障
害
・
高
齢
の
両
領
域
か
ら
の
対

象
に
な
り
に
く
い

○
医
療
連
携
で
も
主
要
疾
患
の
範
囲
外

○
復
興
支
援
住
宅
等
で
も
優
先
順
位
が
低
い

○
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
領
域
が
不
明
瞭

○
当
事
者
・
家
族
が
声
を
上
げ
る

○
新
聞
・
テ
レ
ビ
で
て
ん
か
ん
治
療
可
能
医
療
機
関

情
報

を
配

信

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て
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         全
国
肢
体
不
自
由
児
施
設
運
営
協
議
会
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 暮 ら す 」 に つ い て

住
ま

い
の

場

①
低
年
齢
児
が
成
長
し
、
中
高
生
と
な
り
、
身
長
体
重

が
増
加
し
て
く
る
と
、
ご
家
族
の
み
（
特
に
母
の
み
）
で

は
移
乗
等
の
介
助
が
困
難
と
な
っ
て
く
る
。

②
施
設
退
所
後
（
１
８
歳
到
達
又
は
高
等
部
卒
業
）
の

生
活
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

③
医

療
的
ケ
ア
児

に
つ
い
て
は
一

般
の

施
設

や
在

宅
復
帰
が
困
難
で
あ
る
。

④
発
達
や
成
長
に
伴
い
、
自
宅
や
学
校
・
保
育
園
、

利
用
し
て
い
る
通
所
事
業
所
（
児
童
発
達
支
援
・
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
）
等
に
お
け
る
生
活
に
困

難
が
生
じ
た
場
合
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
連
携
し
対
応
す
る

こ
と
が
難
し
い
。

⑤
中
途
障
害
な
ど
、
予
期
せ
ぬ
子
ど
も
の
様
相
の
変

化
に
対
し
、
そ
れ
ま
で
の
日
常
生
活
と
異
な
る
配
慮
が

必
要
な
子
ど
も
は
自
分
で
行
う
部
分
が
減
り
、
保
護
者

の
負
担
が
大
き
く
な
る
。
ま
た
地
域
で
通
っ
て
い
た
幼

稚
園
、
学
校
な
ど
、
教
員
の
知
識
が
乏
し
く
、
変
化
に

対
応

で
き
な
い
。

・
セ
ラ
ピ
ス
ト
か
ら
、
成
長
に
あ
わ
せ
た
介
助
方
法
に

つ
い
て
助
言
し
て
い
く
。

・
住
宅
改
修
や
福
祉
用
具
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
ど

の
時
期
に
行
え
ば
よ
い
の
か
、
専
門
職
と
相
談
し
な

が
ら
、
適
宜
環
境
調
整
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
。

・
成
長
に
あ
わ
せ
て
、
介
助
方
法
や
必
要
な
機
器
を

変
更
し
て
い
く
。

・
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
在
宅
復
帰
・
施
設
入
所
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
、
障
害
児
に
適
し
た
場
の
提
供

・
子
ど
も
の
機
能
に
応
じ
た
環
境
調
整
等
を
行
う
た

め
、
家
庭
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
等
の
生
活
の
場

に
出
向
き
、
具
体
的
な
生
活
状
況
や
環
境
を
把
握
し
、

支
援
方
法
の
検
討
・
指
導
等
を
行
う
。

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
訪
問
に
よ

る
具
体
的
な
助
言
を
行
い
、
保
護
者
と
地
域
の
媒
介

的
な
役
割
を
担
い
、
必
要
性
や

効
果
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
を
行
っ
て
、
共
通
理
解
を
促
す
。

・
関
係
者
に
よ
る
検
討
会
議
で
必
要
な
在
宅
サ
ー
ビ

ス
を
検
討
し
、
保
護
者
へ
助
言
す
る
こ
と
に
よ
り
在
宅

生
活
の
基
盤
を
確
保
し
た
。

・
施
設
等
か
ら
の
地
域
移
行
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
生

活
の
場
に
出
向
き
支
援
（
介
助
）
方
法
に
関
す
る
助
言

や
、
新
築
及
び
住
宅
改
修
、
福
祉
用
具
の
導
入
も
含

め
た
環
境
の
調
整
に
関
す
る
検
討
を
し
、
具
体
的
な

提
案
を
行
っ
て
い
る
。
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
（

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
支

援
等

）

①
相
談
支
援
専
門
員
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
を
行
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
ま
だ
セ

ル
フ
プ
ラ
ン
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

②
児
童
期
か
ら
成
人
期
に
移
行
す
る
際
、
サ
ー
ビ
ス

が
大
き
く
変
化
す
る
た
め
、
定
着
支
援
等
が
必
要
で
あ

る
。

・
市
町
村
に
よ
っ
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
に
差
が

あ
る
。

例
：
短
期
入
所
の
利
用
上
限
、
宿
泊
日
数
に
つ
い
て
、

市
が
制
限
を
か
け
て
い
る
た
め
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
弾
力
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

③
在
宅
で
障
が
い
や
生
活
に
困
難
さ
の
あ
る
子
ど
も

の
見
方
や
接
し
方
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
知
識
・
技
術

が
十
分
で
は
な
い
。

④
特
に
重
症
心
身
障
害
に
対
応
で
き
る
医
療
、
福
祉

関
連
の
専
門
職
が
少
な
く
、
訪
問
リ
ハ
、
訪
問
看
護
、

通
所
支
援
事
業
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
家
族
を
支
え

る
サ
ー
ビ
ス
が
不
足
し
て
い
る
。

⑤
訪
問
看
護
な
ど
、
事
業
者
ご
と
の
連
携
が
図
ら
れ

に
く
い
。

・
児
童
の
場
合
は
成
長
に
伴
い
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が

短
期
間
で
変
化
し
て
い
く
た
め
、
そ
の
成
長
や
家
族
の

変
化
に
合
わ
せ
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
調
整
し
な
が
ら
利
用

し
て
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
障
害
児
に
つ
い
て
は
、
早
期
か
ら
の
療
育
や
機
能

訓
練
を
受
け
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
地
域
の
療

育
機
関
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
情
報
提
供
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

・
相
談
支
援
専
門
員
が
増
え
、
充
実
し
た
相
談
支
援

が
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

・
身
辺
自
立
面
の
ニ
ー
ズ
を
持
っ
た
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

の
方

々
を
対

象
に
、
１
～

２
か

月
に
１
回

の
親

子
通
所
に
よ
る
個
別
支
援
を
行
う
。

・
研
修
な
ど
に
よ
る
啓
発
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
合
わ
せ
、

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
定
着
を
図
る
た
め
に

O
J
T
と
セ
ッ
ト
に
し
た
研
修
、
支
援
の
体
制
を
構
築
す

る
。

・
地
域
連
携
窓
口
が
必
要
で
拠
点
と
な
っ
て
情
報
収

集
を
行
う
。
ま
た
、
研
修
拠
点
と
し
て
内
容
を
充
実
し
、

各
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
配
慮
す
る
。

●
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
保
護
者
に
対
す
る
支
援

　
地
域
で
暮
ら
す
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
育
児
は
、

障
が
い
が
あ
る
が
ゆ
え
に
育
児
経
験
者
の
助
言
や
育

児
書
な
ど
か
ら
の
一
般
的
な
情
報
で
は
上
手
く
い
か

な
い
こ
と
が
多
く
、
保
護
者
の
大
き
な
悩
み
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
障
害
児
等
療
育

支
援
事
業
の
在
宅
支
援
外
来
療
育
等
指
導
事
業
を

活
用
し
、
施
設
の
保
育
士
が
１
事
例
に
つ
き
概
ね
月
１

回
の
身
辺
自
立
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
具

体
的

に
は

、
独

自
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
使

い
保

護
者
と
と
も
に
子
ど
も
の
現
状
を
把
握
し
、
併
せ
て
子
ど

も
と
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

家
庭
に
近
い
環
境
の
部
屋
を
使
い
、
家
庭
内
の
環
境

設
定
や
支
援
方
法
な
ど
を
提
案
し
家
庭
で
の
実
践
に

繋
げ
て
い
る
。
ま
た
、
家
庭
内
で
の
実
践
の
中
で
出
て

く
る
悩
み
等
へ
の
対
応
と
し
て
、
保
護
者
か
ら
の
電
話

相
談
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
実
践
に
不
安
の
あ
る
保

護
者
に
対
し
て
は
施
設
か
ら
電
話
に
て
実
践
状
況
の

確
認
や
助
言
を
行
い
、
家
庭
で
の
実
践
の
継
続
を
支

援
し
保
護
者
が
前
向
き
に
育
児
に
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
子
ど
も
が
通
っ
て
い
る
保
育
園
、
幼
稚
園
、

学
校
や
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
と
も
書
面
や
電

話
、
当
セ
ン
タ
ー
の
支
援
見
学
、
現
場
訪
問
な
ど
に
よ

り
、
子
ど
も
と
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
や
具
体
的
な
支
援
方

法
を
共
有
し
、
支
援
方
法
の
違
い
に
よ
る
子
ど
も
や
保

護
者
の
混
乱
を
最
小
限
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

関
わ
り
を
通
し
て
関
係
機
関
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
繋

げ
て
い
る
。

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

移
動

・
交

通

※
建

物
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

等
、

設
備

面
の

整
備

は
除

く

①
電
車
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

経
験
が
非
常
に
少
な
く
、
多
く
の
場
合
は
車
い
す
等
で

一
人
で
外
出
で
き
な
い
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
車
椅
子
対
応
可
）

バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
・
運
行
ル
ー
ト
が
限
ら
れ
て
い
る
。

・
自
家
用
車
か
ら
車
い
す
や
バ
ギ
ー
な
ど
へ
移
乗
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
広
い
駐
車
ス
ペ
ー
ス
、
雨
天
の

場
合
は
屋
根
付
き
の
駐
車
場
が
必
要
。

・
公
共
交
通
機
関
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
練
習
し
な
が

ら
経
験
を
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
学
校
や

地
域
な
ど
で
、
電
車
バ
ス
の
利
用
教
室
や
外
出
行
事

を
定

期
的

に
行

う
。

・
公
共
交
通
機
関
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
通
勤
通
学

や
余
暇
活
動
な
ど
目
的
に
応
じ
て
、
外
出
訓
練
を
行

な
っ
て
い
る
。

・
公
用
車
（
車
椅
子
リ
フ
ト
付
き
ミ
ニ
バ
ン
）
を
用
い
て
、

余
暇
活
動
、
外
出
時
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
児

童
は
受
身
に
な
っ
て
し
ま
い
、
自
主
性
が
涵
養
で
き
な

い
。

・
医
療
機
関
内
に
児
童
発
達
支
援
が
併
存
し
て
い
る

と
、
同
日
に
利
用
で
き
る
た
め
保
護
者
の
移
動
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
。
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 暮 ら す 」 に つ い て

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

①
肢
体
不
自
由
児
で
も
上
肢
の
障
害
が
軽
度
で
あ
る

場
合
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
の
操
作
が
可
能

で
あ
る
が
情
報
収
集
の
手
段
が
限
ら
れ
て
い
る
。

・
上
肢
の
麻
痺
や
不
随
意
運
動
の
あ
る
児

童
に
つ
い

て
は
、
ス
イ
ッ
チ
等
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

②
携
帯
用
会
話
補
助
装
置
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
高
額

で
あ
り
、
日
常
生
活
用
具
支
給
対
象
で
は
あ
る
が
、
手

続
き
の
煩
雑
さ
も
あ
り
、
対

象
に
な
ら
な
い
児
童
も
い

る
。

③
施
設
関
係
者
以
外
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会

が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
利
用
が
す
す
み
に
く
い
家

庭
に
必

要
な
情

報
が

届
き
に
く
い
。

・
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
な
ど

は
、
と
て
も
有
効
な
情
報
収
集
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
で
あ
る
た
め
、
上
肢
や
視
覚
の
障
害
が
あ
る

児
童
が
操
作
し
や
す
い
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

必
要
で
あ
る
。

・
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
Ｐ
Ｃ
を
活
用
し
た
授
業
が

行
わ
れ
て
い
る
。

・
訪
問
に
よ
り
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
い
、
必
要
な
形
態

で
の
情
報
提
供
を
図
る
。

●
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

　
言
葉
が
出
な
い
・
言
葉
が
遅
い
・
発
音
が
不
明
瞭
等

を
は

じ
め
、
や

り
取

り
が

ち
ぐ
は

ぐ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
苦
手
さ
が
あ
る
な
ど
、
言
葉
の
発
達
に
関
す
る
相

談
は
、
“
こ
と
ば
”
と
い
う
目
に
見
え
て
わ
か
り
や
す
い

一
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
、
保
育
園
、
幼
稚
園

や
学
校
（
以
下
、
保
育
所
等
）
、
障
害
児
通
所
支
援
事

業
所
（
以
下
、
事
業
所
）
等
か
ら
も
相
談
を
受
け
る
こ
と

が
多
い
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
県
内
に
小
児
の
言
語

療
法
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関
が
少
な
く
、
施
設
で

も
小
児
専
門
機
関
と
し
て
言
語
療
法
の
提
供
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
相
談
の
多
さ
か
ら
対
応
し
き

れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

　
熊
本
県
に
お
い
て
は
、
平
成
1
6
年
度
か
ら
地
域
の

療
育
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
中
で
、

各
障
害
保
健
福
祉
圏
域
に
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
を
設

置
（
療
育
相
談
員
を
配
置
）
し
、
各
圏
域
の
障
害
児
支

援
の
中
核
と
し
て
多
く
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。
併
せ

て
、
療
育
拠
点
施
設
と
し
て
県
下
全
域
の
療
育
に
関

す
る
相
談
・
支
援
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
体
制
を
活
用
し
、
主
に
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
に
よ
り
、
事
業
所
や
保
育
所
等
の
職
員
を
対
象
に

し
た
言
語
発
達
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
の
ほ
か
、

子
ど
も
の
活
動
（
生
活
）
の
場
へ
出
向
き
、
保
護
者
を

含
め
た
周
囲
の
大
人
が
子
ど
も
た
ち
の
発
達
を
促
す

関
わ
り
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
を
実
施
し
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
が
子
ど
も
の
言
語
発
達
に
と
っ
て
よ
り
良

い
も
の
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

保
健

・
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

①
肢
体
不
自
由
児
が
成
人
に
な
る
と
、
小
児
科
で
の

受
診
継
続
が
難
し
く
な
っ
た
り
、
診
て
も
ら
え
る
病
院
も

限
ら
れ
る
。

②
Ｐ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
、
Ｓ
Ｔ
な
ど
の

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
継

続
し
て
い
る
児
童
が
多
い
が
、
児
童
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
い
る
医
療
機
関
が
少
な
い
。

③
訪
問
看
護
や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
も
、
潤
沢
に

は
利
用
で
き
ず
、
地
域
格
差
が
み
ら
れ
る
。

④
小
児
の
障
害
児
（
健
常
児
で
あ
っ
て
も
）
が
医
療
機

関
に
入
院
と
な
っ
た
場
合
、
医
療
機
関
か
ら
、
原
則
２

４
時
間
保
護
者
等
の
付
添
い
を
求
め
ら
れ
る
が
、
他

に
兄
弟
姉
妹
等
が
い
る
場
合
に
は
、
保
護
者
の
負
担

が
極
め
て
大
き
く
な
る
。

ま
た
病
児
を
短
期
入
所
、
日
中
一
時
支
援
等
で
受
入

対
応
可
能
な
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
が
無
い
。

（
短
期
入
所
は
健
康
な
と
き
に
限
ら
れ
る
）

⑤
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
療

育
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
も
早

期
発

見
が
重

要
で
あ
る
が
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。

早
期
発
見
や
早
期
支
援
に
重
要

な
役
割
を
持
つ
保
健

師
の
発
達
評
価
の
ス
キ
ル
が
不
十
分
で
あ
る
。

⑥
子
ど
も
の
支
援
に
は
継
続
的
な
関
わ
り
が
必
要
で

あ
る
が
、
市
町
村
は
医
療
や
療
育
機
関
へ
繋
い
だ
後

の
見
守
り
の
意
識
が
低
い
傾
向
に
あ
り
、
ケ
ー
ス
の

現
状
把
握
が
不
十
分
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
や
支

援
の
継
続
が
途
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

・
幼
児
期
～
児
童
期
～
成
人
期
と
継
続
し
た
医
療
が

受
け
ら
れ
る
体
制
を
構
築
す
る
。

・
医
療
・
福
祉
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
が
地
域
格
差
が
あ
る

が
逐
次
、
地
域
情
報
を
確
認
し
て
、
伝
え
て
、
利
用
に

つ
な
げ
る
こ
と
。

・
市
町
村
や
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
等
と
の
連
携
促

進 ・
市
町
村
保
健
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
。

・
最
も
身
近
で
あ
る
市
町
村
が
、
医
療
、
保
健
、
福
祉

が
一
体
と
な
っ
た
体
制
整
備
を
行
い
、
こ
れ
を
県
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　
ま
た
、
地
域
支
援
班
（
P
T
、
O
T
、
S
T
等
の
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
専
門
職
を
専
任
で
配
置
）
設
置
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
専
門
職
の
有
効
活
用
を
行
う
た
め
に
、
医
療
、

福
祉
な
ど
の
枠
を
越
え
た
支
援
体
制
の
整
備
や
運
用

を
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

●
早
期
発
見
、
早
期
療
育

　
熊
本
県
で
は
、
心
身
の
発
達
に
関
し
て
経
過
観
察

を
要
す
る
児
童
を
市
町
村
保
健
師
が
早
期
に
把
握
し

適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
乳
幼
児
の
健
全
な

発
達
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
乳
幼
児
健
診
等
で

主
に
運
動
発
達
面
に
問
題
の
あ
る
児
と
保
護
者
を
対

象
と
し
て
、
保
健
医
療
従
事
者
等
に
よ
る
経
過
観
察

や
発
達
に
関
す
る
指
導
等
の
支
援
を
保
健
所
単
位
に

行
う
「
す
こ
や
か
育
児
相
談
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

施
設
は
県
の
主
管
課
及
び
保
健
所
か
ら
の
依
頼
を
受

け
、
医
師
、
保
健
師
、
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法

士
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
て
心
理
療
法
士
を
派
遣
し
て

い
る
。

　
本
事
業
は
市
町
村
に
お
い
て
児
の
発
達
状
況
や
指

導
等
に
つ
い
て
、
判
断
が
困
難
な
児
と
保
護
者
の
対

す
る
相
談
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
県
内

の
1
0
保
健
所
中
８
保
健
所
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い

る
。
平
成
2
7
年
度
の
実
績
で
は
、
年
間
の
全
対
象
児

数
は
3
1
4
名
（
延
数
）
で
受
診
数
は
2
7
9
名
（
受
診
率

8
9
％
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
医
療
機
関
受
診
と
な
っ
た

児
は
3
1
名
、
市
町
村
の
発
達
相
談
等
の
対
応
と
な
っ

た
児

は
9
3
名

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
他
、
市
町
村
保
健
師
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
に
よ
り
、
健
診
時
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
精
度
が
向

上
し
、
よ
り
早
期
に
発
達
の
気
に
な
る
子
ど
も
を
発
見

し
、
子
育
て
支
援
が
実
施
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

座
学
や
事
例
検
討
を
含
む
5
日
間
の
保
健
師
研
修
会

を
実
施
し
て
い
る
。
（
実
績
は
熊
本
地
震
の
影
響
を
考

慮
し
平
成
2
7
年
度
実
績
を
掲
載
）

権
利

擁
護

①
自
ら
移
動
で
き
な
い
、
意
思
表
出
が
で
き
な
い
児
童

も
多
く
、
そ
の
児
ら
し
く
成
長
発
達
で
き
る
環
境
が
阻

害
さ
れ
や
す
い
。

②
地
域
の
保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
わ
ず
、
孤
立
が
ち

に
な
る
家
庭
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
育
児
負
担

な
ど
か
ら
児
童
虐
待
の
心
配
も
あ
る
。

③
肢
体
不
自
由
や
物
理
的
心
理
的
な
バ
リ
ア
の
た

め
、
希
望
す
る
進
路
を
選
択
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

④
関
係
す
る
機
関
で
守
秘
義
務
が
あ
い
ま
い
に
な
り

が
ち
。

・
医
療
機
関
、
児
童
相
談
所
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

学
校
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
と
の
日
常
的
な

連
携
が
必
要
。

・
児
童
の
権
利
を
尊
重
し
、
そ
の
児
の
思
い
を
く
み
取

り
、
社
会
の
中
で
よ
り
生
活
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
働
き

か
け
を
、
日
常
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

・
進
路
選
択
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
追
求

し
な
が
ら
、
希
望
が
叶
う
よ
う
な
具
体
的
な
支
援
を
、

多
機
関
で
協
力
し
て
行
う
。

・
成

年
後

見
制

度
の

活
用

に
つ
い
て
法

律
相

談
を
行

う
。

・
子
ど
も
虐
待
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

・
権
利
擁
護
に
関
す
る
研
修
を
具
体
的
事
例
に
基
づ

い
て
検
討
す
る
。
対
応
に
配
慮
を
要
す
る
家
庭
の
支

援
に
つ
い
て
、
研
修
の
場
を
充
実
さ
せ
る
。
（
ス
タ
ッ
フ

サ
ポ
ー
ト
の
重
要
性
）

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発
活
動
・
広
報

①
地
域
で
の
交
流
等
に
つ
い
て
も
移
動
手
段
が
課
題

で
あ
る
。
移
動
手
段
が
確
保
で
き
な
い
た
め
に
、
希
望

す
る
と
こ
ろ
へ
の
外
出
が
制
約
さ
れ
て
い
る
。

②
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
向
上
で
き
る
よ
う
な
、
啓
発
・
広
報
活
動
が

重
要
で
あ
る
。

③
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
安
心
し
て

生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
理
解
や
事

業
所
等
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
十
分
と
は
言

え
な
い
。

④
施
設
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
や
様
々
な
行

事
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
の
住
民
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
い
る
が
、
障
害
児
に
対
す
る
意
識
啓
発
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

・
障
害
者
差
別
解
消
法
な
ど
関
係
機
関
な
ど
に
は
、
周

知
さ
れ
合
理
的
配
慮
は
浸
透
し
つ
つ
あ
る
が
、
当
事

者
や
家
族
、
地
域
住
民
に
浸
透
し
て
い
る
と
は
言
い

難
く
、
法
の
詳
細
を
情
報
提
供
す
る
機
会
を
増
や
す
こ

と
が
重
要
。

・
地
域
住
民
の
理
解
や
事
業
所
の
よ
り
良
い
支
援
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
当
事
者
の
参
加
や
啓
発
に
係

る
地
道
な
取
組
が
大
事
で
、
続
け
る
こ
と
が
重
要
。

・
交
通
機
関
の
ア
ク
セ
ス
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
運
動
が
必

要
。

・
一
般
買
物
客
向
け
に
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て

障
害
児
の
作
品
等
の
展
示
等
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
公
開
講
座
を
開
催
し
、
広
く
療
育
に
関
す
る
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
の
ほ
か
、
地
域
の
行
政

機
関
や
福
祉
施
設
・
事
業
所
に
情
報
提
供
を
し
、
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

○
日
肢
協

・
手
足
の
不
自
由
な
子
ど
も
を
育
て
る
運
動
（
６
４
回
）

・
全
国
の
肢
体
不
自
由
児
作
品
展
の
実
施
（
３
５
回
）

・
春
夏
冬
に
肢
体
不
自
由
児
療
育
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

（
昭
和
４
４
年
～
）

・
ハ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
の
た
め
指
導
者
の
た
め
の

研
修
会
を
進
め
て
い
る
。

「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
宿
泊
施

設
な
ど
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
選
択

肢
は
限
ら
れ
て
い
る
。

・
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
コ
ス
ト
が
高
く
、
介
助
者
や
補

助
者
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。

・
移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
。

・
施
設
内
と
特
別
支
援
学
校
以
外
に
は
、
活
動
の
場

が
み

つ
け
に
く
い
。

・
身
体
障
害
児
者
が
余
暇
活
動
を
さ
ら
に
楽
し
め
る
よ

う
に
、
国
の
施
策
と
し
て
も
事
業
者
へ
の
受
入
促
進
の

指
導
等
必
要
。

・
介
助
者
や
保
護
者
に
つ
い
て
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
支
援
が
単
発
で
な
く
継
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
。

・
楽
し
み
を
通
し
て
社
会
と
の
繋
が
り
を
体
感
す
る
こ

と
。

・
自
ら
が
意
欲
的
に
取
り
組
む
も
の
を
追
究
す
る
こ
と
。

・
一
人
ひ
と
り
の
能
力
に
合
っ
た
楽
し
み
方
が
で
き
る

よ
う
、
保
護
者
の
力
も
借
り
な
が
ら
運
営
す
る
。

・
入
所
児
（
措
置
児
）
の
一
部
に
は
、
地
域
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
や
各
種
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
へ
の
参
加

や
サ
ッ
カ
ー
観
戦
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
な
ど
、
体

験
型
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

・
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
て
い
る
が
、
公
民
館

な
ど
で
の
活
動
に
障
害
児
者
が
参
加
で
き
る
も
の

や
、
少
し
の
配
慮
で
参
加
で
き
る
も
の
が
あ
り
、
地
域

と
の
接
点
が
多
い
こ
と
か
ら
公
民
館
な
ど
の
活
動
へ

参
加
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
望
ま
れ
る
。

- 6
5 

-



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

①
家
族
の
み
で
在
宅
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
負
担
が
大
き
い
。

②
家
族
会
の
活
動
が
必
要
、
特
に
母
親
の
就
労
は
制

限
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

③
短
期
入
所
が
利
用
し
に
く
く
、
家
族
の
レ
ス
パ
イ
ト

が
不
十
分
。

④
親
亡
き
後
の
心
配
が
あ
る
。

⑤
家
族
支
援
専
門
相
談
員
（
F
S
W
）
を
配
置
で
き
て
い

な
い
障
害
児
入
所
施
設
が
多
い
。

・
直
接
処
遇
職
員
が
家
族
支
援
を
兼
務
で
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
。

⑥
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
在
宅
生
活
を
続
け

る
た
め
に
は
、
保
護
者
の
子
ど
も
に
対
す
る
理
解
と
介

護
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
専
門
的
に
学
ぶ
時
間
や
場

が
少
な
い
。

⑦
医
療
型
障
害
児
施
設
の
よ
う
な
、
高
度
の
専
門
機

関
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
地
域
生
活
へ
移
行
し
た
り
、
地

域
で
の
支
援
に
変
わ
っ
て
い
く
場
合
、
子
ど
も
や
家
族

の
不
安
感
が
大
き
い
。

⑧
在
宅
生
活
の
初
期
に
は
、
子
ど
も
の
体
調
不
良
や

医
療
機
関
へ
の
通
院
が
多
く
、
親
子
共
に
心
身
の
ゆ

と
り
が
な
く
生
活
の
見
通
し
が
も
ち
に
く
い
。

・
介
護
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用

に
つ
い
て
の

支
援

を
行

う
。

・
家
族
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
行
政
や
社
協
・
福
祉

事
業
所
等
の
支
援
が
必
要
。

・
短
期
入
所
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が

必
要
。

・
成
年
後
見
制
度
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
、
身
近
な
法

律
相
談
を
行
う
。

・
定
期
的
な
面
談
（
児
童
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
の
報

告
を
は
じ
め
、
家
族
の
要
望
の
聞
き
取
り
、
退
所
後
の

出
口
支
援
等
）
の
実
施

・
個
々
の
子
ど
も
の
障
が
い
を
具
体
的
に
理
解
し
て
い

る
専
門
職
が
、
保
護
者
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
在
宅
生

活
を
想
定
し
た
助
言
を
丁
寧
に
行
う
。

・
子
ど
も
の
機
能
に
応
じ
た
環
境
調
整
等
を
行
う
た

め
、
家
庭
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
等
の
生
活
の
場

に
出

向
い
て
相

談
支

援
を
行

う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
と
家
族
に
対
し
、
環
境
調
整
に
つ
い

て
適
切
な
助
言
が
身
近
な
地
域
で
で
き
る
よ
う
、
本
県

の
独
自
事
業
で
あ
る
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

（
療
育
相
談

員
）
や
通
所
支
援
事
業
所
等
の
地
域
療
育
関
係
機
関

の
機
能
向
上
を
図
る
。

・
退
所
後
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
、
関
係
者
が
検
討

会
議
で
必
要
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
、
保
護
者

へ
の
助
言
に
よ
り
在
宅
生
活
の
基
盤
を
確
保
し
た
。

・
母
子
入
所
に
よ
り
、
円
滑
な
在
宅
生
活
へ
の
移
行
を

支
援
し
て
い
る
。
全
室
個
室
の
母
子
棟
に
お
い
て
、
治

療
や
集
中
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各
セ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
の
専
門
的
な
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
保

護
者
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
各
種
保
護
者
勉
強
会
の
定
期
的
な
開

催
（
外
来
保
護
者
勉
強
会
・
通
園
保
護
者
勉
強
会
・
ダ

ウ
ン
症
保
護
者
勉
強
会
等
）

・
施
設
か
ら
の
地
域
移
行
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
生
活

の
場
に
出
向
き
支
援
（
介
助
）
方
法
、
環
境
調
整
な
ど

へ
の
提
案
や
助
言
を
実
施
し
て
い
る
。

・
母
子
入
所
や
児
童
発
達
支
援
、
就
学
な
ど
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
個
別
の
連
携
と
と
も
に
、

学
校
と
の
勉
強
会
な
ど
。
保
護
者
の
心
情
理
解
に
関

す
る
情
報
提
供
を
行
う
。
特
に
レ
ス
パ
イ
ト
的
な
情
報

提
供
を
行
い
、
心
身
の
ゆ
と
り
が
持
て
る
よ
う
に
す

る
。

「
家
族
へ
の
支
え
」
に
つ
い
て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て

防
災
活
動

①
車
い
す
利
用
児
者
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
停
止
し
た
時
、
垂
直
移
動
が
で
き
ず
に
、

避
難
に
か
な
り
の
支
援
が
必
要
と
な
る
。

②
自
力
移
動
が
困
難
な
方
も
多
く
、
避
難
誘
導
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
方
の
支
援
が
必
要
。

③
核
家
族
化
や
片
親
家
族
の
増
加
、
ま
た
個
人
情
報

保
護
の
観
点
か
ら
地
域
の
中
で
肢
体
不
自
由
児
の

存
在
が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
多
い
。

④
福
祉
避
難
所
で
の
生
活
と
な
っ
た
場
合
も
、
日
常

的
な
介
護
や
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
で
あ
り
、
長
期
の

生
活
は
困
難
で
あ
る
。

⑤
危
険
や
避
難
へ
の
意
識
が
希
薄
で
あ
る

・
特
に
ス
タ
ッ
フ
が
少
な
い
夜
間
に
お
け
る
災
害
発
生

時
に
は
、
避
難
の
際
に
地
域
の

方
々
の
支
援
を
必
要

と
す
る
場
合
も
あ
り
う
る
が
、
避
難
訓
練
に
地
域
住
民

の
方
々
は
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

・
階
段
を
利
用
し
た
避
難
訓
練
の
実
施
。

・
地
域
で
の
避
難
訓
練
に
当
事
者
の
方
が
参
加
し
、

支
援
が
必
要
な
方
が
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て

も
ら
う
。

・
身
体
障
害
者
の
方
向
け
の
、
避
難
支
援
マ
ッ
プ
の
作

成
。

・
地
域
の
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
で
の
災
害
時
受
入

を
検
討
す
る
。

・
災
害
時
の
救
援
の
た
め
に
も
、
市
町
村
に
お
け
る
避

難
時

の
要
保

護
対

象
児

童
に
つ
い
て
の

名
簿

作
り
及

び
管
轄
消
防
署
に
お
け
る
把
握
が
必
要
。

・
毎
月
１
回
、
火
災
や
震
災
な
ど
を
原
因
と
す
る
防
災

の
他
、
不
審
者
対
応
な
ど
も
取
り
入
れ
て
訓
練
を
実

施
す
る
。

・
災
害
の
発
生
事
由
、
場
所
、
時
間
帯
な
ど
が
異
な
る

こ
と
か
ら
想
定
さ
れ
る
対
応
方
法
を
把
握
す
る
。

・
想
定
ご
と
に
訓
練
を
実
施
す
る
。

・
入
所
児
童
に
、
防
災
へ
の
意
識
を
も
た
せ
る
。

・
避
難
訓
練
に
地
域
住
民
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
方
々
に
施
設
内
の
様
子
を
理
解
し
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
互
助
・
共
助
の
意
識
の
醸
成
を
図
る

た
め
た
め
に
、
施
設
の
行
事
な
ど
を
積
極
的
に
周
知

す
る
。

・
特
別
支
援
学
校
・
一
部
の
施
設
で
は
、
実
際
に
階
段

を
利
用
し
て
、
車
い
す
の
方
の
避
難
訓
練
を
行
な
っ
て

い
る
。

・
家
族
に
対
し
て
研
修
会
の
開
催
。
地
域
の
消
防
署

に
連
絡
し
児
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
伝
え
る
。

・
施
設
職
員
に
対
す
る
不
審
者
対
策
研
修
会
の
実

施
。

○
運
協
で
は
、
全
国
の
施
設
及
び
在
宅
支
援
の
防
災

対
策
、
物
資
や
受
入
支
援
な
ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
中
。
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

災
害
発
生
時

①
福
祉
避
難
所
で
の
生
活
と
な
っ
た
場
合
も
、
日
常

的
な
介
護
や
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
で
あ
り
、
長
期
の

生
活
は
困
難
で
あ
る
。

②
災
害
発
生
時
に
自
力
移
動
や
避
難
要
請
が
困
難

で
、
避
難
が
遅
れ
る
。

③
緊

急
時

、
障

害
児

の
医

療
的

ケ
ア
に
対

応
で
き
る

病
院
が
極
め
て
限
ら
れ
る
。

④
一
般
の
避
難
所
で
の
共
同
生
活
（
体
育
館
等
の
大

規
模
ス
ペ
ー
ス
）
で
は
感
染
症
等
の
リ
ス
ク
が
極
め
て

高
い
。
急
変
時
の
医
療
機
関
へ
の
受
診
等
、
保
護
者

の
不
安
感
が
大
き
い
。

⑤
災
害
発
生
時
に
お
け
る
各
施
設
が
担
う
べ
き
役

割
・
機
能
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

・
地
域
の
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
で
の
災
害
時
受
入

を
検
討
す
る
。

・
自
力
避
難
困
難
者
の
方
が
優
先
的
に
救
助
さ
れ
る

よ
う
に
、
行
政
を
中
心
に
情
報
共
有
し
て
も
ら
う
。

・
熊
本
地
震
の
経
験
を
踏
ま
え
、
当
セ
ン
タ
ー
が
担
う

役
割
や
機
能
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の

被
災
状
況
に
応
じ
て
実
施
可
能
な
役
割
・
機
能
を
想

定
す
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

・
施
設
自
体
が
被
災
し
た
場
合
に
、
被
災
者
を
ど
の
よ

う
に
受
け
入
れ
る
か
、
予
め
施
設
の
被
害
を
想
定
し
た

う
え
で
、
受
入
方
針
を
定
め
て
お
く
。

・
熊
本
地
震
の
際
に
、
津
波
注
意
報
が
出
た
こ
と
か

ら
、
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
施
設
の
駐
車
場
に
地
域

住
民
の
方
々
が
避
難
し
て
こ
ら
れ
た
が
、
ど
う
対
応
す

れ
ば
良
か
っ
た
か
は
課
題
と
し
て
残
っ
た
。

○
運
協
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
で
即
時
対
応

・
施
設
自
体
が
被
災
し
た
場
合
に
は
、
ま
ず
は
入
所
児

用
の
飲
料
水
等
の
確
保
が
で
き
な
け
れ
ば
、
地
域
の

避
難
者
の
受
入
も
で
き
な
い
が
、
今
回
の
熊
本
地
震

で
は
主
に
西
日
本
の
各
施
設
か

ら
い
た
だ
い
た
多
く

の
支
援
物
資
の
お
か
げ
で
、
無
事
に
乗
り
切
る
こ
と
が

で
き
た
。
在
宅
支
援
に
つ
い
て
は
、
通
院
し
て
く
る
在

宅
の
障
害
児
を
除
き
、
安
否
の
確
認
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
今
後
の
課
題
。
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

復
旧
・
復
興
時

①
避
難
所
で
の
長
期
生
活
は
困
難
で
あ
る
。

②
自
宅
へ
の
帰
宅
が
可
能
と
な
っ
て
も
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
生
活
は
困
難
で
あ
る
。

③
医
療
ケ
ア
体
制
も
正
常
化
し
な
い
と
、
在
宅
や
地
域

で
の
生
活
は
困
難
で
あ
る
。

④
電
動
車
椅
子
、
吸
引
器
な
ど
電
源
が
十
分
に
確
保

で
き
な
い
と
生
活
に
支
障
が
で
る
。

⑤
避
難
所
や
仮
設
住
宅
、
復
興
住
宅
等
で
暮
ら
す

方
々
の
身
体
機
能
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
、
専
門
的

な
支
援
が
必
要
。

⑥
障
害
児
に
専
門
的
な
対
応
が
出
来
る
専
門
職
が

不
足
す
る
中
、
子
ど
も
の
専
門
機
関
で
あ
る
医
療
型

障
害
児
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
が
成
人
あ
る
い
は
高
齢
者

の
支
援
に
従
事
し
て
い
る
。

・
早
期
に
仮
設
や
公
営
の
住
宅
へ
の
入
居
、
も
し
く
は

福
祉
施
設
や
医
療
施
設
で
一
時
的
な
受
入
を
行
う
。

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
ケ
ア
体
制
の
正
常
化
に
つ

い
て
も
、
復
旧
・
復
興
の
目
安
と
な
る
よ
う
に
、
情
報
提

供
を
行

う
。

・
地
域
の
医
療
機
関
同
士
が
連
携
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
専
門
職
が
避
難
所
や
仮
設
住
宅

を
訪
問
し
て
支
援
す
る
。

・
子
ど
も
と
家
族
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
行
う
。
可
能
で
あ

れ
ば
、
発
災
直
後
か
ら
地
域
に
出
向
い
て
状
況
把
握

を
行
う
。
（
県
内
や
他
県
か
ら
の
支
援
と
の
早
期
連
携

を
図

る
）

　
さ
ら
に
、
こ
れ
を
基
に
し
て
、
専
門
性
を
活
か
し
た
支

援
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備
す
る
。

●
熊
本
地
震
の
被
災
者
支
援

　
平
成
2
8
年
４
月
の
熊
本
地
震
発
生
後
、
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
（
D
M
A
T
）
や
自
衛
隊
の
医
療
部
隊
、
大

規
模
災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
団
体
協
議
会

（
J
R
A
T
）
等
、
各
団
体
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
６
か
月

程
度
で
終
了
と
な
っ
た
。

東
日

本
大

震
災

後
に
要

介
護

認
定

率
が

大
幅

に
ア
ッ

プ
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
熊
本
県
に
お
い
て
も
継
続
的

な
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
と
熊
本
県

医
師
会
が
中
心
と
な
り
復
興
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。

　
主
な
目
的
は
、
避
難
所
及
び
仮
設
住
宅
の
高
齢
者

が
要
支
援
・
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
と
、
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の

身
体
状
態
が
悪
化
し
な
い
よ
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
通
し
て
支
援
す
る
こ
と
で
あ
り
、
県
内
1
1
0
ヶ
所

の
仮
設
住
宅
の
う
ち
3
2
ヶ
所
に
対
し
て
、
平
成
3
0
年
３

月
ま
で
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
復
興
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
被
災
市
町

村
等
か
ら
の
申
請
を
受
け
、
日
程
や
派
遣
人
数
を
調

整
し
、
５
施
設
で
御
船
町
今
城
仮
設
住
宅
に
対
し
て
週

1
回
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
施
設
か
ら
は
第
１
・
２
金

曜
日
に
２
名
ず
つ
支
援
に
出
向
い
て
い
る
。
具
体
的

な
活
動
内
容
は
、
血
圧
測
定
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
あ
と

集
団
体
操
指
導
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
企
画
し
実
施

し
て
い
る
。

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て
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         全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

住
ま

い
の

場

（
自
宅
）
　
重
症
心
身
障
害
児
者
（
以
下
「
重
症
児
者
」
）

が
地
域
で
家
族
と
共
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
通

所
支
援
、
短
期
入
所
な
ど
、
地
域
生
活
を
支
え
る

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
不
可
欠
。
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
は
地
域
差
が
大
き
く
、
利
用
し
づ
ら
か
っ
た
り
、

人
工
呼
吸
器
装
着
者
等
は
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い

こ
と
も
あ
る
。

　
Ｎ
ＩＣ

Ｕ
退
院
児
な
ど
在
宅
の
超
重
症
児
・
準
超
重
症

児
に
は
夜
間
で
も
往
診
、
訪
問
看
護
な
ど
が
可
能
な

体
制
整
備
が
必
要

・
重
症
児
者
に
対
応
す
る
看
護
師
、
ホ
ー
ム
ペ
ル

パ
ー
等
が
不
足
し
て
お
り
、
マ
ン
パ
ワ
ー
対
策
も
急
務

で
あ
る
。

（
施
設
入
所
）
　
施
設
入
所
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
し
か
議
論

さ
れ
な
い
が
、
医
療
と
全
面
介
助
を
必
要
と
す
る
重
症

児
者
に
は
最
後
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
必
要
不
可
欠
。

施
設
内
で
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

・
重
症
児
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
保
健
、
医

療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
一
体
的
に
利
用
で
き
る
各
種

施
策
の
充
実
が
必
要
。

・
各
施
設
・
施
設
団
体
等
に
よ
る
資
質
向
上
策
の
推
進

・
都
市
部
で
は
町
村
部
に
比
べ
て
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
進
ん
で
い
る
反
面
、
施
設
入
所
を
希
望
す
る
待

機
者
が
多
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
整
備
が
望
ま
れ
る
。

・
各
施
設
に
お
い
て
、
事
例
研
究
、
研
修
会
へ
の
参
加

等
職
員
の
資
質
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
（

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
支

援
等

）

・
重
症
児
者
、
Ｎ
ＩＣ

Ｕ
退
院
児
に
対
す
る
支
援
（
保
健
・

医
療
・
福
祉
）
は
特
別
な
技
術
や
知
識
が
必
要
な
こ
と

も
あ
り
、
十
分
で
な
い
。
在
宅
生
活
を
続
け
る
た
め
に

は
２
４
時
間
の
支
援
体
制
が
必
要
。

・
重
症
児
者
は
体
調
の
急
変
に
よ
り
、
入
院
や
在
宅

療
養
の
た
め
、
通
所
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
多
々
あ
る

が
、
こ
の
た
め
、
安
定
的
な
事
業
運
営
に
支
障
を
き
た

し
、
そ
れ
が
通
所
事
業
所
の
拡
大
の
妨
げ
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
る

・
短
期
入
所
の
ベ
ッ
ド
が
不
足
。
数
か
月
前
か
ら
申
し

込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
ま
た
、
通
所
で
き
る
事
業
所
も
少
な
く
、
医
療
的
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
重
症
心
身
障
害
児
者
の
場
合
は
、
利

用
を
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
。

・
介
護
者
の
う
ち
母
親
が
９
６
％
を
占
め
て
い
る
。
母
親

に
対
す
る
支
援
が
必
要
。

　
　
　
訪
問
看
護
・
訪
問
介
護
・
短
期
入
所
の
充
実

・
現
員
払
い
→
定
員
払
い

・
短
期
入
所
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
所
は

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ベ
ッ
ド
数
が
増
加
し
な
い
。

一
般
の
医
療
機
関
で
も
短
期
入
所
が
で
き
る
仕
組
み

は
で
き
て
い
る
が
、
給
付
費
が
実
態
と
か
け
離
れ
て
い

る
た
め
、
実
施
カ
所
数
が
伸
び
な
い
。

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
。

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

移
動

・
交

通

※
建

物
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

等
、

設
備

面
の

整
備

は
除

く

・
障
害
者
用
駐
車
場
に
一
般
の
車
が
駐
車
し
て
利
用

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
乗
降
に
は
時
間
が
か
か
る
た

め
、
雨
の
日
な
ど
は
特
に
困
る
。

　
ま
た
、
屋
根
の
な
い
障
害
者
駐
車
場
も
多
い
が
、
上

記
の
理
由
に
よ
り
屋
根
の
あ
る
駐
車
場
が
望
ま
し
い
。

・
利
用
者
の
モ
ラ
ル
の
問
題
で
も
あ
り
、
設
置
趣
旨
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。
そ
の
た
め
、

・
各
種
業
界
に
対
す
る
働
き
か
け

・
個
々
の
施
設
に
よ
る
見
回
り
・
指
導
要
請
を
行
う

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

保
健

・
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

・
急
性
疾
患
等
で
入
院
が
必
要
な
場
合
に
対
応
で
き

る
病
院
が
少
な
い
。
（
重
症
児
者
に
対
応
で
き
る
医
者

な
ど
が
少
な
い
）

　
入
院
で
き
た
と
し
て
も
付
き
添
い
を
求
め
ら
れ
る
が
、

家
庭
と
付
き
添
い
の
両
立
は
負
担
が
大
き
い
。

・
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
重
症
児
に
対
応
で
き
る

訪
問
看
護
事
業
所
が
少
な
い
。

・
人
工
呼
吸
器
装
着
な
ど
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
重

症
児
の
場
合
、
通
学
送
迎
バ
ス
の
対
象
外
と
な
る
こ
と

が
多
く
、
保
護
者
に
よ
る
送
迎
と
授
業
中
の
待
機
が
必

要
と
さ
れ
、
負
担
が
大
き
い
。

・
行

政
機

関
等

に
働

き
か

け
を
行

う
。

・
行

政
機

関
等

に
働

き
か

け
を
行

う
。

・
教
育
委
員
会
、
特
別
支
援
学
校
等
に
働
き
か
け
る
。

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 暮 ら す 」 に つ い て

権
利

擁
護

・
成
年
後
見
制
度
に
お
け
る
身
上
監
護
に
関
し
て
、
手

術
等
の
場
合
に
医
療
行
為
に
対
す
る
同
意
権
が
な
い

な
ど
制
度
上
の
課
題
等
が
あ
る
。

・
普
及
促
進
の
た
め
に
策
定
さ
れ
る
基
本
計
画
で
の

対
応

を
要
請

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発
活
動
・
広
報

・
差
別
・
障
壁
の
な
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
を
目
指
し

て
い
る
が
、
や
ま
ゆ
り
園
事
件
を
は
じ
め
と
し
、
差
別
・

障
壁
は
多
く
存
在
す
る
。

・
重
症
児
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
運
動
と
し
て
、
重
症

児
者
の
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
。

・
地
道
な
啓
発
活
動
（
講
演
会
の
開
催
、
広
報
誌
・
マ

ス
コ
ミ
等
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
な
ど
）

・
具
体
的
な
障
壁
（
バ
リ
ア
ー
）
の
解
消
に
関
し
て
政
府

で
も
検
討
中

・
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
の
頃
か
ら
障
害
児
者
と

交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
の
理
解
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
小
学
校
の
教
育
課
程
で
、
障
害
者
と
交
流

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
る
。

・
当
科
で
は
、
地
域
の
保
育
所
の
園
児
、
小
学
校
の

児
童
と
の
交
流
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

遠
隔
地
か
ら
東
京
に
修
学
旅
行
に
来
る
高
校
生
が
施

設
を
訪
問
し
、
障
害
児
者
と
の
交
流
を
実
施
し
、
障
害

の
理
解
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

「
働

く
」
に
つ
い
て

- 7
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-



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
重
症
心
身
障
害
児
者
の
家
庭
で
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て

の
外
出
や
旅
行
は
で
き
な
い
。
移
動
手
段
、
入
浴
設

備
、
食
事
な
ど
が
整
っ
た
宿
泊
施
設
が
少
な
い
。

・
重
度
障
害
児
者
を
受
け
入
れ
る
宿
泊
施
設
が
増
加

す
る
こ
と
。

・
流
動
食
を
調
理
し
て
提
供
し
て
く
れ
る
宿
泊
施
設
が

最
近
増
加
し
て
い
る
。
宿
泊
施
設
側
の
受
け
入
れ
体

制
の
充
実
に
よ
り
、
重
症
心
身
障
害
児
者
と
そ
の
家

族
の
外
出
の
機
会
が
増
大
す
る
。

・
近
年
、
外
出
先
で
の
子
ど
も
用
の
お
む
つ
交
換
ス

ペ
ー
ス
の
整
備
は
進
ん
で
い
る
が
、
お
む
つ
交
換
が

必
要
な
重
症
者
向
設
備
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
介
助
者

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
併
せ
て
整
備
の
推
進
が
必
要
。

・
Ｎ
ＩＣ

Ｕ
か
ら
退
院
し
た
濃
厚
な
医
療
的
ケ
を
必
要
と

し
て
い
る
重
症
児
が
、
家
族
の
全
面
的
な
介
助
に
よ
っ

て
自
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
事
例
が
近
年
増
加
傾
向
に

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
家
庭
で
は
、
母
親
が
そ
の
大
部
分

を
担
っ
て
お
り
、
充
分
な
睡
眠
時
間
を
確
保
で
き
ず
、

疲
労
困
憊
の
状
況
に
あ
る
。

・
子
ど
も
用
に
限
定
し
た
設
備
で
は
な
く
、
大
人
も
利
用

で
き
る
設
備
を
設
置
。

・
夜
間
で
も
往
診
し
て
く
れ
る
医
療
機
関
、
訪
問
看
護

事
業
所
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
。

・
東
京
都
区
内
で
は
、
2
4
時
間
、
在
宅
の
重
症
児
者
を

対
象
に
往
診
を
し
て
く
れ
る
診
療
所
が
存
在
す
る
。
一

般
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
日
頃
か
ら
重
症
児
者
の
診
療

を
し
て
お
ら
ず
、
対
応
で
き
る
医
療
機
関
が
限
ら
れ
て

い
る
。

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て

防
災
活
動

・
熊
本
地
震
の
場
合
、
会
と
し
て
の
対
応
支
援
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
な
か
っ
た
の
で
、
役
員
等
の
個
人
の
努
力
に

よ
り
様
々
な
対
応
を
行
っ
た
が
、
必
要
な
支
援
に
十
分

応
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

・
例
え
ば
県
支
部
を
い
く
つ
か
の
地
域
に
分
け
て
、
災

害
が
起
き
た
場
合
の
支
援
方

法
な
ど
を
事
前
に
決
め

て
お
く
。

・
人
工
呼
吸
器
の
電
源
は
事
前
に
消
防
署
に
登
録
し

て
お
く
と
発
電
機
の
貸
与
が
可
能
と
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
電
源
を
確
保
し
た
人
が
い
た
。

「
家
族
へ
の
支
え
」
に
つ
い
て

- 7
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

災
害
発
生
時

・
重
症
児
者
の
移
動
は
保
護
者
に
よ
る
車
い
す
又
は

ベ
ッ
ド
と
な
る
た
め
、
災
害
等
の
緊
急
時
の
避
難
は
困

難
を
伴
う
が
、
十
分
な
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い

・
福
祉
避
難
所
は
指
定
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
熊
本

地
震
で
は
公
表
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
使
用
で
き
な
か
っ

た
。

・
重
症
児
者
が
避
難
中
に
必
要
と
す
る
も
の
は
、
一
般

で
は
す
ぐ
に
入
手
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
必
要

品
の
リ
ス
ト
化
、
備
蓄
も
必
要
（
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ

等
は
す
ぐ
に
品
薄
・
品
切
れ
と
な
る
。
）

　
ま
た
、
普
段
か
ら
地
域
自
治
会
等
と
の
連
絡
を
密
に

し
て
お
く
。
（
障
害
の
状
況
等
を
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う
）

・
福
祉
避
難
所
が
実
際
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
関
係
機

関
と
話
し
合
い
、
取
り
決
め
を
交
わ
し
て
お
く
。
（
場

所
、
日
常
生
活
必
需
品
な
ど
）

・
被
災
し
た
重
症
心
身
障
害
児
者
が
必
要
と
す
る
救

援
物
資
は
特
殊
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
日
本
大

震
災

の
経

験
を
基

に
、
当

会
で
は
独

自
に
、
全

国
を
8

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
被
災
し
て
い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
が
被

災
地
域
に
対
し
て
救
援
物
資
を
届
け
る
体
制
を
構
築

し
た
。

・
ま
た
、
発
達
障
害
児
者
の
関
係
団
体
が
連
絡
会
議

を
設
立
し
、
障
害
児
者
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
体

制
を
確
立
し
た
。

・
熊
本
地
震
の
際
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
の
医
師
・

看
護
師
が
在
宅
の
重
症
心
身
障
害
児
者
の
家
庭
や

避
難
場
所
を
訪
ね
歩
き
。
救
援
物
資
の
支
援
や
体
調

の
管
理
を
支
援
。

・
災
害
救
助
法
の
改
正
に
よ
り
、
退
避
困
難
者
は
事

前
に
最
寄
り
の
消
防
署
に
氏
名
を
登
録
し
て
お
く
と
、

優
先
的
に
避
難
支
援
を
し
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
よ
う
会
員
に

周
知

を
図

っ
た
。

復
旧
・
復
興
時

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て

- 7
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-



         全
国
障
害
者
と
と
も
に
歩
む
兄
弟
姉
妹
の
会

- 7
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-



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

＊
番
号
は
課
題
の
番
号
に
対
応

取
り
組
み
事
例

住
ま
い
の
場

①
高
齢
に
な
っ
た
親
と
同
居
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
き
ょ
う
だ
い
と
し
て
は
、
親
亡
き
後
の
住
ま
い
が
心

配
だ
が
、
親
が
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
依
存
し
て
自

立
を
阻
害
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

②
入
所
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
足
り
な
い
。

　
予
算
の
不
足
と
と
も
に
、
近
隣
住
民
の
反
対
が
あ
る

場
合
も
あ
る
。
職
員
が
不
足
し
て
い
る
場
合
も
多
い
。

③
大
半
の
障
害
者
は
、
自
分
で
一
緒
に
住
む
人
や
住

む
と
こ
ろ
を
選
べ
な
い
。
障
害
者
の
権
利
宣
言
に
も
反

す
る
。

☆
親
亡
き
後
の
大
き
な
心
配
事
の
一
つ
で
あ
る
。

①
高
齢
に
な
っ
た
親
で
も
、
今
か
ら
で
も
様
々
な
支
援

を
受
け
て
、
交
友
を
広
げ
た
り
自
分
の
趣
味
な
ど
を
持

て
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
親
自
身
の
意
識

の
変
化
も
必
要
で
あ
る
が
、
社
協
や
町
会
、
民
生
委

員
な
ど
が
訪
問
し
た
り
趣
味
の
ー
ク
ル
な
ど
に
誘
う
と

よ
い
。

②
福
祉
事
業
者
が
、
社
協
や
町
会
、
民
生
委
員
な
ど

と
連
携
し
て
地
域
住
民
と
障
が
い
の
あ
る
人
が
日
常

的
に
触
れ
合
う
機
会
を
作
り
、
地
域
住
民
の
理
解
を

促
進
す
る
。

②
町
内
会
な
ど
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
使
え
そ
う
な

空
き
家
情
報
を
社
協
経
由
で
福
祉
側
に
伝
え
持
ち
主

と
の
橋
渡
し
を
す
る
。

②
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
職
員
を
紹
介
し
て
く
れ
る
と
良

い
。
（
食
事
作
り
や
宿
泊
の
み
で
も
よ
い
。
）

③
障
が
い
の
あ
る
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に
あ
る
家

が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し
て
提
供
さ
れ
れ
ば
、
古
く

か
ら
の
知
人
も
多
く
本
人
は
と
て
も
安
心
で
き
る
。
近
く

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
サ
テ
ラ
イ
ト
に
す
る
の
で
も
よ

い
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用

（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
サ
ー
ビ
ス
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
支
援
等
）

①
相
談
支
援
専
門
員
の
意
識
や
力
量
の
差
も
大
き

く
、
支
援
の
中
心
的
立
場
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
信

頼
関
係
が
作
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。

②
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
、
2
4
時
間
の
見
守
り

や
支
援
は
で
き
な
い
。

③
6
5
才
に
な
り
、
障
害
福
祉
か
ら
介
護
保
険
に
な
る
と

支
援
体
制
が
変
わ
り
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
制

限
が
増
え
る
。

①
地
域
の
社
協
や
町
内
会
、
民
生
委
員
な
ど
が
自
立

支
援
協
議
会
に
本
人
や
家
族
と
と
も
に
も
参
加
し
て
、

そ
の
生
の
ニ
ー
ズ
を
事
業
者
に
伝
え
る
よ
う
に
す
る
。

　
＊
実
施
し
て
い
る
協
議
会
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

②
③
地
域
の
社
協
や
町
内
会
、
民
生
委
員
が
そ
の
地

域
の
障
が
い
の
あ
る
人
と
日
常
的
な
交
流
を
し
て
、
そ

の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、
地
域
住
民
と
協
力
し
て
自
然
な

見
守
り
や
ち
ょ
っ
と
し
た
支
援
を
す
る
。

☆
主
に
、
当
会
の
会
員
の
き
ょ
う
だ
い
で
あ
る
、
知
的
障
害
や
発
達
障
害
の
あ
る
人
に
関
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。

「 暮 ら す 」 に つ い て

- 7
7 

-



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

＊
番
号
は
課
題
の
番
号
に
対
応

取
り
組
み
事
例

移
動
・
交
通

※
建

物
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

等
、

設
備

面
の

整
備

は
除

く

①
公
共
交
通
機
関
な
ど
で
、
奇
声
を
上
げ
た
り
、
じ
っ

と
他
人
を
見
つ
め
る
な
ど
し
て
、
奇
異
な
目
で
見
ら
れ

る
と
、
外
出
を
控
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

②
一
人
で
公
共
交
通
機
関
を
使
う
こ
と
が
難
し
い
人

が
多
い
。

①
市
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
地
域
の
社
協
が
中

心
と
な
り
、
町
内
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
地
域
住
民
に

機
会
あ
る
ご
と
に
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
る
啓
発
活

動
を
す
る
。
＊
研
修
会
な
ど
で
は
関
心
を
寄
せ
る
住

民
は
少
な
い
。

②
支
援
者
等
が
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
（
注
1
）
を
作
り
、
そ
れ

を
見
た
市
民
や
駅
員
や
バ
ス
の
運
転
手
等
が
、
目
的

地
ま
で
の
行
き
方
を
そ
の
人
に
助
言
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

（
注
1
）
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
：
緊
急
連
絡
先
な
ど
と
と
も
に
、

そ
の
人
の
障
が
い
の
特
性
、
服
薬
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
、
非
常
時
の
対
応
の
仕
方
な
ど
を
記

載

情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

☆
「
意
思
決
定
支
援
」
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
そ
の
基
と
な
る
の
は
、
情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
こ
と
で

本
人
が
不
安
に
な
り
、
2
次
障
害
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

る
。

①
人
に
よ
っ
て
そ
の
程
度
が
異
な
る
が
、
言
葉
や
文

章
な
ど
が
難
し
く
て
理
解
し
に
く
い
こ
と
が
多
い
。
漢
字

に
ル
ビ
を
ふ
っ
た
り
簡
単
な
表
現
で
工
夫
し
て
も
、
理

解
で
き
な
い
人
が
い
る
。

②
本
人
が
、
言
い
た
い
こ
と
を
的
確
に
表
現
で
き
な
い

場
合
が
多
い
。

③
慣
れ
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
り
に
く

い
人
が
多
い
。

①
②
社
協
な
ど
が
障
害
者
事
業
所
と
連
携
し
て
右
記

の
よ
う
な
コ
ン
タ
ク
ト
パ
ー
ソ
ン
を
養
成
す
る
。

①
②
町
内
会
の
集
ま
り
な
ど
が
あ
る
時
は
、
コ
ン
タ
ク

ト
パ
ー
ソ
ン
を
つ
け
る
よ
う
に
、
社
協
な
ど
が
協
力
す

る
。
コ
ン
タ
ク
ト
パ
ー
ソ
ン
が
そ
の
地
域
の
人
で
あ
れ

ば
ベ
ス
ト
。

②
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
助
け
る
そ

の
人
用
の
道
具
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
等
）
を
、

福
祉
事
業
者
が
用
意
し
、
社
協
が
中
心
と
な
り
町
内

会
の
身
近
な
人
や
民
生
委
員
が
事
前
に
講
習
す
る
機

会
を
作
る
。

「 暮 ら す 」 に つ い て

- 7
8 

-



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

＊
番
号
は
課
題
の
番
号
に
対
応

取
り
組
み
事
例

●
小
児
療
育
相
談
セ
ン
タ
ー

＊
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
・
加
筆

　
昭
和
4
3
年
、
障
害
児
（
サ
リ
ド
マ
イ
ド
等
）
の
親
の
団

体
か
ら
の
寄
付
金
を
基
本
財
産
と
し
て
設
立
し
、
通
常

の
医
療
機
関
で
は
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
障
害
児
に

対
応
。

・
診
療
相
談
部
：
主
に
、
思
春
期
・
青
年
期
ま
で
の
発

達
に
関
す
る
診
療
相
談
と
家
族
関
係
・
学
校
生
活
・
仕

事
・
地
域
で
の
暮
ら
し
等
に
視
点
を
あ
て
た
支
援
。
早

期
発
見

・
小
児
眼
科
部
：
障
害
児
の
弱
視
、
斜
視
を
中
心
と
し

た
精
密
検
査
、
診
療
。

・
検
診
事
業
部
：
視
覚
・
聴
覚
に
関
し
て
、
早
期
発
見

の
た
め
に
一
次
・
二
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
経
て
、
精

密
検
査
・
治
療
指
導
へ
と
つ
な
ぐ
。

●
重
症
児
・
者
福
祉
医
療
施
設
ソ
レ
イ
ユ
川
崎

＊
日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
機
関
誌
「
さ
ぽ
ー
と

2
0
1
4
年
9
月
号
（
江
川
施
設
長
執
筆
）
」
よ
り
抜
粋
・
加

筆 　
ソ
レ
イ
ユ
川
崎
は
重
症
心
身
障
害
者
の
入
所
施
設

で
あ
る
が
、
在
宅
の
障
害
児
者
の
診
療
室
も
あ
る
。
知

的
障
害
の
あ
る
人
の
中
に
は
、
採
血
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

心
電
図
と
い
っ
た
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
い
人
は

い
る
。
し
か
し
、
施
設
の
中
で
気
兼
ね
な
く
何
度
か
健

康
診
断
を
受
け
る
う
ち
に
検
査
が
ス
ム
ー
ス
に
行
え
る

よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

「 暮 ら す 」 に つ い て

保
健
・
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
利
用

①
症
状
を
知
覚
し
表
現
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
に
、

家
族
や
支
援
者
が
気
が
付
い
た
時
に
は
手
遅
れ
と
な

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
医
師
の
問
診
に
的
確
に
答
え
ら

れ
な
い
こ
と
も
多
い
。

②
一
人
で
入
院
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
多
い
。
付

き
添
い
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
現
実
に
は

費
用
や
人
材
難
な
ど
で
、
そ
れ
も
難
し
い
こ
と
が
多

い
。
　
＊
治
療
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
精
神
科
の
病
院
に

入
院
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

☆
健
康
は
、
親
亡
き
後
の
大
き
な
心
配
事
の
一
つ
で

あ
る
。

①
社
協
な
ど
が
地
域
の
診
療
所
の
医
師
な
ど
に
対
し

て
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
診
療
に
つ
い
て
研
修
を
し
、

気
軽
に
受
信
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

①
社
協
な
ど
が
、
親
し
い
近
隣
住
民
な
ど
が
本
人
の

様
子
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
家
族
に
助
言
す
る
、
な

ど
の
支
援
の
仕
方
を
近
隣
住
民
に
伝
え
る
。

②
疾
患
に
も
よ
る
が
、
治
療
以
外
の
時
間
に
病
室
で

な
く
、
グ
ル
ー
プ
活
動
室
の
よ
う
な
本
人
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
場
所
が
あ
る
と
よ
い
。
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

＊
番
号
は
課
題
の
番
号
に
対
応

取
り
組
み
事
例

「 暮 ら す 」 に つ い て

権
利
擁
護

①
虐
待
が
後
を
絶
た
な
い
。

　
・
相
模
原
の
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
は
そ
の
最
た

る
も
の
で
あ
る
。

②
本
人
の
意
思
よ
り
も
、
家
族
や
支
援
者
の
考
え
を

優
先
し
て
本
人
に
押
し
付
け
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
本
人
の
自
立
も
阻
害
さ
れ
る
。

③
選
挙
で
適
切
な
支
援
が
な
い
た
め
に
、
行
か
な
い

人
が
多
い
。

☆
身
の
回
り
の
世
話
や
相
談
相
手
、
金
銭
管
理
等

は
、
親
亡
き
後
の
大
き
な
心
配
事
の
一
つ
で
あ
る
。

①
近
隣
住
民
が
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
虐
待
を
受
け

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
よ
う
な
こ
と
に
が
あ

れ
ば
、
町
内
会
や
社
協
に
連
絡
す
る
よ
う
に
、
住
民
に

周
知
す
る
。

②
本
人
が
家
族
に
は
言
い
に
く
い
こ
と
を
言
え
る
よ
う

に
、
地
域
住
民
や
民
生
委
員
な
ど
が
本
人
と
親
し
く
な

る
と
よ
い
。

②
「
意
思
決
定
支
援
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
社
協
も

福
祉
事
業
者
、
家
族
と
と
も
に
研
究
し
、
そ
の
成
果
を

地
域
の
社
協
や
民
生
委
員
、
町
内
会
、
地
域
住
民
に

周
知
す
る
。

③
選
挙
で
投
票
の
仕
方
に
つ
い
て
助
言
し
た
り
代
行

を
す
る
立
会
人
が
、
適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
学
ぶ

機
会
を
作
る
。

●
コ
ン
タ
ク
ト
パ
ー
ソ
ン

＊
月
刊
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
　
障
害
者
の
福
祉
」

2
0
0
2
年
1
1
月
号
よ
り
抜
粋
・
加
筆

　
コ
ン
タ
ク
ト
パ
ー
ソ
ン
と
は
、
「
日
常
継
続
的
な
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
に
よ
る
『
友
人
兼
助
言
者
』
」
の
こ
と
で
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
コ
ン
タ
ク
ト
・
パ
ー
ソ
ン
制
度

を
参
考
に
、
宇
治
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
宇
治
市
精
神
保
健
を
す
す
め
る
会
　
か
わ
せ
み
」
が

そ
の
派
遣
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
コ
ン
タ
ク
ト
パ
ー
ソ
ン
は
当
事
者
が
選
び
、
当
事
者

が
何
を
思
い
、
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
何
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
な
が
ら
、
友
人
と

し
て
、
あ
る
い
は
助
言
者
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
く
。
活

動
を
積
み
重
ね
た
コ
ン
タ
ク
ト
・
パ
ー
ソ
ン
の
口
か
ら

「
メ
ー
ル
交
換
や
喫
茶
店
で
の
会
話
を
通
し
て
、
こ
の

ご
ろ
よ
う
や
く
友
人
兼
助
言
者
に
な
っ
て
き
た
よ
う
な

実
感
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
で
て
き
た
の
も
、
互
い
を

対
等
に
理
解
し
あ
え
る
瞬
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
実
感
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
当
事
者
か

ら
は
「コ

ン
タ
ク
ト
・パ

ー
ソ
ン
さ
ん
と
会
っ
て
い
る
と
き

は
、
と
て
も
楽
し
い
」
と
い
う
言
葉
も
多
く
聞
く
。

①
福
祉
就
労
等
で
得
ら
れ
る
「
工
賃
」
で
は
、
障
害
年

金
と
併
せ
て
も
生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
親
な

ど
か
ら
の
補
助
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。

②
一
般
就
労
の
機
会
が
少
な
い
。

①
商
工
会
議
所
や
商
店
街
な
ど
が
、
作
業
所
な
ど
に

工
賃
の
高
い
良
い
作
業
を
提
供
・
紹
介
し
て
く
れ
る
と

良
い
。

①
商
店
街
な
ど
が
、
作
業
所
な
ど
の
製
品
を
販
売
、

宣
伝
し
て
く
れ
る
場
所
や
機
会
が
あ
る
と
良
い
。

＊
閉
店
し
た
店
が
多
い
商
店
街
な
ど
で
は
、
商
店
街

の
活
性
化
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

②
商
店
等
が
障
が
い
の
あ
る
人
を
雇
用
す
る
よ
う
に
、

社
協
や
商
工
会
議
所
な
ど
が
協
力
す
る
。

○
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
考
え
方
を
普
及
さ
せ
る
。

（
右
欄
の
注
1
）

○
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現
（
右
欄
の
注
2
）

（
注
1
）
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
：
企
業
な
ど
で
、
違
い
を
活

か
す
、
と
い
う
思
想
）

（
注
2
）
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
：
「
働
き
が
い
の
あ
る
人

間
ら
し
い
仕
事
」
　
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
安
定
し

た
生
活
を
保
障
す
る
労
働
条
件
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も

確
認
さ
れ
た
。
　
1
9
9
9
年
の
IL
O
総
会
で
採
択
。

「
働
く
」
に
つ
い
て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

＊
番
号
は
課
題
の
番
号
に
対
応

取
り
組
み
事
例

●
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
連
鎖

＊
兵
庫
県
西
宮
社
会
福
祉
協
議
会
青
葉
園
　
清
水
明

彦
氏
　
講
演
資
料
よ
り
抜
粋
・
加
筆

　
本
人
中
心
で
支
援
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（
生
き
る
力
を
つ
け
る
）
の

連
鎖
が
起
こ
り
、
地
域
社
会
再
生
へ
の
希
望
が
実
現

す
る
。

本
人
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

→
支
援
者
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

→
ま
わ
り
の
人
た
ち
（
親
・
家
族
・
地
域
の
人
）
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト

　
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
障
が
い
の

あ
る
人
が
地
域
の
色
々
な
人
に
支
え
ら
れ
誇
り
を
も
っ

て
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
力
を
高
め
て
い
く
生
き
方
を

し
て
い
る
と
、
そ
こ
に
か
か
わ
っ
て
い
る
福
祉
の
専
門

職
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
も
見
守
り

等
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
そ
の
方
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
な

形
で
力
を
高
め
て
い
く
。
ま
た
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
い

る
地
域
は
、
地
域
そ
の
も
の
が
力
を
つ
け
て
い
き
、
地

域
が
誰
を
も
包
み
込
め
る
よ
う
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
を
実
現
し
て
い
く
。

　
つ
ま
り
、
支
援
が
必
要
な
人
を
支
え
る
こ
と
を
地
域

の
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
や
っ
て
い
く
と
、
地
域
そ
の
も

の
が
力
を
つ
け
る
と
言
え
る
。
障
害
が
あ
る
人
だ
け
で

は
な
く
、
お
年
寄
り
や
虐
待
さ
れ
た
子
供
や
Ｄ
Ｖ
の
女

性
も
含
め
て
、
そ
う
い
う
方
た
ち
の
生
き
や
す
い
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
が
、
ひ
き
こ
も
り

や
社
会
的
な
孤
立
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が

り
、
地
域
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
を
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
連
鎖
と
言
っ
て
い
る
。

○
障
害
が
あ
っ
て
も
人
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
こ
と

を
、
だ
れ
も
が
実
感
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
。

＊
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
認
め
合
え
る
社
会
づ
く
り
。

○
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
仕
組

み
作
り
も
大
切
で
あ
る
。

①
②
地
域
包
括
ケ
ア
を
、
社
協
（
民
生
委
員
や
町
内

会
等
も
）
参
加
し
て
し
て
推
進
す
る
。

①
②
こ
れ
は
、
福
祉
政
策
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
。

地
域
で
、
働
き
盛
り
の
住
民
が
参
加
し
や
す
い
よ
う

な
、
町
内
会
活
動
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

①
②
社
協
や
商
店
街
な
ど
が
市
民
と
障
害
の
あ
る
人

が
日
常
的
に
か
つ
自
然
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を
提
供
す

る
。

（
取
り
組
み
事
例
）

○
商
店
街
や
町
内
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
福
祉
事
業
所
な

ど
が
出
展
す
る
。

①
障
害
へ
の
理
解
が
不
足
し
て
い
た
り
、
一
般
と
違
う

特
性
を
持
っ
て
い
た
り
す
る
場
合
に
、
い
じ
め
な
ど
の

対
象
に
な
り
や
す
い
。
き
ょ
う
だ
い
ま
で
が
い
じ
め
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

②
障
害
の
あ
る
人
の
地
域
で
の
行
動
が
地
域
住
民
な

ど
に
迷
惑
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

③
障
害
へ
の
理
解
不
足
や
偏
見
の
た
め
に
、
本
人
だ

け
で
な
く
、
そ
の
き
ょ
う
だ
い
の
結
婚
が
難
し
く
な
る
こ

と
が
少
な
く
な
い
。
障
害
の
あ
る
き
ょ
う
だ
い
の
扶
養

の
負
担
へ
の
心
配
と
と
も
に
、
障
害
が
子
ど
も
に
遺
伝

す
る
こ
と
へ
の
不
安
も
そ
の
理
由
で
あ
る
。

啓
発
活
動
・
広
報

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

＊
番
号
は
課
題
の
番
号
に
対
応

取
り
組
み
事
例

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発
活
動
・
広
報

●
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

＊
富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
総
合
福
祉
推
進

事
業

（
ふ

れ
あ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
ネ
ッ
ト
2
1
）
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
・
加
筆

　
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
5
年
3
人
の
看
護

師
が
県
内
初
の
民
間
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
こ
の

ゆ
び
と
ー
ま
れ
」を

創
業
し
た
こ
と
に
よ
り
誕
生
し
、
富

山
か
ら
全
国
に
発
信
し
た
、
新
し
い
形
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
。

　
年
齢
や
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
高
齢
者
も

子
ど
も
も
障
害
者
も
い
っ
し
ょ
に
誰
も
が
一
緒
に
身
近

な
地
域
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
場
所
、
そ
れ

が
「
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
る
。
小
規
模
ゆ
え

に
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
、
利
用
者
が
自
然
に
過
ご

せ
る
こ
と
や
、
個
々
の
状
態
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か

い
介
護
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
利
用
者
を
限
定
し
な
い

た
め
、
お
年
寄
り
が
小
さ
な
子
ど
も
を
見
守
っ
た
り
、
障

害
の
あ
る
方
が
ス
タ
ッ
フ
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が

あ
る
な
ど
、
当
た
り
前
の
生
活
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

＊
番
号
は
課
題
の
番
号
に
対
応

取
り
組
み
事
例

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発
活
動
・
広
報

●
S
h
ar
e
金
沢
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
社
会
」

＊
日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
機
関
誌
「
さ
ぽ
ー
と

2
0
1
5
年
6
月
号
（
社
会
福
祉
法
人
佛
子
園
　
奥
村
常
務

理
事
兼
施
設
長
執
筆
）
よ
り
抜
粋
・
加
筆

　
S
h
ar
e
金
沢
は
、
約
3
3
,0
0
0
㎡
の
「
街
」
で
あ
る
。

S
h
ar
e
金
沢
が
目
指
す
の
は
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
の
社
会

（
多
世
代
創
生
社
会
）
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
障
害
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
、
学
生
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

住
宅
に
入
居
す
る
高
齢
者
が
暮
ら
し
て
い
る
。
加
え

て
、
シ
ェ
ア
の
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、

こ
の
地
域
の
人
た
ち
の
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
す

様
々
な
店
舗
や
施
設
が
参
加
し
て
い
る
の
も
こ
の
町

の
特
徴
で
あ
る
。
料
理
教
室
、
産
前
産
後
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ボ
デ
ィ
ケ
ア
、
ウ

ク
レ
レ
教
室
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
取
次
店
な
ど
が
こ
れ
に

あ
た
る
。
さ
ら
に
、
N
P
O
法
人
ガ
イ
ア
自
然
学
校
、
一

般
社
団
法
人
地
域
ス
ポ
ー
ツ
シ
ス
テ
ム
研
究
所
が
参

加
し
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
の
活
動
を
支
え
、
ア
ル

パ
カ
牧
場
や
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
フ
ッ
ト
サ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
、

温
泉
が
地
域
の
人
た
ち
を
呼
び
込
ん
で
い
る
。

「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

①
障
害
者
だ
け
が
集
ま
っ
て
楽
し
む
こ
と
も
必
要
で
あ

る
が
、
一
般
の
人
の
余
暇
活
動
に
参
加
し
て
楽
し
む
と

い
う
実
践
が
少
な
い
。

②
現
在
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
か
ヘ
ル
パ
ー
と
2
人

の
活
動
が
多
く
、
「
友
だ
ち
」
と
の
活
動
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
家
族
や
支
援
者
は
、
「
友
だ
ち
」
を
求
め
る
気
持
ち

が
な
い
と
思
い
込
み
、
そ
の
重
要
性
へ
の
認
識
が
不

足
し
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

③
い
わ
ゆ
る
、
「
本
人
活
動
」
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ

の
実
践
は
地
域
差
が
大
き
い
。
支
援
体
制
の
差
が
原

因
の
一
つ
で
あ
る
。

①
社
協
や
福
祉
事
業
所
が
連
携
し
て
、
町
会
や
商
店

街
な
ど
の
行
事
に
、
そ
の
地
域
の
福
祉
事
業
所
の
利

用
者
や
地
域
に
住
ん
で
い
る
障
が
い
の
あ
る
人
が
参

加
す
る
機
会
を
作
る
。
上
記
の
啓
発
活
動
に
も
な
る
。

②
そ
の
中
で
、
仲
の
良
さ
そ
う
な
人
同
士
が
一
緒
に

楽
し
め
る
機
会
を
作
る
。

③
商
店
街
や
町
会
内
の
会
館
な
ど
を
、
本
人
活
動
の

会
場
と
し
て
提
供
す
る
。

③
川
崎
市
内
の
商
店
街
が
川
崎
の
本
人
活
動
に
会

場
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

＊
番
号
は
課
題
の
番
号
に
対
応

取
り
組
み
事
例

①
き
ょ
う
だ
い
へ
の
支
援
の
必
要
性
は
、
親
や
福
祉

関
係
者
で
さ
え
や
っ
と
認
識
さ
れ
始
め
た
段
階
で
、
ほ

と
ん
ど
な
い
に
等
し
い
。

②
き
ょ
う
だ
い
の
会
や
各
地
の
集
ま
り
に
参
加
し
な
い

き
ょ
う
だ
い
が
多
い
。
課
題
が
少
な
く
必
要
で
な
い
人

は
そ
れ
で
も
良
い
が
、
課
題
が
あ
る
の
に
引
き
こ
も
っ

て
い
た
り
消
極
的
に
な
っ
て
参
加
し
な
い
人
が
多
い
と

思
わ
れ
る
。

③
子
ど
も
の
き
ょ
う
だ
い
の
集
ま
り
は
そ
の
成
長
過
程

へ
の
支
援
と
し
て
大
変
重
要
で
あ
り
、
子
ど
も
が
集
ま

る
た
め
に
あ
ま
り
広
く
な
い
範
囲
で
の
活
動
が
必
要
で

あ
る
が
、
全
国
的
に
は
ご
く
少
数
で
あ
る
。

④
親
の
当
事
者
と
し
て
の
活
動
は
地
域
差
が
大
き
く
、

そ
れ
が
地
域
で
の
障
害
者
施
策
の
格
差
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
＊
親
や
き
ょ
う
だ
い
の
社
会
的
な

活
動
へ
の
意
識
が
希
薄
に
な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

①
②
民
生
委
員
や
近
所
の
住
民
が
身
近
な
付
き
合

い
の
中
で
、
家
族
を
精
神
的
に
支
え
た
り
、
子
ど
も

（
き
ょ
う
だ
い
）
の
気
持
ち
を
察
し
て
親
に
助
言
す
る
等

の
こ
と
が
出
来
る
と
良
い
。

②
③
社
協
な
ど
が
き
ょ
う
だ
い
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
支

援
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
各
地
の
社
協
な
ど
の
集
会

室
の
利
用
や
団
体
の
事
務
所
を
置
く
場
所
を
提
供
す

る
な
ど
し
て
そ
の
育
成
を
図
っ
て
欲
し
い
。
事
業
へ
の

財
政
的
支
援
も
欲
し
い
。

②
④
社
協
や
町
内
会
の
活
動
に
障
が
い
の
あ
る
人

の
と
と
も
に
家
族
（
親
や
き
ょ
う
だ
い
）
を
誘
う
。
そ
の
活

動
を
通
し
て
、
市
民
の
障
害
や
そ
の
家
族
へ
の
理
解

が
進
む
と
と
も
に
、
家
族
も
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
家
族
も
暮
ら
し
や
す
く
な
る
。

そ
の
こ
と
を
通
し
て
、
家
族
が
社
会
的
な
活
動
に
積
極

的
に
な
る
こ
と
も
期
待
し
た
い
。

②
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
が
で
き

る
前
に
、
そ
の
場
所
で
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

事
務
所
を
置
く
場
所
が
提
供
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
に
、

事
務
所
を
置
く
場
所
を
提
供
し
て
欲
し
い
。

●
全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会
に
よ
る

「
き
ょ
う
だ
い
支
援
事
業
」
：
「
別
紙
」
（
8
6
頁
）
参
照

「
家
族
へ
の
支
え
」
に
つ
い
て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

＊
番
号
は
課
題
の
番
号
に
対
応

取
り
組
み
事
例

防
災
活
動

①
地
域
で
の
防
災
活
動
に
、
障
害
者
が
参
加
し
て
い

る
例
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

②
障
害
者
が
一
人
の
と
き
（
通
所
途
中
な
ど
）
に
発
生

し
た
場
合
な
ど
の
準
備
や
訓
練
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。

①
-
1
地
域
の
防
災
訓
練
で
、
障
害
者
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
訓
練
を
す
る
。
＊
災
害
発
生
時
の
欄
参
照

①
障
害
者
支
援
事
業
所
な
ど
の
2
次
避
難
所
が
、
そ

の
事
業
所
の
利
用
者
で
な
く
て
も
す
べ
て
の
障
害
者

を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
緊
急
時

に
は
例
え
ば
町
内
会
で
地
域
の
障
害
者
の
個
人
情

報
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
（
本

人
が
自
宅
に
持
っ
て
い
て
も
提
示
で
き
な
い
場
合
が

あ
る
）
　
そ
の
利
用
者
の
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
応

援
に
入
る
訓
練
も
す
る
。

②
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
常
時
携
帯
し
、
困
っ
た
時
は
、
そ

れ
を
人
に
見
せ
る
練
習
を
し
て
お
く
。

●
非
常
時
の
た
め
の
個
人
カ
ー
ド
の
例

　
常
に
こ
の
カ
ー
ド
を
持
ち
歩
き
、
困
っ
た
ら
公
共
機
関

の
人
や
お
店
の
人
な
ど
に
見
せ
る
練
習
を
し
て
お
く
。

災
害
発
生
時

①
一
般
の
避
難
所
で
は
本
人
も
落
ち
着
か
ず
、
周
り

の
人
に
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
を
気
遣
っ
て
、
自
宅
や

車
の
中
で
避
難
生
活
を
送
っ
た
人
も
少
な
く
な
い
。

②
障
害
者
が
一
人
の
時
（
通
所
途
中
な
ど
）
に
発
生
し

た
場
合
な
ど
は
、
ず
っ
と
そ
の
場
を
動
け
な
い
で
、
家

族
な
ど
が
探
し
回
っ
た
り
す
る
。

①
一
般
の
避
難
所
の
中
に
、
本
人
が
落
ち
着
け
る
別

室
を
用
意
し
た
り
、
支
援
者
を
配
置
す
る
。
別
室
が
な

け
れ
ば
、
間
仕
切
り
を
用
意
す
る
な
ど
の
工
夫
を
す

る
。
　
＊
避
難
所
の
担
当
者
な
ど
に
周
知
す
る
。

②
困
っ
た
時
は
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
近
く
に
い
る
人
に
人

に
見
せ
る
。

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
経
験
か
ら
、
熊
本
の
震
災
な

ど
で
は
一
部
の
避
難
所
で
実
施
さ
れ
た
。

復
旧
・
復
興
時

①
福
祉
事
業
所
が
被
災
し
た
り
職
員
が
被
災
し
て
そ

の
事
業
が
で
き
な
く
な
る
等
、
本
人
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
場
所
が
な
く
な
る
と
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
も
困

る
。

②
自
宅
で
も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
で
も
、
生
活
の
場

が
被
災
す
る
と
避
難
所
生
活
と
な
る
が
、
災
害
発
生

時
の
欄
の
①
の
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

①
②
本
人
が
住
む
近
隣
の
福
祉
事
業
所
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
一
時
的
に
受
け
入
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、

家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
応
援
に
入
る
。

①
②
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
の
震
災
で
は
、
他
の
地

域
の
事
業
所
か
ら
応
援
の
職
員
が
入
っ
た
。

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て
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別紙 

「きょうだい支援事業」 

社会福祉法人全国重症心身障害児（者）を守る会作成資料 
 
 
１ きょうだい支援事業の経緯 

平成 18 年度から平成 22 年度まで、独立行政法人福祉医療機構（子育て基金）の助成を

受け、平成 18 年度は重症心身障害児（者）のきょうだいの作文発表やシンポジュウムを企

画し、それを通してそれぞれの意見や悩みを知る機会を全国（8 ブロックのうち）4 か所で

実施しました。 

平成 19 年度は、残る 4 ブロックにおいて、前年度の事業を発展させ、作文・シンポジュ

ウムのほか療育相談、公開療育を行いました。 

平成 20 年度から 22 年度まで、8 つのブロックごとに重症心身障害児（者）の「きょうだ

い交流キャンプ」や「デイキャンプ」を実施し、コーディネーターや指導者の協力のもと、

小学校低学年から中学生きょうだいが寝食を共にして、お互いの悩みを語りあう、交流をす

る事業に発展させました。 

 

２ 全国重症心身障害児（者）を守る会支部活性化事業として継続実施 

 平成 23 年度からは、小学校高学年から高校生を対象とした「きょうだい交流キャンプ（１

泊２日）」、「きょうだいデイキャンプ（日帰り）」を、実施を希望する支部に当会の独自事業

として実施している。 

 その結果、重症心身障害児（者）のきょうだいとしての発露、悩みの共有化、子ども同士

のつながり、家族の絆の再構成、おとな同士の交流、親としての気づきなどの成果を得て、

重症心身障害児（者）のきょうだい特有の悩みや障害のあるきょうだいの存在等をプラスに

とらえる方向に進んでおり、今後も発展させたいと考えています。 
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地域での支え合いに関する研究（全社協 障連協）ヒアリング（2017 年 1 月 13 日） 
         
                 社会福祉法人 全国心身障害児福祉財団  
                 
１ 当財団の設立経緯、事業 
   1970 年各障害児父母団体が協力して設立 西早稲田を拠点に療育事業等を展開 
   2013 年大塚に移転 現在 療育相談、児童発達支援、障害者歯科事業の外、父母団

体との連携の下、広報啓発事業を実施  
 
２ 各障害児父母団体に共通する主な課題 

地域指導者研修会事業（JKA 助成 競輪教室）を通して 
 

 ① 新規会員（若い世代の参加）が縮小していること 組織の担い手の高齢化  
    公的サービスの充実や ネットで医療情報等が得られることなどが背景にある 
    しかし、家族の悩みや相談に乗って共に励まし合う 父母団体の役割は重要 
② 行政からの支援が少ない 
   障害児に対する行政サービスは充実拡大 一方で それを推進してきた父母団体

への支援は手薄に （①と②の背景には 個人情報保護の壁も） 
③ 民間助成団体からの支援縮小 
   JKA から これまでは長期間継続的に支援いただいているが、助成額減少中 
   また 近年 継続事業に対する評価が厳しくなっている 
   JKA 以外の助成機関や企業などの助成は 車両やイベント単発ものが多く 継続

が期待できない場合が多い 
 

３ 会員への情報伝達と相互交流の構築 特に若い会員の参加促進に向けて 
   昨年から閉鎖型 SNS の試行的活用事業（JKA 助成）を開始 

 
４ 障害当事者団体等でご検討いただきたいこと 
 
①バリアフリーマップ（障害者の目線からの情報発信型）の作成 
   
 
②健常者の障害者・児への接し方事例集？  

   権利条約 → 行政や事業者の合理的配慮が一応義務化となった  
今後は 一般市民一人ひとりが 障害者にどのように接していけばよいのか  
健常者に学んでもらいたいことをわかりやすく、伝えていくことが求められているの

ではないか   「エチケット」から「常識」？へ 
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         全
国
肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
連
合
会
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

住
ま

い
の

場

①
障
害
者
や
在
宅
の
障
害
者
を
介
助
し
て
い
る
親
の

高
齢
化
が
進
む
中
、
G
H
等
住
ま
い
の
整
備
が
追
い

付
て
い
な
い
。
特
に
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
障
害

者
や
重
度
の
知
的
障
害
を
伴
う
肢
体
不
自
由
者
の
住

ま
い
が
足
り
な
い
。
ま
た
、
重
度
身
体
障
害
者
の
G
H

は
、
既
存
の
空
き
住
居
の
転
用
等
が
難
し
く
建
設
用

地
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

②
住
居
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
。
自
治
体
に
よ
っ
て
改

修
費
の
助
成
基
準
が
異
な
り
利
用
し
に
く
い
。
ま
た
、

公
営
団
地
等
の
公
共
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
物
件
も

不
足
し
て
い
る
。

①
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
重
度
障
害
者
向
け
の

Ｇ
Ｈ
建
設
が
進
ま
な
い
。

・
土
地
の
確
保

・
財
政
的
支
援
…
住
宅
改
修
費
の
増
額
、
新
築
へ
の

適
用
、
散
水
設
備
設
置
助
成
費
の
充
実
。

・
人
員
の
確
保
。

①
市
営
住
宅
の
出
入
口
の
段
差
解
消
、
手
す
り
の
設

置
。

②
Ｇ
Ｈ
で
看
護
師
等
医
療
的
ケ
ア
に
対
応
す
る
職
員

へ
の
、
市
独
自
に
よ
る
助
成
金
の
支
給
。

③
国
や
地
元
行
政
に
対
す
る
粘
り
強
い
要
望
。
地
域

自
立
支
援
協
議
会
で
の
検
討
協
議
。

④
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
、
地
域
部
部
会
と
各
施

設
と
連
携
し
、
共
に
地
域
生
活
支
援
拠
点
を
整
備
す

る
方
針
を
打
ち
出
し
、
現
状
で
の
課
題
を
共
有
し
地
域

社
会
の
目
標
に
向
け
取
組
み
中
で
あ
る
。

⑤
体
験
的
に
短
期
入
所
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

⑥
肢
体
不
自
由
者
が
住
ん
で
い
る
Ｇ
Ｈ
の
事
例
集
の

作
成
に
全
肢
連
と
し
て
協
力
。

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
（

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
支

援
等

）

①
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
認
識
が
普

及
し
て
い
な
い
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
情

報
が
得
に
く
く
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
受
け
ら

れ
る
の
か
、
ど
こ
へ
連
絡
を
取
れ
ば
良
い
の
か
が
分

か
り
に
く
い
。
ま
た
、
過
疎
化
及
び
高
齢
化
が
進
行
す

る
市
町
村
に
お
い
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
員
の
確
保
が

困
難
で
あ
る
。

②
支
援
体
制
が
い
ま
だ
不
十
分
で
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

が
届
き
づ
ら
い
状
況
。
重
度
や

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と

す
る
人
の
日
中
一
時
預
か
り
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
先
が

不
十
分
で
あ
り
、
希
望
通
り
に
預
け
る
こ
と
が
困
難
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
障
害
特
性
に
対
す
る
認

識
が
低
い
。

①
障
害
者
を
抱
え
、
日
常
生
活
に
精
一
杯
で
地
域
の

活
動
に
加
わ
り
た
い
が
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
既

存
の
活
動
単
位
(範

囲
)が

大
き
い
。

②
重
度
訪
問
介
護
事
業
の
充
実
。

③
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
。

●
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携

　
活
動
は
、
2
5
年
程
前
か
ら
、
動
作
訓
練
の
勉
強
を
リ

ハ
ビ
リ
の
先
生
に
依
頼
し
た
際
、
先
生
と
関
係
の
あ
る

大
学
の
学
生
に
声
を
か
け
た
こ
と
が
関
わ
り
を
持
っ
た

始
ま
り
で
す
。

先
輩
が
後
輩
を
誘
う
と
い
う
方
法
で
活
動
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
活
動
は
、

①
毎
月
１
回
学
生
と
障
害
児
者
の
療
育
の
場
を
設

け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
い
ま

す
。

最
近
の
参
加
者
は
、
家
族
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
合
わ
せ

て
２
０
人
程
度
で
す
。

②
会
の
行
事
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
家

族
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
合
わ
せ
て
2
0
人
か
ら
7
0
人
で

す
。

③
最
近
始
め
た
キ
ャ
ン
プ
は
、
一
般
家
庭
の
よ
う
な

キ
ャ
ン
プ
体
験
を
目
的
と
し
、
３
か
ら
４
家
族
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
1
0
名
程
度
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
大
学
を
通
じ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
は
な
く
、
大
学
生
個
人
が
友
人
や
後
輩
に
声

を
か
け
て
集
ま
っ
て
い
る
個
人
的
な
集
ま
り
で
す
。

「 暮 ら す 」 に つ い て

- 9
0 

-



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

移
動

・
交

通

※
建

物
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

等
、

設
備

面
の

整
備

は
除

く

①
公
共
交
通
機
関
で
の
移
動
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
面
で

困
難
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
自
家
用
車
で
の
移
動
を

優
先
し
て
し
ま
う
。

②
介
助
者
の
高
齢
化
に
よ
り
学
校
、
病
院
、
施
設
等

へ
の
移
動
支
援
が
困
難
で
あ
る
。

③
福
祉
・
介
護
タ
ク
シ
ー
、
リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー
の
不

足
。
台
数
が
限
ら
れ
て
お
り
予
約
が
困
難
。
緊
急
時

等
の
必
要
な
と
き
に
使
え
な
い
こ
と
が
多
い
。

④
移
動
支
援
事
業
は
市
区
町
村
に
よ
っ
て
格
差
が
大

き
く
、
様
々
な
ル
ー
ル
に
よ
り
利
用
が
制
限
さ
れ
使
い

に
く
い
状
況
。

①
移
動
(移

送
)を

担
っ
て
い
る
家
族
の
高
齢
化
に
よ
る

自
動
車
免
許
の
返
納
に
伴
う
、
移
送
手
段
が
未
整

備
。

②
通
勤
、
通
学
分
野
の
移
動
支
援
の
地
域
間
格
差
の

解
消
。

③
公
共
交
通
機
関
で
の
職
員
研
修
の
実
施
。

①
福
祉
車
両
を
利
用
し
な
け
れ
ば
移
動
が
困
難
な
方

を
対
象
に
自
宅
か
ら
病
院
ま
で
移
動
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
。

②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
多
く
利
用
し
、
日
頃
か
ら

運
転
手
や
他
の
乗
客
と
の
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
し
、

顔
馴
染
み
に
な
る
こ
と
で
利
用
し
や
す
く
な
る
。

③
医
療
通
院
利
用
時
の
船
舶
の
車
両
料
金
の
補
助
。

④
ＩＴ
活
用
型
（
介
護
付
）
福
祉
デ
マ
ン
ド
交
通
事
業
の

実
施

事
例
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村

長
野
県
安
曇
野
市
、
福
岡
県
八
女
市
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
方
式
）
、

飯
塚
市
(東

大
方
式
)

⑤
社
協
を
窓
口
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
移
動
支

援
利
用
が
随
時
可
能
と
な
り
、
障
害
児
者
の
余
暇
拡

大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

⑥
一
部
の
市
区
町
村
で
は
高
齢
者
施
設
と
連
携
し
、

学
校
へ
の
送
迎
も
可
能
と
な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

⑦
県
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
に
要
望
書
を
提
出

し
、
公
共
交
通
機
関
等
と
交
渉
の
末
に
バ
ス
料
金
半

額
割
引
を
実
現
。

⑧
鉄
道
運
営
会
社
で
職
員
研
修
を
実
施
し
、
車
い
す

の
操
作
等
理
解
度
が
向
上
。

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

①
重
度
障
害
者
の
入
院
時
、
発
語
困
難
等
に
よ
り
意

思
疎
通
が
十
分
に
図
れ
な
い
場
合
が
多
い
。

②
障
害
程
度
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
は
違
う
。
一
人
ひ
と
り
に
通
じ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

③
障
害
児
者
に
対
す
る
制
度
変
更
等
の
行
政
情
報

が
入
手
し
に
く
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
で

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
が
進
ん
で
い
る
が
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い

者
に
と
っ
て
は
情
報
入
手
が
よ
り
一
層
困
難
で
あ
る
。

①
相

談
支

援
事

業
所

の
相

談
員

の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
不

足
。

①
IT
機
器
を
利
用
し
て
自
分
の
意
志
を
伝
え
て
い
る
。

(ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
)

②
絵
カ
ー
ド
の
利
用
。

③
特
別
支
援
教
育
の
先
生
に
ｉｐ
ａ
ｄ
を
配
り
、
授
業
へ

活
用
。

④
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
イ
ベ
ン
ト
マ

ニ
ュ
ア
ル

を
当

事
者

団
体

も
専

門
家

と
共

に
検

討
し

作
成
し
て
い
る
。

「 暮 ら す 」 に つ い て

- 9
1 

-



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

保
健

・
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

①
必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
医
療
体
制

が
不
十
分
。
総
合
病
院
で
も
重
症
児
者
の
診
療
経
験

が
少
な
い
機
関
が
多
く
、
診
療
を
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
。

②
地
元
の
か
か
り
つ
け
医
と
専
門
医
療
機
関
、
保
健

セ
ン
タ
ー
保
健
師
と
の
か
か
わ
り
等
、
包
括
的
に
支
援

す
る
シ
ス
テ
ム
が
整
い
に
く
い
。
保
健
師
の
訪
問
も
自

治
体
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
。

③
入

院
時
の

家
族

の
付

き
添

い
が
長

期
間

に
わ

た
る

と
負
担
も
大
き
く
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
重
度
訪
問
介

護
利
用
者
は
平
成
3
0
年
4
月
か
ら
ヘ
ル
パ
－
の
付
添

い
が
可
能
と
な
る
が
、
付
添
い
を
要
請
さ
れ
た
重
症
心

身
障
害
児
者
は
ヘ
ル
パ
－
等
の
付
添
い
が
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。

④
年
齢
が
高
く
な
る
と
P
T
や
O
T
な
ど
訓
練
の
保
険
点

数
が
下
が
り
、
病
院
も
少
な
く
訓
練
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
、
二
次
障
害
な
ど
の
身
体
機
能
の
後
退
や
悪
化

を
招

き
か

ね
な
い
。

①
肢
体
不
自
由
児
者
に
関
わ
る
医
師
不
足
。

②
医
療
的
ケ
ア
を
含
む
重
度
重
複
症
患
者
に
関
わ
る

看
護
の
不
足
。

①
診
療
を
待
つ
と
き
に
別
室
を
用
意
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。

②
主
治
医
の
医
療
情
報
を
本
人
が
常
時
携
帯
。

③
成
人
し
て
か
ら
は
近
隣
の
病
院
や
訪
問
看
護
等
で

リ
ア
ビ
リ
を
受
け
る
。
受

け
入

れ
人

数
の

問
題

も
あ
る

が
、
地
域
医
療
を
受
け
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
は
地
域

生
活
の
た
め
に
有
効
と
考
え
る
。

④
以
前
か
ら
の
要
望
に
よ
り
地
域
の
休
日
救
急
外
来

内
に
障
害
児
者
に
対
応
で
き
る
歯
科
医
を
設
置
し
て

も
ら
え
た
。

⑤
自
立
支
援
協
議
の
医
師
会
へ
の
出
席
。

⑥
障
害
者
総
合
支
援
法
改
正
に
伴
い
、
当
地
域
の
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
介
護
保
険
事
務
所
に
な

り
、
同
じ
事
業
所
に
通
っ
て
い
て
も
介
護
保
険
が
利
用

で
き
る
よ
う
現
在
検
討
中
。

⑦
他
団
体
と
年
1
回
市
議
会
の
厚
生
委
員
会
に
提
案

要
望
を
提
出
し
て
い
る
。

⑧
行
政
主
導
で
重
度
障
害
児
者
が
か
か
り
つ
け
医
を

持
つ
た
め
の
施
策
と
し
て
、
ま
ず
医
療
機
関
を
調
査
し

医
師
を
対
象
と
し
た
医
療
研
修
が
始
ま
っ
た
。

権
利

擁
護

①
障
害
者
に
対
す
る
誤
解
や
偏
見
に
よ
る
差
別
、
虐

待
、
不
当
労
働
な
ど
の
権
利
侵
害
を
な
く
す
こ
と
や
福

祉
支
援
を
受
け
る
こ
と
は
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に

重
要
。
し
か
し
、
支
援
体
制
や
権
利
を
保
障
す
る
た
め

の
仕
組
み
等
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

②
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
で
発
生
し
た
事
件
に
よ
り
、
い

ま
な
お
障
害
者
に
対
す
る
偏
見
の
根
強
さ
を
感
じ
た
。

ま
だ
ま
だ
差
別
の
解
消
に
は
ほ
ど
遠
く
、
人
権
擁
護
に

つ
い
て
の
理
解
が
浸
透
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。

③
成

年
後
見

制
度

に
つ
い
て
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
案
が
成

立
し
た
が
認
知
度
が
低
く
、
利
用
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
か
？
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
る
制
度
の

悪
用
な
ど
へ
の
不
安
も
あ
り
、
必
要
性
は
感
じ
て
い
る

が
利
用
を
た
め
ら
う
。

①
身
上
監
護
に
対
応
す
る
人
材
の
育
成
不
足
。

②
認
知
症
主
体
の
成
年
後
見
制
度
の
見
直
し
人
生

の
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
に
合
っ
た
制
度
の
構
築
。

①
滋
賀
県
単
独
予
算
で
、
各
地
域
に
拠
出
し
て
い
る

緊
急
支
援
資
金
制
度
（
一
保
健
福
祉
圏
域
に
3
0
0
万

円
）

②
課
題
に
取
り
組
み
に
対
し
て
障
害
者
自
立
支
援
協

議
会
の
地
域
部
会
を
通
し
、
研
修
や
話
し
合
い
の
場

を
設
け
て
い
る
。

③
障
害
者
地
域
生
活
支
援
協
議
会
に
権
利
擁
護
部

会
の
専
門
部
会
が
あ
り
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

④
障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て
の
研
修
会
。

⑤
横
浜
市
の
成
年
後
見
的
制
度
。

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

①
障
害
者
の
雇
用
の
場
は
確
保
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

事
業
主
の
理
解
不
足
等
で
依
然
と
し
て
不
足
し
て
お

り
、
障

害
の

対
応

に
応

じ
た
勤

務
形

態
に
対

応
で
き
て

い
な
い
。
ま
た
、
障
害
者
雇
用
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
助

成
を
受
け
よ
う
と
し
て
も
、
週
2
0
時
間
以
上
な
い
と
対

象
に
な
ら
ず
、
重
度
障
害
者
の
場
合
は
難
し
い
。

②
福
祉
就
労
施
設
で
の
単
純
作
業
が
多
く
、
時
給
が

最
低
賃
金
を
殆
ど
の
場
合
下
回
っ
て
い
る
。

①
障
害
者
雇
用
に
よ
る
仕
事
内
容
の
見
直
し
を
図

る
。

②
職
場
に
お
け
る
障
害
へ
の
理
解
と
、
情
報
保
障
の

必
要
性
の
周
知
が
求
め
ら
れ
る
。

①
就
労
支
援
関
係
チ
ー
ム
の
結
成

　
行
政
（
市
）
の
相
談
セ
ン
タ
ー
内
に
障
害
者
雇
用
の

専
門
職
を
配
置
し
、
障
害
者
の
就
労
等
に
つ
い
各
企

業
へ
の
斡
旋
や
情
報
提
供
、
就
労
後
の
支
援
等
を
し

て
い
て
、
相
応
の
実
績
が
出
て
い
る
。

効
果
と
し
て

・
行
政
の
委
託
で
就
労
の
場
を
確
保
し
、
一
般
就
労
と

同
じ
仕
事
の
人
数
を
増
や
し
て
対
処
し
て
い
る
。

・
当
初
、
最
低
賃
金
を
下
回
っ
て
い
た
が
、
仕
事
内
容

の
高
度
化
、
行
政
の
理
解
等
に
よ
り
最
低
賃
金
の
支

払
い
が

可
能

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

・
弘
前
市
内
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
は
、
障
害
者
を
多
く

雇
用
し
て
い
る
国
内
で
も
指
折
り
の
優
良
企
業
で
す
。

技
能
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
収
入
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
法
人
を
取
得
し
２

憶
円
の
費
用
で
技
能
訓
練
棟
を
建
設
し
、
障
害
者
の

技
能
向
上
に
努
め
て
い
る
。

②
就
労
支
援
関
係
者
の
「
チ
ー
ム
」
つ
く
り

・
障
害
者
就
業
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
障
害
者
就
労
希
望
者
と
共
に
立
ち
上
げ
た
「
絆
」
会

を
中
心
に
他
団
体
と
「
チ
ー
ム
」
の
リ
レ
ー
の
バ
ト
ン
を

繋
げ
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

・
各
施
設
の
就
労
移
行
支
援

・
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
就
労
支
援
部
会

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発
活
動
・
広
報

①
共

生
社

会
の

実
現

に
つ
い
て

・
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
地
域
住

民
の
理
解
が
不
可
欠
だ
が
、
地
域
の
人
に
接
す
る
機

会
が
な
く
障
害
を
理
解
し
て
も
ら
う
ま
で
に
至
ら
な
い
。

・
在
学
中
は
地
域
の
学
校
と
の
交
流
が
あ
っ
た
が
、
卒

業
後
は
な
か
な
か
交
流
の
機
会
が
持
て
な
い
。

②
地
域
で
の
交
流
活
動
を
進
め
て
も
当
事
者
団
体
が

中
心

に
な
り
地

域
的

に
広

が
り
に
く
い
。

①
こ
れ
ま
で
の
啓
発
活
動
の
形
骸
化

②
当
事
者
が
主
体
と
な
っ
た
啓
発
活
動
の
不
足

①
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
「
ふ

れ
あ
い
交

流
会

」
を
開

催
。

②
日
頃
か
ら
地
域
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
交
流
を

図
っ
て
い
る
。

③
市
内
５
団
体
が
一
つ
の
組
織
体
と
し
て
発
足
し
、
啓

発
活
動
、
行
政
に
対
す
る
要
望
活
動
、
勉
強
会
、
レ
ク

等
を
開
催
し
、
知
名
度
が
大
幅
に
向
上
し
、
他
の
障
害

児
者
の
理
解
度
が
大
幅
に
深
ま
っ
た
。

④
施
設
等
で
感
謝
祭
と
称
し
施
設
を
開
放
し
て
い
る

所
が
多
く
あ
る
。

「
働

く
」
に
つ
い
て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

①
移
動
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
余
暇
活
動
等
へ
の
外
出
が

難
し
い
。

②
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
等
が
進

ん
で
き
て
は
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
参
加
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
や
指
導
者
が
不
足
し
て
い
る
。

①
身
近
に
利
用
で
き
る
施
設
が
な
い
。

②
重
症
心
身
障
害
児
者
で
も
参
加
で
き
る
行
事
等
を

企
画
実
行
す
る
。

①
障
害
者
支
援
団
体
に
よ
る
参
す
教
室
の
開
催
。

②
地
域
の
運
動
会
、
駅
伝
等
の
様
々
な
行
事
に
参
加

し
、
家
族
以
外
の
人
と
触
れ
合
う
良
い
機
会
と
な
っ
て

い
る
。

③
当
事
者
が
楽
し
め
る
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
交
え

て
行
っ
て
い
る
。

④
車
い
す
バ
ス
ケ
ク
ラ
ブ
や
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
に
参
加

。
⑤
全
肢
連
の
さ
わ
や
か
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し

た
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。

⑥
医
療
体
制
を
整
え
、
重
心
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
で

き
る
一
泊
二
日
の
サ
マ
－
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
。
気
球
に

乗
っ
た
り
、
ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
、
バ
－
ベ
キ
ュ
－
な

ど
異
次
元
の
体
験
を
し
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

⑦
障
害
児
者
が
参
加
す
る
ミ
ニ
運
動
会
を
開
催
し
、

ボ
ッ
チ
ャ
、
風
船
回
し
、
パ
ン
食
い
競
争
等
を
楽
し
む

機
会
を
設
け
て
い
る
。
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分
類

項
目

現
状

で
の

課
題

当
該

課
題

の
解

決
方

策
と

し
て

考
え

ら
れ

る
こ

と
取

り
組

み
事

例

「
家

族
へ

の
支

え
」
に

つ
い

て

①
親

の
高

齢
化

に
伴

い
支

え
る

こ
と

が
大

変
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

②
医

療
的

ケ
ア

の
必

要
な

障
害

者
が

緊
急

利
用

で
き

る
事

業
所

や
施

設
が

不
十

分
で

あ
り

、
家

族
の

負
担

が
大

き
い

。
③

親
亡

き
後

、
兄

弟
の

負
担

に
な

ら
な

い
よ

う
G

H
に

入
り

た
い

が
、

入
居

で
き

る
施

設
が

少
な

い
。

④
行

政
や

施
設

へ
の

提
出

書
類

の
多

量
化

、
煩

雑
化

。

①
提

出
書

類
の

簡
素

化
、

簡
略

化
を

図
る

こ
と

は
事

務
の

効
率

化
の

為
に

は
と

て
も

必
要

な
こ

と
で

あ
る

。
②

家
族

の
負

担
と

親
亡

き
あ

と
の

生
活

へ
の

不
安

に
対

応
し

た
取

組
み

が
求

め
ら

れ
る

。

①
日

中
一

時
支

援
事

業
の

単
価

の
引

き
上

げ
。

②
保

護
者

の
み

で
行

事
に

参
加

す
る

時
に

地
域

の
人

が
子

ど
も

の
身

守
り

を
し

て
く
れ

て
い

る
。

③
地

元
の

イ
ベ

ン
ト

や
集

ま
り

に
参

加
し

、
地

元
の

学
校

へ
通

い
友

達
を

通
じ

て
存

在
を

地
域

に
方

々
に

知
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
。

Ｐ
Ｔ

Ａ
活

動
や

地
域

の
役

員
、

サ
ー

ク
ル

活
動

に
保

護
者

が
参

加
す

る
こ

と
で

理
解

の
手

立
て

に
な

っ
て

い
る

。
車

い
す

へ
の

移
乗

や
留

守
中

の
身

守
り

等
、

い
ざ

と
い

う
時

に
は

隣
近

所
に

手
伝

い
を

お
願

い
し

て
い

る
。

④
「
N

P
O

 法
人

 ペ
ア

レ
ン

ト
メ

ン
タ

―
か

が
わ

」
の

取
組

み
全

国
で

唯
一

全
て

の
障

害
を

持
つ

保
護

者
（
発

達
の

心
配

を
持

つ
時

点
で

O
K
）
を

対
象

と
し

て
、

子
ど

も
の

療
育

に
関

わ
っ

た
親

が
メ

ン
タ

ー
と

し
て

共
感

的
な

サ
ポ

ー
ト

活
動

を
し

て
い

る
。

善
通

寺
市

の
障

害
者

福
祉

計
画

策
定

で
当

事
者

団
体

(７
団

体
)の

ヒ
ャ

リ
ン

グ
の

場
が

、
行

政
の

指
導

も
あ

っ
て

発
展

的
に

拡
が

り
、

大
学

の
ゼ

ミ
の

協
力

を
得

て
、

善
通

寺
市

で
ペ

ア
レ

ン
ト

メ
ン

タ
ー

が
始

ま
っ

た
。

現
在

は
、

N
P

O
 法

人
資

格
を

習
得

し
、

香
川

県
全

域
で

活
動

し
て

い
る

。
⑤

福
祉

サ
－

ビ
ス

制
度

に
つ

い
て

、
通

園
施

設
利

用
母

親
の

「
Ｑ

＆
Ａ

委
員

会
」
の

開
催

に
よ

る
知

識
の

習
得

。
⑥

「
お

や
じ

の
会

」
の

取
り

組
み

若
い

父
親

に
対

し
、

母
親

へ
の

協
力

体
制

の
必

要
性

を
粘

り
強

く
説

く
た

め
、

定
期

的
に

お
や

じ
の

会
を

開
催

し
て

い
る

。
⑦

サ
ー

ビ
ス

利
用

計
画

の
中

で
相

談
員

と
の

話
し

合
い

の
場

を
設

け
て

い
る

。
⑧

昨
年

、
富

山
型

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

が
で

き
、

土
曜

日
に

生
活

介
護

や
日

中
預

か
り

支
援

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

①
障
害
者
や
高
齢
者
の
地
域
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
自

冶
会
長
や
民
生
委
員
が
把
握
す
る
。

②
地
域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
に
よ
る
支
援
。

③
地
域
の
防
災
訓
練
へ
の
参
加
。

④
事
業
所
と
合
同
で
地
域
住
民
を
含
む
防
災
訓
練
の

実
施
。

⑤
防

災
グ
ッ
ズ
の

準
備

。
⑥
市
区
町
村
の
要
支
援
者
リ
ス
ト
へ
の
登
録
。

⑦
主
治
医
の
指
示
書
(必

要
薬
品
･要

支
援
者
の
病

状
等

を
記

載
)を

常
に
携

帯
。

⑧
山
間
部
な
ど
孤
立
が
心
配
さ
れ
る
地
域
の
障
害
者

家
族

に
つ
い
て
は

消
防

署
、
警

察
に
個

人
情

報
を
提

供
し
、
災
害
時
に
適
切
に
対
処
し
て
も
ら
え
る
よ
う
依

頼
し
て
い
る
。

⑨
障
害
児
者
の
避
難
所
宿
泊
体
験
実
施
に
よ
る
意
識

の
向
上
と
気
付
き
等
知
識
の
習
得
を
行
っ
て
い
る
。

⑩
「
障
害
の
あ
る
方
の
災
害
対
応
手
引
き
」
が
平
成
2
8

年
3
月
に
発
行
さ
れ
た
。
福
島
市
の
Ｈ
Ｐ
に
て
掲
載

中
。

⑪
障
害
児
者
が
一
人
で
い
る
時
や
親
の
身
に
何
か

起
っ
た
時
、
自
ら
を
説
明

で
き
る
も
の
を
何
か
身
に
付

け
て
い
れ
ば
適
切
な
対
応
を
周
囲
に
期
待
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、
災
害
時
に
障
害
児
者
の
命
を

守
る
一
つ
の
手
段
と
な
る
よ
う
「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
カ
ー
ド
」
を
作

成
し
活
用
(石

川
県
)。

⑫
自
ら
の
個
人
情
報
を
事
前
に
開
示
登
録
し
（
緊
急

連
絡
先
、
障
害
に
つ
い
て
、
既
往
歴
、
投
薬
等
)、
携

帯
電
話
と
Q
R
コ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
た
支
援
シ
ス
テ

ム
ぴ
ー
す
け
の
活
用
。

⑬
行

政
に
働

き
か

け
障

害
児

者
に
も
対

応
で
き
る
非

常
食
を
備
蓄
し
て
も
ら
っ
た
。

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て

防
災
活
動

①
地
域
で
防
災
訓
練
等
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
障
害

児
者
が
参
加
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
参
加
し

に
く
い
状
況
。

②
災
害
時
要
支
援
者
登
録
制
度
が
あ
ま
り
浸
透
し
て

い
な
い
。

①
当
事
者
、
当
事
者
団
体
の
不
参
加
。

②
避
難
所
運
営
会
議
へ
の
当
事
者
団
体
の
参
画
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
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分
類

項
目

現
状

で
の

課
題

当
該

課
題

の
解

決
方

策
と

し
て

考
え

ら
れ

る
こ

と
取

り
組

み
事

例

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て

災
害

発
生

時

①
重

度
障

害
児

者
に

と
っ

て
避

難
所

で
の

生
活

は
十

分
な

ケ
ア

が
受

け
ら

れ
な

い
な

ど
、

短
い

期
間

で
あ

っ
て

も
難

し
い

。
濃

密
な

医
療

的
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
重

度
障

害
児

者
は

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

寸
断

に
よ

り
生

命
維

持
が

難
し

く
な

る
場

合
が

あ
る

。
②

福
祉

避
難

所
の

指
定

は
あ

る
が

、
情

報
が

少
な

く
詳

細
が

不
明

瞭
。

③
避

難
所

で
の

生
活

は
難

し
い

た
め

自
宅

や
車

内
で

避
難

生
活

を
送

る
し

か
な

い
。

④
要

援
護

者
名

簿
に

登
録

し
て

い
て

も
災

害
時

に
す

ぐ
機

能
し

て
援

護
し

て
も

ら
え

る
の

か
不

安
で

あ
る

。

①
福

祉
避

難
所

を
含

め
て

避
難

所
の

見
直

し
。

②
受

入
施

設
の

設
備

（
ト

イ
レ

、
電

源
、

間
仕

切
り

等
）

の
改

善
。

①
市

の
要

援
護

者
名

後
に

登
録

し
て

い
る

た
め

、
自

主
防

災
隊

長
、

消
防

団
、

民
生

委
員

か
ら

の
支

援
が

あ
る

。
②

福
祉

避
難

所
と

し
て

１
２

法
人

と
協

定
を

締
結

。
③

医
療

的
ケ

ア
対

象
の

場
合

、
荷

物
が

多
く
重

量
も

あ
る

の
で

備
品

や
消

耗
品

は
自

家
用

車
に

も
常

備
し

て
い

る
。

④
行

政
主

導
訓

練
で

は
な

く
、

自
助

能
力

を
高

め
る

た
め

に
避

難
所

生
活

で
必

要
な

こ
と

を
住

民
に

考
え

さ
せ

行
動

に
移

す
訓

練
を

し
て

い
る

。
⑤

避
難

所
に

届
け

出
た

自
宅

、
車

内
で

の
避

難
者

に
対

す
る

救
援

物
資

が
支

給
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
⑥

町
内

の
中

学
生

が
同

じ
班

の
要

援
護

者
の

自
宅

に
、

安
否

確
認

を
行

っ
て

い
る

。
・
沼

津
市

の
あ

る
自

冶
区

で
行

わ
れ

て
い

る
独

自
の

方
法

　
地

域
の

力
と

し
て

、
大

人
は

家
族

を
守

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
が

日
中

は
地

域
に

居
な

い
。

高
校

生
等

は
、

高
校

の
通

学
範

囲
が

広
範

囲
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
地

域
で

防
災

を
担

う
力

と
し

て
「
中

学
生

」
を

対
象

と
し

て
い

る
。

小
学

校
区

を
単

位
と

し
、

町
内

の
公

園
等

の
避

難
場

所
に

住
民

が
ま

ず
集

ま
り

、
自

冶
会

防
災

役
員

か
ら

町
内

班
長

に
情

報
カ

ー
ド

（
世

帯
ご

と
、

年
齢

、
勤

務
先

、
学

校
、

避
難

場
所

で
活

か
せ

る
資

格
や

特
技

、
要

支
援

の
有

無
等

を
記

載
、

年
に

1
 回

更
新

、
自

冶
会

で
管

理
）
が

渡
さ

れ
、

人
員

点
呼

。
そ

の
後

、
班

長
と

中
学

生
で

要
支

援
者

宅
を

訪
ね

て
情

報
カ

ー
ド

で
安

否
確

認
を

す
る

。
要

支
援

者
宅

の
情

報
は

、
自

己
申

告
で

集
め

、
自

冶
会

で
名

簿
を

含
む

カ
ー

ド
を

作
成

す
る

。
中

学
生

は
テ

ン
ト

設
営

や
ト

イ
レ

の
組

み
立

て
を

行
っ

て
い

る
。

⑦
地

域
で

の
宿

泊
訓

練
の

実
施

(海
老

名
市

)
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て

復
旧
・
復
興
時

①
重
度
障
害
児
者
に
と
っ
て
病
院
等
の
連
携
は
特
に

重
要
で
あ
り
、
復
旧
、
復
興
中
の
病
院
、
道
路
、
交

通
、
生
活
物
資
等
の
情
報
提
供
体
制
が
十
分
機
能
す

る
の
か
と
て
も
心
配
で
あ
る
。

②
自
宅
へ
留
ま
っ
た
場
合
に
長
時
間
、
障
害
児
者
を

残
し
て
水
や
物
資
を
も
ら
い
に
行
く
こ
と
は
困
難
。

①
災
害
対
策
法
の
改
正
点
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。

特
に
、
支
援
物
質
が
避
難
所
で
な
く
て
も
受
け
取
れ
る

こ
と
。

②
復
旧
、
復
興
中
は
特
に
障
害
児
者
等
弱
者
に
配
慮

す
る
体
制
作
り
を
進
め
て
い
く
。

- 9
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-



         全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

住
ま

い
の

場

・
地
域
で
の
支
え
あ
い
活
動
と
し
て
は
住
民
に
よ
る
安

否
確
認
な
ど
が
必
要
（
公
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
住
ま

い
の
課
題
は
多
数
あ
る
）
。

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
福
祉
施
設
の
新
設
が
難
し
い
。

・
知
的
障
が
い
者
は
、
成
人
し
て
も
親
元
で
暮
ら
す
方

が
多
い
。
特
に
中
重
度
の
知
的
障
害
者
は
、
8
0
歳
9
0

歳
を
超
え
る
親
御
さ
ん
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
方
も

多
い
。

・
住
ま
い
の
支
援
は
一
義
的
に
公
的
な
住
宅
政
策
に

よ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
補
完
的
な
支
え
あ
い
活
動
に

は
適
さ
な
い
。

住
ま
い
の
場
が
確
保
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
（
自
宅
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
見
守
り
が
あ
る

こ
と
で
生
活
上
の
安
全
性
が
高
め
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。

・
知
的
障
害
児
・
者
を
知
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
。

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
支
援
施
設
で
の
共
同
生
活

が
、
苦
手
な
方
は
、
親
亡
き
後
も
我
が
家
で
暮
ら
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
の
で
、
自
治
会
や
近
所
の

方
々

の
見

守
り
や

声
掛

け
が

あ
れ

ば
、
生

活
で
き
る

人
も
い
る
。

・
民
生
委
員
、
児
童
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
に
対
し
て

知
的
・
発
達
障
害
を
理
解
し
て
も
ら
う
研
修
会
の
講
師

を
行

っ
て
い
る
。

・
疑
似
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
理
解
啓
発
の
機
会
を
増

や
す
。

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
（

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
支

援
等

）

・
公
的
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
レ
ン
ド

的
な
、
共
通
の
趣
味
等
を
楽
し
む
場
や
人
材
育
成
が

進
ん
で
い
な
い
。

・
支
援
員
が
不
足
し
て
い
る
。

・
知
的
・
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
基
本
的
な
接
し

方
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
知
的
・

発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
強
み
を
有
す
る
趣
味
活
動

（
た
と
え
ば
鉄
道
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
絵
画
や
造
形
）
を

紹
介
す
る
場
を
整
備
す
べ
き
。

・
年
配
者
が
自
分
の
趣
味
を
指
導
し
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
る
場
合
、
知
的
・
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の

基
本
的
な
接
し
方
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
指
導
者
と
し
て
登
録
し
て
通
所
事
業
所
な
ど

と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
組
み
を
開
発
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

・
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
く
て
も
、
ご
近
所
で
の

ち
ょ
っ
と
し
た
見
守
り
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
住
み
慣
れ

た
自
宅
で
の
暮
ら
し
を
維
持
で
き
る
人
も
い
る
。

障
害
者
施
設
の
グ
ラ
ン
ド
が
近
所
の
高
齢
者
の
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
の
会
場
に
な
っ
て
い
る
。
交
流
が
自
然
に

生
ま
れ
る
。

・
社
協
の
生
活
支
援
員
の
活
用

・
育
成
会
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
見
守
り
活
動

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

移
動

・
交

通

※
建

物
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

等
、

設
備

面
の

整
備

は
除

く

・
い
わ
ゆ
る
「
赤
十
字
奉
仕
団
」
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
に
外
出
に
付
き
添
う
団
体
の
減
少
（
公
的
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
に
伴
う
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の
後
退
）
。

・
迷
子
や
行
方
不
明

・
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
が
難
し
い
部
分
（
た
と
え

ば
通
学
や
通
勤
へ
の
付
き
添
い
）
に
重
点
化
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
全
国
的
な
養
成
と
す
べ
て
の
市
町

村
社
協
に
よ
る
実
施
。

・
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
や
、
公
共
交
通
機
関

で
の
声
か
け
や
保
護
が
必
要
。

自
治
体
運
営
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
障
害
の
あ
る
人

が
一
人
で
利
用
し
て
い
る
。

・
特
別
支
援
学
校
で
の
位
置
検
索
シ
ス
テ
ム
機
器
配

備 ・
公
共
交
通
機
関
の
研
修
で
の
疑
似
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
実

施

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
難
し
さ
を
抱
え
る
知
的
・

発
達
障
が
い
の
あ
る
人
と
地
域
住
民
と
の
間
で
、
誤

解
に
基
づ
く
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
や
す
い
。

・
本
人
の
理
解
度
に
応
じ
た
情
報
提
供
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。

・
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
施
設
に
通
う
人
た
ち
は
、
そ
の

施
設
が
周
辺
住
民
と
の
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、

一
般
企
業
な
ど
に
就
職
す
る
な
ど
比
較
的
軽
度
の
障

害
者
は
、
健
常
者
と
直
接
触
れ
合
い
の
場
を
持
つ
こ

と
が
む
ず
か
し
い
。

・
支
え
あ
い
活
動
を
担
う
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
、
知

的
・
発
達
障
が
い
の
行
動
特
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
特
性
を
理
解
す
る
た
め
の
講
座
開
設
。

・
ル
ビ
を
振
る
だ
け
で
な
く
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
を
す

る
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
や
絵
や
写
真
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
機
器
や
ア
プ
リ
の
活
用
。

・
1
人
で
頑
張
る
障
害
の
あ
る
人
達
を
集
め
て
、
活
動

し
た
り
、
健
常
者
と
と
も
に
話
し
合
う
機
会
を
作
る
こ
と

が
大
事
。
そ
の
た
め
に
一
般
市
民
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を

増
や
し
、
触
れ
合
え
る
場
を
提
供
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
育
成
す
る
。

・
島
根
県
益
田
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
「
須
子
オ
ー
ル

ド
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ラ
ブ
」
は
、
月
1
回
、
高
齢
者
と
障
害
者

が
、
一
緒
に
活
動
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重
し
、
で

き
る
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
に
受
け
持
ち
、
で
き
な
い
こ
と
を

お
互
い
手
助
け
す
る
。
相
乗
効
果
で
、
楽
し
い
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

・
知

的
障

害
者

向
け
に
時

事
ニ
ュ
ー
ス
を
分

か
り
や

す
く
解
説
し
、
ブ
ロ
グ
で
掲
載
す
る
取
り
組
み
（
自
主
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
）
。

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

保
健

・
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

・
特
に
、
知
的
・
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
医
療

機
関
を
受
診
す
る
際
の
き
ょ
う
だ
い
児
支
援
体
制
が

ぜ
い
弱
。

・
知
的
障
害
児
・
者
の
特
性
が
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、

対
応
が
で
き
な
い
。

・
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
は
一
義
的
に
公
的

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
補
完
的
な
支
え

あ
い
活
動
に
は
適
さ
な
い
。

た
だ
し
、
現
状
で
は
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
外
で
あ
る

き
ょ
う
だ
い
児

支
援

に
つ
い
て
は

、
支

え
あ
い
活

動
に

適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「障

が
い
児
が
受
診
す
る
際

の
き
ょ
う
だ
い
児
預
か
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
な
ど
の
養
成

は
考
え
ら
れ
る
。

・
知
的
障
害
児
・
者
を
知
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
。

・
疑
似
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
理
解
啓
発
の
機
会
を
増

や
す
。

・
地
元
の
医
師
会
な
ど
を
巻
き
込
ん
で
、
医
師
向
け
に

障
害
理
解
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
大
学
病
院
、

総
合
病
院
の
他
に
近
所
の
か
か
り
つ
け
医
と
の
繋
が

り
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
で
理
解
が
深
ま
っ
た
。

権
利

擁
護

・
地
域
住
民
の
誤
解
や
無
理
解
な
ど
に
よ
り
、
知
的
・

発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
孤
立
し
た
り
、
支

援
事
業
所
の
設
置
に
対
す
る
反
対
運
動
に
つ
な
が
っ

た
り
し
て
い
る
。

・
知
的
障
害
が
あ
る
こ
と
で
判
断
能
力
が
な
い
と
さ

れ
、
本
人
の
意
思
が
確
認
さ
れ
な
い
。

・
選
挙
で
の
投
票
が
難
し
い
。

・
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
も
踏
ま
え
、
早
急
に

全
社
協
に
お
い
て
「
障
が
い
特
性
の
地
域
理
解
」
や

「
施
設
反
対
運
動
の
起
き
な
い
地
域
づ
く
り
」
と
い
っ
た

切
り
口
で
効
果
的
な
啓
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
す

べ
て
の
市
町
村
社
協
で
積
極
的
に
啓
発
講
座
等
を
実

施
す
べ
き
。

そ
の
際
に
は
、
地
区
社
協
と
も
連
携
し
、
市
町
村
域
単

位
で
は
な
く
、
地
区
社
協
単
位
（
町
内
会
単
位
）
で
く
ま

な
く
開
催
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

・
ど
ん
な
に
重
度
の
障
害
が
あ
っ
て
も
、
意
思
が
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
意
思
決
定
支
援
を
行
う
。
成
年
後
見

制
度
に
お
い
て
は
、
身
上
監
護
を
重
視
す
る
。

・
選
挙
の
投
票
の
際
に
は
、
わ
か
り
や
す
い
表
示
や

投
票
方
法
を
可
能
と
す
る
。

・
意
思
表
示
の
難
し
い
本
人
の
暮
ら
し
の
記
録
を
残
す

取
り
組

み

・
わ
か
り
や
す
い
立
会
演
説
会
の
開
催

・
意
思
決
定
支
援
に
関
わ
る
調
査
研
究
、
広
報

・
地
域
の
小
学
校
等
で
の
障
害
理
解
啓
発
活
動

・
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
勉
強
会
、
講
習
会

・
警
察
署
な
ど
の
公
的
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
等
の
民
間
地

域
資
源
に
対
す
る
理
解
啓
発
活
動

「 暮 ら す 」 に つ い て

- 1
02

 -



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

・
「
働
く
」
を
広
義
に
捉
え
た
場
合
、
地
域
に
お
け
る
役

割
と
し
て
、
た
と
え
ば
町
内
会
や
地
区
社
協
な
ど
に
お

け
る
活
動
で
活
躍
す
る
た
め
の
理
解
が
進
ん
で
い
な

い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
本
人
に
合
っ
た
仕
事
や
役
割
が
用
意
さ
れ
て
い
な

い
。

・
上
記
の
と
お
り
、
早
急
に
全
社
協
に
お
い
て
「
障
が

い
特
性
の
地
域
理
解
」
や
「
施
設
反
対
運
動
の
起
き

な
い
地
域
づ
く
り
」
と
い
っ
た
切
り
口
で
効
果
的
な
啓
発

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
す
べ
て
の
市
町
村
社
協
で
積

極
的
に
啓
発
講
座
等
を
実
施
す
べ
き
。

そ
の
際
に
は
、
地
区
社
協
と
も
連
携
し
、
市
町
村
域
単

位
で
は
な
く
、
地
区
社
協
単
位
（
町
内
会
単
位
）
で
く
ま

な
く
開
催
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

・
職
業
と
し
て
の
仕
事
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
の
役
割
を

担
う
こ
と
も
可
能
。

・
町
会
や
自
治
会
で
の
役
割
を
で
き
る
範
囲
で
果
た

す
。

・
仕
事
を
終
え
た
知
的
障
害
者
が
集
ま
り
、
お
互
い
に

仕
事
の
悩
み
や
愚
痴
を
共
有
す
る
な
ど
し
て
メ
ン
タ
ル

ケ
ア
を
は
か
る
サ
ロ
ン
的
な
取
り
組
み
。

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発
活
動
・
広
報

・
地
域
に
お
け
る
支
え
あ
い
活
動
の
前
提
条
件
は
、
公

的
サ
ー
ビ
ス
の
補
完
的
役
割
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、

地
域
住
民
が
一
定
程
度
は
知
的
・
発
達
障
が
い
に
関

し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
の
２
点
と
考
え
る
。

・
障
害
者
団
体
以
外
と
の
交
流
が
少
な
い
。

・
上
記
の
と
お
り
、
早
急
に
全
社
協
に
お
い
て
「
障
が

い
特
性
の
地
域
理
解
」
や
「
施
設
反
対
運
動
の
起
き

な
い
地
域
づ
く
り
」
と
い
っ
た
切
り
口
で
効
果
的
な
啓
発

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
す
べ
て
の
市
町
村
社
協
で
積

極
的
に
啓
発
講
座
等
を
実
施
す
べ
き
。

そ
の
際
に
は
、
地
区
社
協
と
も
連
携
し
、
市
町
村
域
単

位
で
は
な
く
、
地
区
社
協
単
位
（
町
内
会
単
位
）
で
く
ま

な
く
開
催
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

・
自
治
体
主
催
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
的
な
行
事
に
参
加

し
た
り
、
双
方
向
で
参
加
し
合
う
。

・
行
事
で
の
疑
似
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
に
よ
っ
て
、
啓
発
の
機
会
を
増
や
す
。

・
知
的
障
害
者
が
講
師
に
な
っ
て
パ
ン
作
り
な
ど
を
講

習
会
を
地
域
住
民
対
象
に
開
く
。

・
地
域
の
清
掃
活
動
を
知
的
障
害
者
が
担
う
。

・
地
域
の
寺
社
境
内
の
清
掃
を
域
内
の
特
別
支
援
学

校
生
徒
が
担
う
。

「
働

く
」
に
つ
い
て

- 1
03

 -



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
公
的
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
レ
ン
ド

的
な
、
共
通
の
趣
味
等
を
楽
し
む
場
や
人
材
育
成
が

進
ん
で
い
な
い
。

・
知
的
・
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
基
本
的
な
接
し

方
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
知
的
・

発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
強
み
を
有
す
る
趣
味
活
動

（
た
と
え
ば
鉄
道
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
絵
画
や
造
形
）
を

紹
介
す
る
場
を
整
備
す
べ
き
。

・
年
配
者
が
自
分
の
趣
味
を
指
導
し
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
る
場
合
、
知
的
・
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の

基
本
的
な
接
し
方
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
指
導
者
と
し
て
登
録
し
て
通
所
事
業
所
な
ど

と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
組
み
を
開
発
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

・
知
的
障
害
者
の
本
人
活
動
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動

・
特
別
支
援
学
校
同
窓
生
な
ど
が
家
族
単
位
で
集
ま

り
、
定
期
的
に
一
緒
に
旅
行
す
る
.。
大
ホ
ー
ル
で
の
カ

ラ
オ
ケ
大
会
、
障
害
の
あ
る
人
で
も
作
れ
る
料
理
教

室
な
ど
。

・
地
域
で
理
解
さ
れ
ず
孤
立
し
が
ち
で
あ
る
。

・
民
生
委
員
が
存
在
を
把
握
し
、
気
軽
に
声
を
掛
け
ら

れ
る
関
係
づ
く
り
を
す
る
。

・
高
齢
の
育
成
会
会
員
で
関
わ
り
が
薄
く
な
っ
て
い
る

会
員
に
対
し
て
の
声
か
け
。

「
家
族
へ
の
支
え
」
に
つ

い
て

- 1
04

 -



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

防
災
活
動

・
地
域
の
防
災
訓
練
等
に
知
的
・
発
達
障
が
い
の
あ

る
人
が
参
加
で
き
て
い
な
い
。
避
難
訓
練
に
参
加
し
て

い
な
い
た
め
、
地
域
か
ら
存
在
が
見
え
に
く
く
な
っ
て

お
り
、
そ
の
こ
と
が
災
害
発
生
時
に
生
じ
る
課
題
の
源

泉
と
な
っ
て
い
る
。

・
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
に
く
い
。

・
全
社
協
に
お
い
て
、
知
的
・
発
達
障
が
い
の
あ
る
人

も
参
加
可
能
な
防
災
訓
練
の
あ
り
方
等
を
研
究
し
、
そ

の
成
果
を
市
町
村
社
協
か
ら
町
内
会
や
自
主
防
災
組

織
へ
広
め
る
取
組
み
を
推
進
す
べ
き
。

・
で
き
る
範
囲
で
の
参
加
を
可
能
と
す
る
。
ま
た
、
存
在

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に
参

加
す
る
。

・
地
域
の
育
成
会
が
主
体
と
な
っ
た
避
難
訓
練
（
避
難

所
に
実
際
に
宿
泊
す
る
な
ど
）

災
害
発
生
時

・
災
害
発
生
時
の
課
題
は
多
い
が
、
行
政
が
公
的
責

任
に
お
い
て
福
祉
避
難
所
を
開
設
す
る
前
提
に
立
て

ば
、
支
え
あ
い
活
動
で
対
応
す
べ
き
は
発
災
し
て
１
週

間
程
度
と
な
る
。
こ
の
間
で
最
大
の
課
題
は
救
援
物

資
の
配
給
問
題
で
あ
る
。
知
的
・
発
達
障
が
い
の
特

性
ゆ
え
に
物
資
配
給
の
列
に
並
べ
な
い
、
あ
る
い
は

一
般
の
避
難
所
へ
い
ら
れ
な
い
た
め
に
避
難
者
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
課
題
は
、
支
え
あ
い

活
動
に
よ
っ
て
解
決
が
可
能
と
考
え
る
。

・
一
次
避
難
所
で
の
避
難
が
困
難

・
避
難
所
に
い
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
情
報
も
物
資
も
届

か
な
く
な
る
。

・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
に
登
録
し
て
い
た
が
、

安
否
確
認
の
電
話
が
来
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ

た
。

・
町
内
の
避
難
訓
練
は
、
参
加
は
各
家
庭
か
ら
一
人

で
よ
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
っ
で
、
障
害
の
あ
る
人
は

留
守
番
と
い
う
家
庭
が
多
か
っ
た
。

・
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
地
域
主
催
の
防

災
訓
練
に
知
的
・
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
参
加
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
全
社
協
に
お
い
て
、
知
的
・
発

達
障
が
い
の
あ
る
人
も
参
加
可
能
な
防
災
訓
練
の
あ

り
方
等
を
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
市
町
村
社
協
か
ら
町

内
会
や
自
主
防
災
組
織
へ
広
め
る
取
組
み
を
推
進
す

べ
き
。

・
福
祉
避
難
所
の
早
期
開
設

・
近
隣
地
域
で
の
困
難
家
庭
の
把
握
、
助
け
合
い
の

シ
ス
テ
ム
作

り
。

・
名
簿
は
発
災
時
に
配
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

・
本
人
の
希
望
で
登
録
す
る
の
で
、
自
治
会
や
管
轄

の
交

番
に
も
事

前
に
配

り
、
日

ご
ろ
か

ら
顔

の
見

え
る

関
係
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
。

・
避
難
訓
練
に
は
、
障
害
の
あ
る
人
に
参
加
を
呼
び
か

け
、
障
害
者
を
中
心
に
し
た
訓
練
を
続
け
る
こ
と
が
必

要
。

・
障
害
者
施
設
等
で
は
定
期
的
に
訓
練
を
す
る
。

・
今
回
の
地
震
で
、
我
が
家
か
ら
避
難
し
よ
う
と
し
な

い
。

・
障
害
の
あ
る
我
が
子
に
「
訓
練
で
す
！
」
と
声
を
か
け

た
ら
避
難
所
に
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

・
育
成
会
、
親
の
会
の
会
員
名
簿
を
元
に
し
た
安
否
確

認
活
動
。

復
旧
・
復
興
時

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て

- 1
05

 -



         日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会

- 1
06

 -



分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

・
障
害
者
の
み
な
か
ら
ず
、
高
齢
者
や
生
活
困
窮
者
も

含
め
、
共
に
地
域
の
一
員
と
し
て
支
え
合
い
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

・
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場
が
少
な
い
。

・
地
域
の
福
祉
施
設
や
各
種
団
体
が
、
地
域
社
会
を

支
え
る
社
会
資
源
で
あ
る
こ
と
認
識
し
、
連
携
・
協
力

し
て
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、
施
設
が
立
地
す
る
地
域

を
強
く
し
、
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

・
地
域
住
民
に
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
知
っ
て
も

ら
う
。
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
障
害
者
を
理
解
し
て
も
ら

う
。

●
金
沢
市
の
社
会
福
祉
法
人
の
取
り
組
み

　
「
ふ
く
し
の
里
粟
崎
構
想
」
の
推
進
を
決
定
し
、
他
の

社
会
福
祉
法
人
や
各
種
団
体
の
協
力
に
よ
り
ふ
く
し

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
障
害
者
居
宅
介
護
事
業
等
を
行
う
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
所
、
介
護
保
険
に
よ
る
訪
問
介
護
・

訪
問
看
護
の
両
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
所
、
成
年
後
見

等
の
権
利
擁
護
事
業
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
、
そ

の
他
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
活
か
し
、
他
の
社
会
福
祉
法

人
等
と
連
携
・
協
力
し
て
各
事
業
の
推
進
な
ど
。

●
事
業
所
周
辺
の
美
化
運
動

　
施
設
横
の
木
工
団
地
や
そ
の
周
辺
の
道
路
の
ゴ
ミ

拾
い
や
草
む
し
り
を
施
設
の
職
員
、
利
用
者
、
そ
の
保

護
者
で
、
保
護
者
会
の
都
度
（
年
４
回
程
度
）
に
行

い
、
地
域
の
美
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
施
設
を
理
解

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
木
工
団
地
の
企
業

も
自
社
周
辺
の
美
化
に
努
め
る
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

地
域
が
活
性
化
し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
る
。

●
施
設
行
事
の
地
域
住
民
へ
の
開
放

　
施
設
の
行
事
に
年
２
回
、
地
域
住
民
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
等
）
に
参
加
し
て
頂
き
、
交
流
し
て
、
顔
を
覚

え
て
も
ら
っ
た
。

●
地
域
行
事
へ
の
参
加

　
地

域
主

催
の

夏
ま
つ
り
に
毎

年
出

店
(独

自
テ
ン
ト
)

し
、
参
加
・
協
力
す
る
こ
と
で
交
流
し
て
い
る
。

・
就
労
中
の
利
用
者
が
殆
ど
の
た
め
、
地
域
住
民
と

の
交
流
の
時
間
が
取
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
地
域
に
な

か
な
か
溶
け
込
め
な
い
ま
ま
経
過
し
て
い
る
。

・
自
治
会
長
、
民
生
委
員
等
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

趣
旨
の
説
明
等
を
行
う
と
と
も
に
、
自
治
会
の
清
掃
活

動
、
行
事
等
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
。

●
Ｇ
Ｈ
利
用
者
の
地
区
老
人
会
へ
の
参
加

　
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
地
区

の
老
人
会
に
加
入
し

行
事
等
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
促
し
た
。

住
ま

い
の

場

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

住
ま

い
の

場

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
居
住
し
て
い
て
も
、
地
域
住
民

と
し
て
地
域
に
溶
け
込
む
こ
と
が
難
し
い
。

・
地
域
住
民
と
顔
見
知
り
に
な
っ
て
も
ら
う
。
特
別
な
人

で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
。

●
Ｇ
Ｈ
利
用
者
の
地
域
清
掃
活
動
へ
の
参
加

　
町
内
会
の
清
掃
活
動
に
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
居

住
者
全
員
で
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
清
掃
活
動

へ
の
参
加
者
が
減
少
し
て
い
た
の
で
喜
ば
れ
た
。
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
理
解
し
て
く
れ
て
、
畑
で
採
れ
た
野

菜
を
届
け
て
く
れ
る
人
が
出
て
き
た
。

●
Ｇ
Ｈ
の
居
間
を
地
域
の
お
と
し
よ
り
へ
開
放

　
平
日
の
昼
間
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
居
間
を
近
所

の
お
年
寄
り
の
た
ま
り
場
と
し
て
開
放
し
た
。
夕
方
に

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
住
人
と
会
う
よ
う
に
な
り
交
流
が
進

ん
だ
。

●
近
隣
住
民
の
夜
間
に
お
け
る
見
守
り

　
夜
間
、
職
員
が
不
在
の
時
間
に
近
隣
住
民
が
ホ
ー

ム
を
気
に
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
不
審
な
こ
と
が

あ
る
と
世
話
人
に
連
絡
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
（

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
支

援
等

）

・
福
祉
制
度
か
ら
漏
れ
た
方
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
量
が
不

足
し
た
場
合
で
も
、
支
援
が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

・
福
祉
制
度
か
ら
漏
れ
た
方
や
、
サ
ー
ビ
ス
の
量
が
不

足
し
た
場
合
は
、
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
支
援
す
る
。

●
制
度
に
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
基
本
相
談
の
一
つ
と
し
て
、
制
度
に
と
ら
わ
れ
ず
、

必
要
に
応
じ
て
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
て
い
る
。

・
高
齢
化
に
伴
い
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
日
中
活
動

場
へ
の
移
動
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

・
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
た

め
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
。

●
Ｇ
Ｈ
利
用
者
向
け
の
送
迎

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
移
動
困
難
に
な
っ
て
き
た
人
に

は
、
日
中
活
動
場
ま
で
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
る
。

・
通
院
等
の
交
通
費
の
負
担
が
大
き
い
。

・
福
祉
有
償
運
送
事
業
の
実
施
。

●
福
祉
有
償
運
送
の
実
施

　
福
祉
制
度
利
用
者
を
対
象
に
、
福
祉
有
償
運
送
事

業
を
行
っ
て
い
る
。

「 暮 ら す 」 に つ い て

移
動

・
交

通

※
建

物
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

等
、

設
備

面
の

整
備

は
除

く
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

・
高
齢
化
に
伴
い
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
が
マ

ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
。

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
孤
立
し
て
い
る
。

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
支
援
の
他
に
地
域
の

方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

る
。

●
挨
拶
運
動

　
近
所
の
方
を
含
め
た
挨
拶
運
動
等
に
努
め
、
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場
が
な
い
。

・
気
軽
に
出
入
り
で
き
る
場
所
の
確
保
が
必
要
で
あ

る
。

●
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場

　
大
通
り
沿
い
に
「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
場
所

を
作
り
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
併
設
）
、
施
設
で
獲
れ

た
野
菜
の
販
売
を
利
用
者
と
と
も
に
行
い
、
地
域
住
民

と
の
交
流
に
努
め
て
い
る
。

・
ご
本
人
か
ら
の
訴
え
や
仲
間
か
ら
の
情
報
か
ら
健

康
状
況
を
把
握
し
て
い
る
が
、
高
齢
化
等
に
伴
い
、
緊

急
時
に
即
対
応
で
き
な
い
こ
と
等
が
想
定
さ
れ
る
。

・
夜
勤
者
等
の
増
員

・
高
齢
化
等
に
伴
う
緊
急
通
報
手
段
の
確
立
。

●
看
護
師
の
配
置

・
医
療
体
制
加
算
Ⅴ
を
算
定
し
て
い
る
。

・
看
護
師
が
巡
回
時
に
個
々
人
の
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

●
緊
急
ブ
ザ
ー
の
設
置

　
各
部
屋
に
緊
急
ブ
ザ
ー
ス
イ
ッ
チ
を
設
置
し
た
。
(近

隣
の
職
員
へ
通
報
さ
れ
る
。
)

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者
や
地
域
で
暮
ら
す
障
害

者
の
健
康
管
理
に
不
安
が
あ
る
。

・
地
域
の
医
療
機
関
の
協
力
を
得
て
利
用
者
の
健
康

管
理
を
行
う
。

・
施
設
の
嘱
託
医
を
委
嘱
す
る
。

・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
す
る
。

●
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携

・
地
域
の
開
業
医
の
協
力
を
得
て
、
施
設
の
嘱
託
医

と
し
て
委
嘱
し
て
い
る
。

・
訪
問
看
護
師
を
派
遣
し
、
施
設
の
利
用
者
や
地
域

の
障
害
者
の
健
康
管
理
や
看
護
を
行
っ
て
い
る
。

●
作
業
療
法
士
の
派
遣

　
看
護
師
等
を
確
保
で
き
な
い
他
の
法
人
の
事
業
所

に
対
し
て
、
地
域
連
携
の
一
つ
と
し
て
作
業
療
法
士
を

派
遣
し
て
い
る
。

権
利

擁
護

・
親
な
き
後
の
権
利
擁
護
に
不
安
が
あ
る
。

・
法
人
成
年
後
見
制
度
を
整
備
す
る
。

●
権
利
擁
護
事
業

　
当
法
人
と
保
護
者
、
地
域
の
福
祉
団
体
と
協
力
し
、

障
害
者
の
ほ
か
、
地
域
の
高
齢
者
等
も
対
象
と
し
て
、

成
年
後
見
等
の
権
利
擁
護
事
業
を
行
う
N
P
O
法
人
を

設
立
し
た
。

・
電
子
媒
体
を
利
用
し
た
ゲ
ー
ム
や
ネ
ッ
ト
通
販
等
に

没
頭
し
、
睡
眠
不
足
で
健
全
な
生
活
が
で
き
な
く
な
り

就
労
が
継
続
で
き
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い

る
。

・
夜
間
（
1
8
時
～
2
0
時
）
に
定
期
巡
回
を
行
い
、
生
活

状
況
を
把
握
し
、
整
容
や
身
だ
し
な
み
等
の
状
況
の

変
化
を
見
る
。

●
職
場
訪
問

　
世
話
人
や
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携

し
、
状
況
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
職
場
訪
問
を
行
い

勤
務
状
況
等
に
つ
い
て
職
場
の
担
当
者
と
情
報
交
換

を
行

っ
て
い
る
。

「 暮 ら す 」 に つ い て

保
健

・
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

「
働

く
」
に
つ
い
て

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

・
地
域
で
の
交
流
に
対
す
る
利
用
者
の
認
識
が
薄

い
。

・
回
覧
板
他
で
地
域
の
活
動
を
把
握
し
、
利
用
者
に
知

ら
せ
、
で
き
る
限
り
参
加
す
る
よ
う
に
す
る
。

●
地
域
の
活
動
に
参
加

　
総
会
、
清
掃
、
災
害
時
訓
練
時
に
は
班
長
他
職
員

と
共
に
参
加
し
て
い
る
。
ゴ
ミ
だ
し
等
で
注
意
を
受
け
る

事
も
あ
る
が
、
そ
の
都
度
利
用
者
さ
ん
と
対
応
を
し
て

い
る
。

・
地
域
住
民
に
障
害
者
支
援
施
設
が
ど
の
よ
う
な
施

設
か
、
分
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
い
。

・
施
設
と
し
て
、
障
害
者
差
別
意
識
の
解
消
に
努
め

る
。

・
「
障
害
者
」
を
理
解
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
を
提
供
す

る
。

・
施
設
で
公
開
講
座
を
開
催
し
、
障
害
者
支
援
技
術

等
の
普
及
を
図
る
。

●
法
人
所
有
の
プ
ー
ル
の
開
放

　
法
人
内
の
プ
ー
ル
の
無
料
開
放
（
５
月
～
１
０
月
は

地
域
の
保
育
所
、
夏
休
み
期
間
中
は
小
学
生
）
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
児
童
は
施
設
の
車
を
見
か
け
た
ら

手
を
振
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
公
開
講
座
の
開
催

　
感
染
症
や
知
的
障
害
者
支
援
に
関
す
る
公
開
講
座

を
開
催
し
て
い
る
。

・
高
齢
化
に
伴
い
、
身
体
を
動

か
す
事
を
億
劫
が
り
、

何
も
し
な
い
事
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
。

・
利
用
者
さ
ん
か
ら
の
余
暇
に
対
す
る
要
求
が
少
な
く

な
っ
て
き
た
。

・
利
用
者
さ
ん
が
興
味
を
引
く
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か

け
る
。

●
余
暇
活
動
へ
の
誘
い

　
職
員
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け
、
地
域
で
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に
参
加
し
た
り
、
本
体
施
設
で
の
余

暇
活
動
、
旅
行
な
ど
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
地
域
の
障
害
者
の
プ
ー
ル
の
活
用
。

・
施
設
の
プ
ー
ル
を
地
域
の
障
害
者
に
開
放
す
る
。

●
法
人
所
有
の
プ
ー
ル
の
開
放

　
地
域
の
他
の
障
害
者
事
業
所
の
利
用
者
に
対
し
、

施
設
の
プ
ー
ル
を
無
料
開
放
し
て
い
る
。

・
施
設
へ
の
通
所
（
就
労
Ｂ
型
）
後
に
過
ご
す
場
所
や

友
達
が
い
な
い
。

・
発
達
障
害
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
く
、
特
定

の
人
と
し
か
心
を
開
か
な
い
。

・
近
隣
に
発
達
障
害
者
へ
の
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
が

な
い
。

・
夕
方
の
保
護
者
が
帰
宅
す
る
ま
で
の
時
間
帯

（
1
6
:0
0
～
1
8
:0
0
）
の
過
ご
す
場
所
と
話
し
相
手
を
確
保

す
る
。
（フ

ォ
ー
マ
ル
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
と
も
)

●
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保

・
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
相
談
員
と
会

話
し
、
安
心
し
て
過
ご
す
時
間
と
場
所
が
確
保
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

・
支
援
の
中
で
、
洗
濯
機
の
使
い
方
等
も
覚
え
た
た

め
、
家
で
洗
濯
等
が
で
き
る
よ
う
な
り
、
自
宅
で
過
ご

せ
る
時
間
も
長
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

「 楽 し む 」 に つ い て「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て 「
家
族
へ
の
支
え
」
に
つ

い
て

啓
発
活
動
・
広
報

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

・
災
害
は
い
つ
い
か
な
る
時
に
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

の
で
不
安
で
あ
る
。

・
災
害
は
い
つ
い
か
な
る
と
き
に
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
の
で
、
日
々
の
準
備
（
防
災
訓
練
等
）
が
必
要
で
あ

る
。

●
防
災
訓
練

・
緊
急
時
対
応
が
心
配
で
あ
っ
た
が
、
日
ご
ろ
の
訓
練

等
に
よ
り
そ
れ

な
り
の

動
き
が

で
き
た
。

・
地
域
の
中
で
硫
化
水
素
自
殺
を
図
っ
た
人
が
い
て
、

地
域
住
民
に
避
難
指
示
が
出
て
、
近
隣
の
小
学
校
に

避
難
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
地
域
住
民
の
方
が
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者
の
面
倒
を
見
て
く
れ
た
。

・
緊
急
時
に
、
い
ざ
と
い
う
対
応
が
出
来
る
か
が
問
題

で
あ
る
。

・
地
域
と
共
に
避
難
訓
練
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
防
災
訓
練

・
防
災
指
導
セ
ン
タ
ー
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。

・
火
災
、
津
波
、
土
砂
災
害
等
の
想
定
を
し
た
非
難
訓

練
は
各
ホ
ー
ム
ご
と
に
毎
月
実
施
し
て
い
る
。

・
町
内
会
ご
と
の
災
害
訓
練
に
も
参
加
し
て
い
る
。
顔

や
名
前
な
ど
を
覚
え
て
も
ら
れ
る
た
め
利
用
者
さ
ん
も

嬉
し
そ
う
に
し
て
い
る
。

・
施
設
の
防
災
訓
練
に
、
地
域
住
民
が
参
加
し
て
く
れ

な
い
。

・
施
設
が
地
域
に
溶
け
込
む
必
要
が
あ
る
。

●
防
災
訓
練

・
地
域
の
消
防
団
に
施
設
職
員
が
３
名
入
り
、
消
防
訓

練
に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
の
安
全
を
地
域
住
民
と

一
緒
に
考
え
る
こ
と
で
協
力
体
制
を
築
い
て
い
る
。

・
災
害
時
に
重
度
の
知
的
障
害
者
の
受
け
入
れ
る
施

設
が
必
要
。

・
災
害
時
に
福
祉
避
難
所
と
し
て
知
的
障
害
者
の
受

け
入
れ
体
制
を
整
備
す
る
。

・
原
子
力
災
害
時
の
要
援
護
障
害
者
の
受
け
入
れ
体

制
を
整
備
す
る
。

●
福
祉
避
難
所

　
金
沢
市
か
ら
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定

を
受
け
、
必
要
な
備
品
等
を
整
備
し
た
。

●
施
設
間
の
受
入
協
定

　
施
設
間
で
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
障
害

者
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
協
定
締
結
に
向
け
て
準
備

中
で
あ
る
。

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て

防
災
活
動
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

復
旧
・
復
興
時

上
記
「
災
害
発
生
時
」
参
照

・
地
域
の
障
害
者
の
た
め
の
災
害
時
等
緊
急
時
の
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

・
夜
間
緊
急
時
（
火
災
時
）
の
支
援
体
制
が
手
薄
な
状

況
で
あ
っ
た
。

災
害
発
生
時

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て

●
大
分
市
共
同
生
活
援
助
等
緊
急
時
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事

業
　
大
分
県
大
分
市
で
は
　
「
大
分
市
共
同
生
活
援
助

事
業
等
利
用
障
害
者
緊
急
時
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

構
築
し
運
営
し
て
い
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
地

域
に
点
在
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
火
災
時
の
対
応

シ
ス
テ
ム
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

１
　
法
人
の
枠
を
超
え
て
地
域
に
点
在
す
る
G
H
の
近

隣
に
住
む
福
祉
施
設
職
員
等
を
「
協
力
員
」
と
い
う
立

場
で
大
分
市
障
害
福
祉
課
に
登
録
を
行
う
。
（
希
望
者

の
み
）

２
　
設
置
希
望
G
H
に
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
を
行

い
、
「
火
災
」
発
生
時
は
、
通
報
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
情

報
管
理
セ
ン
タ
ー
に
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

る
。

３
　
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
（
2
4
時
間
対
応
）
は
、
火
災
の

通
報
を
受
診
し
た
場
合
に
、
火
災
発
生
の
G
H
近
隣
の

「
協
力
員
」
に
メ
ー
ル
・
電
話
等
に
よ
り
、
一
斉
送
信
を

行
う
。

４
　
通
報
を
受
信
し
た
「
協
力
員
」
は
情
報
管
理
セ
ン

タ
ー
に
緊
急
対
応
の
可
否
、
到
着
時
間
等
の
連
絡
を

行
い
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
が
消
防
署
に
情
報
提
供
を

行
う
。

５
　
協
力
員
は
、
消
火
作
業
に
は
従
事
せ
ず
、
被
害
に

あ
っ
た
利
用
者
の
安
全
確
保
と
情
緒
の
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
支
援
を
行
う
。

６
　
協
力
員
は
、
基
本
的
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
登
録

を
行
い
、
実
働
時
に
報
酬
を
支
払
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

７
　
現
状
で
は
、
幸
い
に
実
働
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
停

電
等
の
自
動
通
報
は
度
々
通
報
さ
れ
て
い
る
。
現
在

協
力
員
は
1
5
0
名
程
度
、
１
G
H
4
名
～
6
名
程
度
の
配

置
と
な
っ
て
い
る
。
毎
年
度
大
分
市
障
害
福
祉
課
が

更
新
を
行
う
。
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         全
国
盲
ろ
う
難
聴
児
施
設
協
議
会
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分
類

項
　

　
　

目
現

状
で

の
課

題
解

決
方

策
と

し
て

考
え

ら
れ

る
こ

と
取

り
組

み
事

例
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

（
ｲ
ﾝ
ﾌ
ｫ
ｰ

ﾏ
ﾙ

ｻ
ｰ

ﾋ
ﾞｽ

・
ﾎ

ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ

に
よ

る
支

援
等

）

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

不
足

。
　

学
生

の
職

場
体

験
や

大
学

の
ゼ

ミ
で

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
な

ど
で

施
設

内
で

利
用

児
に

か
か

わ
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
。

今
後

も
っ

と
そ

の
機

会
を

増
や

し
て

い
け

た
ら

と
思

う
。

　
生

活
困

窮
家

庭
や

要
保

護
家

庭
の

利
用

児
で

送
迎

サ
ー

ビ
ス

の
要

望
が

あ
る

場
合

に
は

対
応

で
き

な
い

。
送

迎
サ

ー
ビ

ス
を

行
う

。

　
自

家
用

車
で

の
通

園
な

の
で

、
ガ

ソ
リ

ン
代

等
の

交
通

費
負

担
が

あ
る

。
交

通
費

用
の

支
給

自
治

体
に

よ
っ

て
は

、
通

園
施

設
に

通
う

時
の

交
通

費
を

支
給

し
て

い
る

。

　
聴

覚
障

害
者

へ
の

福
祉

サ
ー

ビ
ス

が
市

町
村

に
よ

っ
て

異
な

る
。

（
例

え
ば

、
軽

度
難

聴
児

補
聴

器
支

給
制

度
、

手
話

通
訳

派
遣

事
業

、
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

制
度

な
ど

）

　
国

の
基

準
を

踏
ま

え
、

さ
ら

に
各

市
町

村
の

連
携

を
深

め
て

い
た

だ
く
こ

と
で

、
柔

軟
か

つ
有

益
な

制
度

と
し

て
利

用
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

（
例

え
ば

、
現

状
で

は
居

住
市

町
村

を
越

え
て

手
話

通
訳

を
派

遣
で

き
な

い
な

ど
）

市
役

所
担

当
と

相
談

・
協

議
を

行
い

、
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

に
よ

る
通

園
に

繋
げ

た
。

し
か

し
、

転
居

後
、

居
住

自
治

体
が

異
な

る
と

市
を

越
え

た
サ

ポ
ー

ト
は

認
め

ら
れ

ず
不

可
に

な
っ

た
。

　
地

域
の

幼
稚

園
や

保
育

所
、

地
域

の
通

園
施

設
な

ど
で

難
聴

児
を

受
け

入
れ

て
い

る
が

「
難

聴
児

に
対

す
る

理
解

が
不

十
分

」
で

あ
る

為
、

担
任

の
説

明
が

難
聴

児
に

う
ま

く
伝

わ
っ

て
い

な
か

っ
た

り
、

友
達

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

て
い

な
い

場
合

が
あ

る
。

　
難

聴
通

園
施

設
の

職
員

が
、

利
用

児
の

幼
稚

園
や

保
育

所
、

通
園

施
設

等
を

訪
問

し
保

育
参

観
や

情
報

交
換

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
回

数
を

も
っ

と
増

や
せ

る
よ

う
に

す
る

。
　

利
用

児
の

聞
こ

え
や

こ
と

ば
の

状
態

を
説

明
し

、
必

要
な

配
慮

が
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
助

言
を

す
る

。

●
子

ど
も

の
障

害
特

性
に

応
じ

た
対

応
・
重

度
の

難
聴

児
が

入
園

し
た

幼
稚

園
で

 Ｆ
Ｍ

マ
イ

ク
を

使
用

し
て

も
ら

っ
た

。
 ま

た
、

幼
稚

園
側

が
大

型
の

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
を

購
入

し
、

話
し

合
い

活
動

の
時

、
テ

ー
マ

や
子

供
の

発
言

内
容

を
板

書
し

て
 く

れ
た

。
そ

の
結

果
、

難
聴

児
も

話
し

合
い

に
参

加
し

て
、

自
分

の
考

え
を

発
表

す
る

事
が

出
来

た
。

・
音

声
言

語
の

理
解

と
表

出
は

困
難

だ
が

簡
単

な
文

字
言

語
の

理
解

と
書

字
が

で
き

手
話

の
使

用
が

可
能

な
重

複
障

害
児

が
い

た
。

通
園

施
設

の
担

任
が

ク
ラ

ス
の

中
で

日
常

 の
や

り
と

り
に

簡
単

な
身

振
り

や
手

話
を

使
用

し
て

く
れ

た
。

ま
た

、
筆

談
用

具
を

購
入

し
て

、
指

示
を

出
す

際
に

書
字

で
対

応
し

て
く
れ

た
。

そ
う

す
る

と
子

ど
も

も
意

思
を

伝
え

る
時

、
書

字
を

使
う

様
子

が
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
 。

「 暮 す 」 に つ い て

（
難

聴
児

通
園

施
設

　
－

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

）

移
動

・
交

通

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

- 1
14

 -



分
類

項
　
　
　
目

現
状
で
の
課
題

解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

　
啓
発
活
動
と
し
て
市
か
ら
発
達
障
害
児
者
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
委
託
さ
れ
、
そ
の
中
に
一
般
市
民
が
受
け
ら

れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
年
５
～
６
回
開
催
し
た

り
、
自
閉
症
啓
発
デ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
し
て

い
る
が
、
聴
覚
障
害
に
対
す
る
啓
発
活
動
が
で
き
て
い

な
い
。

　
地
域
住
民
に
対
し
無
料
で
聴
力
検
査
を
行
う
な
ど
の

活
動
を
、
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
も
考
え
て
い
き
た

い
。

　
地

域
の

方
々

に
施

設
の

取
り
組

み
を
知

っ
て
い
た
だ

く
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
や
公
開
日
の
開
催
。

　
県
内
で
難
聴
療
育
を
行
っ
て
い
る
施
設
は
精
々
２
カ

所
程
度
の
自
治
体
が
多
く
、
一
施
設
が
担
う
地
域
が

広
範
囲
に
な
っ
て
い
る
。

「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇

・
ス
ポ
ー

ツ
・レ

ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

　
県
下
全
域
か
ら
通
う
幼
児
の
通
所
施
設
な
の
で
地

域
住
民
と
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
を
行
う
の
は

難
し
い
状
況
で
あ
る
。

●
地
域
の
方
々
も
参
加
で
き
る
お
祭
り
等
の
行
事
の

開
催

　
年

１
回
の

通
園

施
設

の
お
ま
つ
り
に
は

、
地

域
の

方
に
も
来
て
い
た
だ
き
、
食
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
子
ど
も
な
ら
ゲ
ー
ム
な
ど
に
参
加
し
て
利
用
児
と
一

緒
に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

　
両
親
が
聴
覚
障
害
者
で
難
聴
児
の
育
児
に
つ
い
て

不
安
を
抱
え
て
い
る
。
（
子
ど
も
が
母
親
の
言
う
こ
と
を

聞
か
な
い
。
父
親
の
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
、
な
ど
）

　
居
住
区
の
福
祉
担
当
、
家
庭
・
児
童
相
談
所
と
の
連

携
、
祖
父
母
も
含
め
た
相
談
・
助
言
な
ど
が
役
立
つ
。

　
居
住
区
の
福
祉
担
当
者
、
相
談
員
と
密
に
連
絡
を

取
り
合
い
、
父
親
の
受
診
や
母
親
へ
の
対
応
、
子
育

て
支
援
を
実
施
し
た
。
父
親
も
医
師
の
カ
ウ
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
中
で
自
己
を
客
観
的
に
見
つ
め
る
こ
と
が
出

来
つ
つ
あ
る
。

　
母
親
の
就
労
の
為
、
祖
母
宅
に
預
け
て
い
る
子
ど
も

が
祖
父
（
内
縁
者
）
か
ら
し
つ
け
と
称
し
た
体
罰
（
虐

待
）
を
受
け
て
い
る
。
母
親
も
保
育
所
へ
は
子
ど
も
を

預
け
る
が
、
通
所
支
援
に
は
な
か
な
か
通
わ
せ
な
い
。

　
保
育
所
と
の
連
携
を
は
か
り
、
子
ど
も
の
様
子
や
障

害
（
難
聴
）
を
把
握
、
共
通
理
解
す
る
。
母
親
へ
の
育

児
に
関
す
る
相
談
・
助
言
を
行
う
。

　
保
育
所
職
員
（
副
園
長
）
と
の
相
談
の
な
か
で
、
母

親
へ
の
育
児
支
援
の
手
立
て
や
祖
父
か
ら
の
隔
離
な

ど
を
検
討
し
た
。
他
の
通
所
先
を
探
す
な
ど
し
て
子
ど

も
の
発
達
支
援
（
母
子
）
を
進
め
た
。

　
ご
両
親
に
子
ど
も
の
障
が
い
が
告
げ
ら
れ
て
か
ら
療

育
ま
で
の
支
援
の
充
実
。

早
期
に
療
育
先
を
紹
介
す
る
こ
と
。

　
発
達
障
害
児
の
保
護
者
に
対
し
て
は
成
人
の
施
設

と
連
携
し
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、

聴
覚
障
害
児
の
保
護
者
に
対
し
て
は
な
か
な
か
行
え

て
い
な
い
。

　
保
護
者
支
援
の
一
環
と
し
て
卒
園
児
や
そ
の
保
護

者
に
来
て
も
ら
い
、
年
長
程
度
の
利
用
児
本
人
や
利

用
児
の
保
護
者
対
象
に
定
期
的
な
懇
談
会
を
開
く
な

ど
し
た
い
。

啓
発
活
動
・
広

報

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て 「
家
族
へ
の
支
え
」
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分
類

項
　
　
　
目

現
状
で
の
課
題

解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

防
災
活
動

　
災
害
発
生
時
に
は
地
域
の
共
同
避
難
所
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
地
域
自
治
会
や
警
察
な

ど
と
連
携
し
た
防
災
活
動
な
ど
は
行
え
て
い
な
い
。
復

旧
・
復
興
時
の
協
力
体
制
も
取
れ
て
い
な
い
。

　
地
域
住
民
や
警
察
な
ど
と
共
同
で
防
災
・
避
難
活
動

を
行
う
よ
う
に
し
た
い
。

災
害
発
生
時

　
夜
間
、
発
生
し
た
場
合
、
補
聴
器
を
忘
れ
て
避
難
す

る
の
可
能
性
が
あ
る
。

　
各
メ
ー
カ
ー
が
対
応
、
あ
る
い
は
療
育
施
設
で
可
能

な
限

り
対
応

。

復
旧
・
復
興
時

　
電
池
切
れ
。

　
療
育
施
設
で
も
電
池
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
。

そ の 他

　
受
給
者
証
の

発
行
か
ら
施
設

利
用
ま
で
の
空

白
期

間
が

あ
る

こ
と
。

　
申
請
に
来
た
日
か
ら
使
え
る
よ
う
に
仮
の
受
給
者
証

を
発
行
し
て
い
た
だ
く
。

　
自
治
体
に
よ
っ
て
対
応
が
こ
と
な
る
。

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」
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分
類

項
　

　
　

目
現

状
で

の
課

題
解

決
方

策
と

し
て

考
え

ら
れ

る
こ

と
取

り
組

み
事

例

　
一

人
暮

ら
し

の
場

合
、

障
害

が
あ

る
為

に
、

防
犯

上
の

問
題

が
あ

る
と

の
こ

と
で

家
を

借
り

に
く
い

場
合

が
あ

る
。

　
社

会
一

般
に

も
、

不
動

産
会

社
に

も
聴

覚
障

害
に

つ
い

て
の

正
し

い
理

解
啓

発
を

進
め

る
。

　
聾

児
や

盲
児

に
対

す
る

障
が

い
理

解
不

足
。

　
さ

ら
に

、
地

域
と

積
極

的
に

係
わ

る
こ

と
を

増
や

し
、

理
解

啓
発

を
図

る
。

　
1
2
月

の
「
餅

つ
き

大
会

」
を

毎
年

恒
例

に
し

、
障

が
い

の
理

解
啓

発
に

努
め

て
い

る
。

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
（
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ー

ビ
ス

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

支
援

等
）

　
積

極
的

な
受

入
れ

状
況

で
は

な
い

。
　

今
後

に
お

け
る

積
極

的
な

受
入

れ
。

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
用

；
個

人
、

団
体

の
定

期
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

、
月

延
8
0
人

に
協

力
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

　
地

域
交

流
、

理
解

啓
発

の
促

進
。

　
施

設
の

公
開

見
学

会
の

実
施

、
地

域
行

事
へ

の
積

極
的

な
参

加
等

。

　
聴

覚
障

害
者

は
、

地
域

で
孤

立
化

し
や

す
く
、

情
報

が
入

り
に

く
い

。
視

覚
障

害
者

も
、

情
報

手
段

が
制

限
さ

れ
る

。

　
地

域
の

自
治

会
等

へ
の

参
加

等
で

の
関

わ
り

を
持

ち
、

障
害

に
対

し
て

理
解

啓
発

の
促

進
。

　
町

内
の

子
ど

も
会

を
通

じ
た

交
流

の
拡

大
。

　
さ

ら
に

、
積

極
的

な
係

わ
り

を
目

指
す

こ
と

。

　
聴

覚
障

害
者

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
難

し
い

。
　

手
話

通
訳

の
同

行
援

護
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

。

　
近

隣
の

医
院

等
を

利
用

し
て

い
る

。
　

医
院

に
つ

い
て

は
、

嘱
託

医
と

し
て

契
約

。

　
聾

児
や

盲
児

に
対

す
る

障
害

へ
の

理
解

不
足

。
　

さ
ら

に
、

地
域

と
積

極
的

に
係

わ
る

こ
と

。

　
社

会
で

の
障

害
に

対
す

る
理

解
不

足
。

　
障

害
に

対
す

る
理

解
と

啓
発

の
促

進
。

　
障

害
児

の
特

性
に

つ
い

て
の

理
解

不
足

。
　

さ
ら

に
、

地
域

と
積

極
的

に
係

わ
る

こ
と

。
　

近
隣

の
施

設
等

に
実

習
の

機
会

を
与

え
て

頂
い

て
い

る
。

　
職

場
内

で
の

人
間

関
係

、
特

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
（
聴

覚
障

害
）
に

よ
り

、
定

着
し

ず
ら

い
。

視
覚

障
害

者
の

職
業

の
選

択
肢

が
な

い
。

こ
の

障
害

に
合

わ
せ

発
達

障
害

、
知

的
障

害
等

が
あ

る
と

、
さ

ら
に

厳
し

く
な

る
。

　
職

場
の

人
々

に
障

害
に

対
す

る
理

解
を

得
る

た
め

の
啓

発
活

動
を

行
う

。
　

就
労

・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

を
取

り
な

が
ら

、
本

人
に

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

を
し

て
い

る
。

場
合

に
よ

っ
て

は
、

直
接

、
職

場
に

行
き

障
害

へ
の

理
解

を
進

め
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

　
虐

待
ケ

ー
ス

が
増

え
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

保
護

の
確

保
が

難
し

い
。

　
ネ

ッ
ト

情
報

、
要

覧
等

活
用

。

 　
町

内
の

子
ど

も
会

を
通

じ
た

交
流

。
　

地
域

と
の

積
極

的
な

係
わ

り
を

目
指

す
こ

と
。

(入
所

施
設

部
会

＝
福

祉
型

障
害

児
入

所
施

設
）

住
ま

い
の

場

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

保
健

・
医

療
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

の
利

用

権
利

擁
護

「
働

く
」
に

つ
い

て

「 暮 す 」 に つ い て

啓
発

活
動

・
広

報

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て
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分
類

項
　

　
　

目
現

状
で

の
課

題
解

決
方

策
と

し
て

考
え

ら
れ

る
こ

と
取

り
組

み
事

例
「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇

・
ス

ポ
ー

ツ
・レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン

　
 支

援
学

校
等

を
通

じ
て

行
事

等
に

参
加

。
　

積
極

的
な

行
事

へ
の

参
加

。
　

県
内

福
祉

施
設

ス
ポ

ー
ツ

大
会

へ
も

積
極

的
に

参
加

し
て

い
る

。

　
 虐

待
、

精
神

疾
患

、
Ｄ

Ｖ
等

支
援

、
交

流
が

難
し

い
。

　
児

相
、

区
役

所
、

民
生

委
員

と
の

連
携

。

　
 障

害
児

童
家

庭
へ

の
理

解
不

足
。

　
施

設
入

所
時

の
の

場
合

、
共

に
生

活
し

て
い

な
い

こ
と

で
、

障
害

児
へ

の
対

応
が

十
分

に
で

き
な

い
こ

と
が

あ
る

。

　
入

所
中

に
学

校
と

共
に

、
保

護
者

に
障

害
児

と
の

関
わ

り
方

を
理

解
し

て
も

ら
う

。

　
地

域
防

災
関

係
者

、
住

民
の

理
解

促
進

。
　

地
域

協
定

、
地

域
防

災
訓

練
参

加
。

　
 町

内
と

の
連

携
。

　
さ

ら
な

る
地

域
連

携
を

目
指

す
。

　
毎

月
防

災
訓

練
を

実
施

し
て

い
る

。
　

消
防

署
と

の
の

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

設
置

。

　
地

域
協

定
に

基
づ

き
、

対
応

。

　
防

災
訓

練
・
防

災
意

識
の

不
足

。
　

自
施

設
の

安
全

確
保

と
近

隣
へ

の
声

掛
け

。
　

福
祉

避
難

所
と

し
て

の
施

設
運

営
。

　
建

物
の

耐
震

性
不

足
に

よ
る

倒
壊

の
恐

れ
が

あ
る

。
避

難
所

ま
で

の
移

動
。

夜
間

時
の

避
難

、
初

期
活

動
。

　
耐

震
性

補
強

が
必

要
。

（
三

年
後

に
は

移
築

予
定

）
公

的
機

関
と

地
域

か
ら

の
支

援
。

　
過

去
に

水
害

に
見

舞
わ

れ
た

際
、

子
ど

も
会

活
動

を
通

し
て

、
地

域
か

ら
支

援
し

て
も

ら
っ

た
。

　
地

域
か

ら
少

し
離

れ
て

い
る

た
め

、
支

援
が

受
け

に
く
い

か
も

し
れ

な
い

。
　

防
災

セ
ン

タ
ー

、
地

域
に

施
設

の
存

在
を

認
識

し
て

も
ら

う
。

　
 防

災
意

識
の

再
点

検
。

　
防

災
意

識
の

再
確

認
。

防
犯

　
 防

犯
体

制
。

　
施

設
内

防
犯

対
策

、
施

錠
、

非
常

ベ
ル

等
。

　
地

域
警

察
署

と
の

情
報

共
有

等
。

学
校

と
の

交
流

　
 交

流
不

足
に

伴
う

施
設

理
解

不
足

。
　

さ
ら

な
る

相
互

理
解

・
連

携
を

目
指

す
。

そ の 他「
家

族
へ

の
支

え
」
に

つ
い

て

防
災

活
動

災
害

発
生

時

復
旧

・
復

興
時

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て
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         日
本
盲
人
会
連
合
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

住
ま

い
の

場

●
視
覚
障
害
当
事
者
が
単
身
で
住
む
場
所
を
当
た
っ

た
場
合
、
火
事
を
出
す
な
ど
の
理
由
を
付
け
ら
れ
断
ら

れ
る
。

●
集
合
住
宅
や
地
域
の
掲
示
板
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

情
報
が
確
認
で
き
な
い
。

●
実
際
に
単
身
住
ま
い
で
火
事
を
起
こ
し
た
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
理
解
啓

発
に
努
め
る
。

●
掲
示
さ
れ
て
い
る
情
報
を
、
地
域
に
住
む
視
覚
障

害
当
事
者
に
も
伝
わ
る
よ
う
、
集
合
住
宅
の
管
理
人
、

民
生
委
員
な
ど
が
声
で
伝
え
る
。
ま
た
、
メ
ー
ル
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
活
用
す

る
。

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
（

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
支

援
等

）

●
当
事
者
団
体
と
福
祉
事
務
所
の
連
携
が
な
い
た

め
、
障
害
当
事
者
に
必
要
な
情
報
を
届
け
ら
れ
な
い
。

●
当
事
者
団
体
と
福
祉
事
務
所
と
の
連
携
。

移
動

・
交

通

※
建

物
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

等
、

設
備

面
の

整
備

は
除

く

●
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
も
、
体
調
や
周
囲
の
状
況

に
よ
り
、
感
覚
が
ず
れ
て
し
ま
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
動

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

●
視
覚
的
な
情
報
表
示
だ
け
を
さ
れ
て
い
る
と
、
内
容

が
把
握
で
き
な
い
。

●
普
段
歩
き
な
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
も
、
歩
道
の
工

事
、
自
転
車
や
看
板
な
ど
固
定
さ
れ
て
い
な
い
障
害

物
、
歩
き
ス
マ
ホ
な
ど
が
妨
げ
と
な
っ
て
歩
行
に
支
障

を
来

す
。

●
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
・
電
気
自
動
車
・
電
動
バ
イ
ク
・
電

動
自
転
車
は
エ
ン
ジ
ン
音
が
し
な
い
た
め
、
接
近
に
気

付
か
な
い
。

●
「
声
か
け
」
の
啓
発
。

●
誘
導
方
法
の
啓
発
。

●
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
な
ら
び
に
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
４
０
ｃ

ｍ
の
と
こ
ろ
に
は
物
を
置
か
な
い
。

●
歩
き
ス
マ
ホ
は
、
誰
に
と
っ
て
も
危
険
な
行
為
で
あ

る
た
め
、
禁
止
す
る
よ
う
啓
発
す
る
。

●
静
音
車
に
つ
い
て
は
、
接
近
音
を
鳴
ら
す
仕
組
み

は
あ
る
が
、
ボ
タ
ン
で
解
除
で
き
る
た
め
、
鳴
ら
し
て
い

な
い
車
が
多
い
。
高
齢
者
・
子
ど
も
も
含
め
危
険
回
避

と
な
る
た
め
、
接
近
音
を
鳴
ら
す
よ
う
啓
発
す
る
。

●
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
障
害
当
事
者
が
困
っ
て

い
る
状
態
に
あ
る
場
合
は
、
手
助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
き
っ
か
け
と
な
る
。

●
視
覚
障
害
当
事
者
は
、
移
動
だ
け
で
な
く
、
視
覚
的

な
情
報
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
声
で
教
え
ら

れ
る
こ
と
は
有
効
。

●
手
助
け
を
断
ら
れ
た
と
し
て
も
、
危
険
な
箇
所
が
あ

る
と
こ
ろ
で
は
、
見
守
る
こ
と
も
必
要
。

●
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車

・
電

気
自

動
車
に
つ
い
て
は

、
平

成
３
０
年
度
か
ら
販
売
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
接
近

通
報
装
置
を
鳴
ら
す
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
て
お
り
、
解

除
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

●
金
融
機
関
で
の
口
座
開
設
・
ロ
ー
ン
契
約
す
る
際
、

相
手
側
が
代
筆
対
応
し
て
も
ら
え
な
い
。

●
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
契
約
を
行
う
際
、
相

手
側
に
代
筆
対
応
を
し
て
も
ら
え
な
い
。

●
金
融
庁
よ
り
金
融
機
関
に
対
し
て
、
配
慮
す
る
よ
う

通
達
さ
れ
て
い
る
が
、
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。
対
応
が

進
む
よ
う
一
層
の
啓
発
を
行
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
契
約
の
際
に
提
供
者
側
で
代
筆
・
代
読

対
応
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

保
健

・
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

●
保
険
契
約
を
す
る
際
、
代
筆
対
応
を
し
て
も
ら
え
な

い
。

●
視
覚
障
害
を
理
由
に
契
約
を
断
ら
れ
る
。

●
入
院
時
の
移
動
や
提
示
さ
れ
る
活
字
書
類
の
内
容

確
認
・
記
入
が
で
き
な
い
。

●
複
数
の
薬
を
服
用
す
る
際
、
薬
の
区
別
が
難
し

い
。

●
書
類
へ
の
代
筆
・
代
読
。

●
移
動
、
代
筆
・
代
読
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
側
で
の
対

応
。

●
薬
の
区
別
が
で
き
る
よ
う
、
本
人
に
確
認
し
な
が
ら

配
慮
す
る
。

●
薬
に
つ
い
て
は
、
渡
す
際
に
触
っ
て
形
を
確
認
さ
せ

る
、
１
回
に
飲
む
量
ご
と
に
小
分
け
す
る
、
薬
ご
と
に

薬
袋
を
変
え
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

権
利

擁
護

●
視
覚
障
害
者
は
、
大
き
く
全
盲
者
と
弱
視
（
ロ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
）
者
に
分
か
れ
、
弱
視
者
が
視
覚
障
害
者
の
７

割
を
占
め
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

白
杖
を
持
っ
て
い
る
弱
視
者
が
、
ス
マ
ホ
を
見
て
い
た

り
、
本
を
読
ん
だ
り
す
る
と
、
疑
い
の
目
で
見
ら
れ
る
。

●
眼
科
医
が
視
覚
障
害
と
な
っ
た
患
者
に
対
し
て
、
今

後
の
生
活
や
残
存
視
機
能
の
活
用
な
ど
、
具
体
的
な

ア
ド
バ

イ
ス
が

で
き
な
い
。

●
視
覚
障
害
者
に
つ
い
て
、
理
解
を
促
す
よ
う
努
め

る
。

●
医
療
機
関
と
訓
練
機
関
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
連
携

し
て
、
患
者
の
今
後
を
導
く
よ
う
な
体
制
づ
く
り
。

●
昨
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
差
別
解
消
法
が

制
定
す
る
前
、
視
覚
障
害
当
事
者
に
よ
る
差
別
的
な

事
例
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
集
ま
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
事
例
を
分
類
・
編
集
し
、
視
覚
障
害
者
に
関
す

る
差
別
事
例
集
と
し
て
作
成
し
、
理
解
に
向
け
て
啓
発

を
行

っ
て
い
る
。

●
生
涯
半
ば
で
視
覚
障
害
者
と
な
っ
た
方
や
そ
の
家

族
な
ど
が
、
眼
科
な
ど
の
医
療
機
関
医
か
ら
生
活
訓

練
や
職
業
訓
練
な
ど
の
訓
練
機
関
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
の
質
向
上
に
向
け
て
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が

る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
携
を
啓
発
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
た
。

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

●
採
用
試
験
や
昇
進
試
験
な
ど
で
、
点
字
や
音
声
、

拡
大
文
字
で
の
対
応
が
な
い
場
合
が
あ
る
。

●
慣
れ
て
い
な
い
通
勤
路
や
外
出
・
出
張
で
は
、
移

動
に
困
難
を
来
す
こ
と
が
あ
る
。

●
雇
用
さ
れ
て
い
る
視
覚
障
害
者
に
対
し
て
理
解
が

不
足
し
て
い
る
。

●
試
験
に
つ
い
て
は
、
問
題
文
の
点
字
や
音
声
、
拡

大
文
字
化
、
解
答
時
間
延
長
な
ど
の
配
慮
が
必
要
。

●
通
勤
時
や
就
労
中
の
外
出
、
出
張
に
お
い
て
、
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
が
必
要
。

●
雇
用
さ
れ
て
い
る
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
何
が
必

要
か
、
雇
用
側
は
何
を
す
れ
ば
い
い
か
を
話
し
合
い
、

社
内
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発
活
動
・
広
報

●
視
覚
障
害
者
に
つ
い
て
の
理
解
。
特
に
弱
視
（
ロ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
）
者
に
つ
い
て
の
理
解
が
浸
透
し
て
い
な
い
。

●
街
で
視
覚
障
害
者
に
遭
遇
し
た
ら
声
か
け
を
す
る

よ
う
働
き
か
け
る
。

●
昨
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
差
別
解
消
法
が

制
定
す
る
前
、
視
覚
障
害
当
事
者
に
よ
る
差
別
的
な

事
例
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
集
ま
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
事
例
を
分
類
・
編
集
し
、
視
覚
障
害
者
に
関
す

る
差
別
事
例
集
と
し
て
作
成
し
、
理
解
に
向
け
て
啓
発

を
行

っ
て
い
る
。

●
弱
視
（
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
）
者
の
読
み
書
き
に
関
す
る
調

査
を
行
い
報
告
書
に
ま
と
め
、
理
解
の
啓
発
を
行
っ
て

い
る
。

「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

●
地
域
と
と
も
に
作
り
上
げ
る
よ
う
な
活
動
が
な
い
た

め
、
余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
周

知
さ
れ
て
い
な
い
。

●
誰
も
が
参
加
で
き
る
活
動
の
場
を
設
け
て
、
広
く
参

加
を
呼
び
か
け
、
交
流
を
通
じ
て
理
解
啓
発
に
努
め

る
。

●
市
区
町
村
主
催
の
障
害
者
運
動
会
を
開
催
。
競
技

に
は
障
害
当
事
者
と
そ
の
家
族
や
支
援
者
が
主
に
参

加
す
る
が
、
地
域
の
人
も
運
動
会
進
行
の
手
伝
い
、

競
技
参
加
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
、
理

解
啓

発
を
行

っ
た
。

●
視
覚
障
害
児
を
持
つ
家
族
に
対
し
て
の
支
援
。

●
中
途
失
明
者
の
家
族
に
対
す
る
精
神
的
な
面
も
含

め
た
支
援
。

●
相
談
窓
口
の
充
実
。

●
日
盲
連
で
は
、
本
人
も
含
め
、
家
族
や
周
り
の
方

か
ら
の
総
合
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。

「
家
族
へ
の
支
え
」
に
つ
い
て

「
働

く
」
に
つ
い
て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

防
災
活
動

●
災
害
時
要
援
護
者
登
録
、
災
害
時
個
別
支
援
計
画

提
出
が
進
ん
で
い
な
い
。

●
障
害
当
事
者
が
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
な
い
地

域
が
あ
る
。

●
地
域
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
が
障
害
当
事
者
に

届
い
て
い
な
い
。

●
当
事
者
団
体
と
市
区
町
村
が
連
携
し
、
当
事
者
団

体
登
録
会
員
を
含
む
多
く
の
障
害
当
事
者
が
災
害
時

要
援
護
者
登
録
、
災
害
時
個
別
支
援
計
画
を
提
出
で

き
る
よ
う
、
個
別
に
訪
問
調
査
を
行
う
。

●
地
域
の
防
災
訓
練
や
防
災
セ
ミ
ナ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
障
害
当
事
者
も
参
加
で
き
る
よ
う
内
容
を
検
討

す
る
。

●
市
区
町
村
が
当
事
者
団
体
等
に
依
頼
し
て
、
各
家

庭
に
調
査
員
を
派
遣
し
、
災
害
時
要
援
護
者
登
録
、

災
害
時
個
別
支
援
計
画
を
調
査
収
集
す
る
。

●
地
域
の
防
災
訓
練
の
中
に
障
害
当
事
者
団
体
が

参
加
し
、
視
覚
障
害
当
事
者
の
誘
導
体
験
や
災
害
時

に
困
る
こ
と
に
つ
い
て
発
表
す
る
。

●
障
害
当
事
者
団
体
で
構
成
す
る
防
災
組
織
を
市
区

町
村
内
に
立
ち
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
共
有
を
行

い
、
地
域
に
周
知
す
る
。

災
害
発
生
時

●
障
害
当
事
者
の
み
が
在
宅
中
に
災
害
発
生
し
た
場

合
、
本
人
が
周
囲
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し

い
。

●
近
所
の
人
、
支
援
者
等
が
障
害
当
事
者
宅
を
訪
問

し
、
状
況
を
知
ら
せ
、
避
難
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

と
も
に
避
難
所
に
向
か
う
。

●
避
難
所
内
で
は
、
よ
り
周
囲
の
状
況
把
握
が
で
き

な
い
た
め
、
移
動
や
情
報
提
供
に
関
し
て
配
慮
す
る
。

●
普
段
利
用
し
て
い
る
福
祉
施
設
等
が
、
福
祉
避
難

所
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
指
定
の
幅
を
拡
大
す
る
。

復
旧
・
復
興
時

●
避
難
所
滞
在
が
長
期
化
し
た
場
合
、
特
に
何
も
す

る
こ
と
が
な
い
と
、
精
神
的
に
不
安
に
な
っ
て
く
る
。

●
障
害
当
事
者
に
も
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
考
え
る
。

●
東
日
本
大
震
災
で
避
難
所
生
活
送
っ
て
い
た
視
覚

障
害

当
事

者
が

日
に
ち
が

経
つ
に
つ
れ

て
、
周

り
は

片
づ
け
に
帰

っ
た
り
、
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
す

る
な
ど
し
て
、
何
も
で
き
な
い
自
分
だ
け
が
取
り
残
さ

れ
た
よ
う
な
気
に
な
り
、
気
持
ち
が
沈
ん
で
い
っ
た
。
そ

ん
な
と
き
に
、
疲
れ
果
て
て
戻
っ
て
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
接
す
る
う
ち
に
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
視
覚
を
有
す

る
自
分
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
の
疲
労
を
軽
く
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
ス
ペ
ー
ス
を
避
難

所
内
に
開
設
。
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
避
難
所
生
活
者

に
対
し
て
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
、
と
て
も
喜
ば
れ
た
と

同
時

に
、
本

人
の

生
き
が

い
に
も
つ
な
が

っ
た
。

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て
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         全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

住
ま

い
の

場

・
集
合
住
宅
で
中
央
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
部
屋
の
イ
ン
タ
ー

フ
ォ
ン
で
や
り
取
り
を
す
る
際
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
。

・
地
域
の
行
事
、
自
治
会
（
町
内
会
）
活
動
時
、
手
話

通
訳
者
の
派
遣
を
依
頼
す
る
必
要
が
あ
り
、
聴
覚
障

害
者
の
日
常
的
な
地
域
活
動
に
支
障
が
生
じ
て
い

る
。

・
画
面
に
文
字
が
映
し
出
せ
る
機
械
が
あ
れ
ば
、
中
央

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
部
屋
の
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
で
の
や
り
取

り
が
可
能
に
な
る
。

・
町
内
会
役
員
及
び
民
生
委
員
は
聴
覚
障
害
者
へ
の

配
慮
や
対
応
方
法
や
手
話
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、

学
習
で
き
る
機
会
を
作
る
。
（
会
議
や
行
事
で
必
要
な

と
き
に
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
を
利
用
し
て
依
頼
す

る
こ
と
及
び
手
話
を
学
習
し
て
手
話
で
日
常
会
話
で
き

る
よ
う
に
す
る
）

・
聴
覚
障
害
者
が
暮
ら
す
現
場
の
近
く
に
手
話
が
で
き

る
人
又
は
、
手
話
通
訳
が
で
き
る
人
が
い
て
、
い
つ
で

も
す
ぐ
対
応
し
て
く
れ
る
例
は
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
例

は
少
な
い
。

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
（

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
支

援
等

）

・
福
祉
施
設
で
手
話
の
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
、
利
用
者
が

い
な
い
た
め
に
孤
立
す
る
聴
覚
障
害
者
が
見
ら
れ

る
。

　
特
に
高
齢
・
重
複
聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
支
援
は

専
門
的
知
識
と
技
術
が
必
要
。

・
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
手
話
可
能
な

支
援
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
、
聴
覚

障
害
者
が
確
実
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
保
障
の
下
で

専
門

的
な
知

見
に
基

づ
く
効

果
的

な
支

援
を
受
け
に
く

い
状
況
が
あ
る
。

・
福
祉
施
設
で
手
話
講
習
会
を
開
催
し
て
、
手
話
を
学

べ
る
環
境
作
り
。
講
師
は
聴
覚
障
害
者
と
聞
こ
え
る
人

と
ペ
ア
で
組
ん
で
指
導
を
行
う
。
ま
た
、
『
聴
覚
障
害
者

へ
の
配
慮
や
対
応
方
法
等
』
の
必
須
研
修
導
入
。
当

事
者
を
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
採
用
す
る
な
ど
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
・
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
聴
覚
障
害

者
の
こ
と
を
熟
知
し
た
手
話
通
訳
者
の
配
置
及
び
当

事
者
を
職
員
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
果
的
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
。

・
全
国
高
齢
聴
覚
障
害
者
福
祉
施
設
協
議
会
加
盟
施

設
や
全
国
ろ
う
重
複
障
害
者
施
設
連
絡
協
議
会
加
盟

施
設
等
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

移
動

・
交

通

※
建

物
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

等
、

設
備

面
の

整
備

は
除

く

・
バ
ス
や
電
車
、
飛
行
機
な
ど
は
緊
急
時
の
車
内
放

送
が
音
声
の
み
の
た
め
、
聴
覚
障
害
者
が
避
難
な
ど

状
況
に
応
じ
た
行
動
を
と
る
た
め
の
必
要
な
情
報
が

得
ら
れ
な
い
状
況
が
見
ら
れ
る
。
電
光
掲
示
板
は
事

故
発
生
時
に
十
分
な
情
報
を
流
せ
て
い
な
い
た
め
、

代
替

手
段

に
は

な
り
え
て
い
な
い
。

・
駅
員
・
乗
務
員
が
、
筆
談
拒
否
な
ど
聴
覚
障
害
者
に

対
す
る
配
慮
に
非
協
力
的
な
態
度
を
取
る
ケ
ー
ス
が

相
次
い
で
い
る
。

・
観
光
名
所
な
ど
を
通
過
す
る
際
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流

れ
て
く
る
た
め
、
ろ
う
者
は
場
の
状
況
が
掴
め
ず
、
楽

し
め
な
い
。

・
車
内
放
送
が
流
れ
る
と
同
時
に
、
電
光
掲
示
板
に
も

放
送
と
同
じ
内
容
の
文
字
を
流
す
、
モ
ニ
タ
ー
画
面
に

手
話
・
文
字
を
１
０
０
％
映
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
状

況
を
理
解
で
き
て
、
次
の
手
段
に
移
動
し
や
す
く
な

る
。
（
モ
ニ
タ
ー
画
面
に
、
車
内
音
声
放
送
を
文
字
も
し

く
は
手
話
で
流
せ
る
の
か
ど
う
か
、
製
作
会
社
と
当
事

者
団
体
が
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
）

・
駅
員
・
乗
務
員
・
職
員
が
『
聴
覚
障
害
者
へ
の
配
慮

や
対
応
方
法
等
』
を
認
識
で
き
る
よ
う
必
須
研
修
と
し

て
導
入
す
べ
き
。
講
師
は
聴
覚
障
害
者
団
体
に
依
頼

す
る
。

・
事
前
に
案
内
パ
ン
フ
（
路
線
通
過
す
る
際
、
こ
の
よ
う

な
案
内
が
あ
る
等
の
説
明
内
容
）
を
聴
覚
障
害
者
に

配
布
す
る
。
ま
た
は
モ
ニ
タ
ー
画
面
に
文
字
表
記
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
聴
覚
障
害
者
も
楽
し
め
る
。

・
お
手
伝
い
が
必
要
な
お
客
様
へ
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
た

応
対
を
行
う
た
め
、
「
ま
ご
こ
ろ
サ
ー
ビ
ス
ブ
ッ
ク
」
を
作

成
し
、
駅
係
員
や
乗
務
員
な
ど
営
業
系
社
員
に
配
布

す
る
た
め
の
冊
子
を
作
成
し
て
配
布
、
学
習
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
（
筆
談
、
手
話
等
）
に
つ
い

て
学
ぶ
と
と
も
に
手
話
に
よ
る
会
話
を
実
体
験
す
る
。

・
「
手
話
マ
ー
ク
」
「
筆
談
マ
ー
ク
」
普
及
・
設
置

h
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「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
地
域
の
意
思
疎
通
支
援
事
業
で
は
、
派
遣
対
象
と

な
る
範
囲
か
ら
職
場
や
自
己
啓
発
、
学
校
教
育
に
関

す
る
も
の
を
除
外
す
る
な
ど
、
聴
覚
障
害
者
の
幅
広

い
社
会
活
動
を
保
障
す
る
観
点
か
ら
の
対
応
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。

・
特
に
職
場
や
小
中
高
大
学
ま
で
の
授
業
に
お
け
る

情
報
保
障
体
制
が
遅
れ
て
お
り
、
聴
覚
障
害
者
の
学

力
発
達
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
上
の
大
き
な
支
障
と
な
っ

て
い
る
。

・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
外
国
人
従
業
員
の
増
加
に
よ
り
、
意

思
疎
通
を
図
る
の
が
難
し
い
。

聴
覚
障
害
者
の
最
大
バ
リ
ア
ー
は
情
報
ア
ク
セ
ス
面

で
あ
る
。
様
々
な
現
場
が
あ
る
が
、
全
部
共
通
し
て
い

る
。
意
志
疎
通
支
援
事
業
、
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
支

援
機
構
に
よ
る
手
話
通
訳
担
当
者
な
ど
制
度
が
あ
る

が
、
利
用
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
る
。
現
在
考
え
ら
れ
る

の
は
障
害
者
差
別
解
消
法
、
改
正
障
害
者
雇
用
促
進

法
に
よ
る
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
の
考
え
方
、
方
法

を
社
会
の
隅
々
ま
で
広
げ
る
こ
と
が
必
要
。
手
話
が

言
語
と
認
め
ら
れ
た
が
、
手
話
言
語
に
関
す
る
法
整

備
が
進
ん
で
な
い
。
手
話
通
訳
者
は
重
要
な
人
的
支

援
で
あ
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
手
話
通
訳
者
の

配
置
を
義
務
付
け
る
な
ど
環
境
整
備
を
急
が
れ
た

い
。

・
ス
ー
パ
ー
が
手
話
で
接
客
向
上
を
図
る
た
め
に
、
地

元
の
聴
覚
障
害
者
団
体
の
協
力
を
得
て
研
修
を
行
う

な
ど
聴
覚
障
害
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
、
接

客
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
（
高
知
県
等
）

・
コ
ン
ビ
ニ
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
」
を
設

置
（
愛
知
県
知
立
市
）
、
飲
食
店
利
用
者
用
・
店
舗
用

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
」
を
配
布
。

・
「
手
話
マ
ー
ク
」
「
筆
談
マ
ー
ク
」
普
及
・
設
置
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保
健

・
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

・
地
域
の
中
核
的
病
院
で
も
手
話
通
訳
者
が
配
置
さ

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

・
夜
間
救
急
時
に
手
話
通
訳
者
を
確
保
で
き
る
体
制

が
確
立
し
て
い
な
い
上
に
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
も

協
力
的
で
は
な
く
、
適
切
な
治
療
が
受
け
ら
れ
て
い
な

い
。

・
聴
覚
障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
際
に

マ
ス
ク
を
装
着
し
た
ま
ま
に
し
た
り
、
筆
談
を
す
る
こ
と

に
対
し
て
非
協
力
的
な
態
度
を
示
す
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

多
い
。

・
順
番
を
呼
び
出
す
と
き
に
聴
覚
障
害
者
が
事
前
に

目
で
分
か
る
方
法
で
呼
び
出
す
よ
う
に
依
頼
し
て
も
、

音
声
だ
け
で
呼
び
出
し
て
反
応
が
な
け
れ
ば
そ
の
ま

ま
飛
ば
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
る
。

・
受
診
予
約
方
法
を
電
話
に
限
定
し
て
い
る
医
療
機

関
が
多
い
。

・
手
話
通
訳
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る
市
立
病
院
が
い
く

つ
か
あ
る
が
、
必
然
的
に
不
足
し
て
い
る
。

・
夜
間
救
急
対
応
が
可
能
な
病
院
に
は
手
話
通
訳
者

を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
適
切
な
医
療
が
受
け
ら

れ
る
。

・
聴
覚
障
害
者
へ
の
配
慮
や
対
応
方
法
等
を
熟
知
で

き
る
よ
う
必
須
研
修
と
し
て
導
入
す
べ
き
。

・
視
覚
的
に
分
か
る
番
号
案
内
が
導
入
さ
れ
て
い
る

病
院
が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
、
視
覚
的
に
把
握
し
や
す

い
。

・
受
診
予
約
方
法
を
メ
ー
ル
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
対
応

可
を
。

・
手
話
通
訳
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る
公
立
病
院
が
数

え
ら
れ
る
程
度
。
保
健
所
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

・
視
覚
的
に
分
か
る
番
号
案
内
が
導
入
さ
れ
て
い
る

病
院
が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
、
視
覚
的
に
把
握
し
や
す

い
。

・
「
手
話
マ
ー
ク
」
「
筆
談
マ
ー
ク
」
普
及
・
設
置
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「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 暮 ら す 」 に つ い て

権
利

擁
護

・
日
本
語
を
不
得
手
と
す
る
聴
覚
障
害
者
が
、
権
利
侵

害
な
ど
不
利
な
状
況
に
お
か
れ
た
と
き
に
、
適
切
に
相

談
対
応
し
て
も
ら
え
る
体
制
を
備
え
て
い
る
地
域
が
少

な
い
。

・
無
料
相
談
を
利
用
す
る
時
間
が
限
ら
れ
、
聞
こ
え
る

人
と
同
様
の
扱
い
。
ろ
う
者
は
手
話
通
訳
を
介
し
て
の

相
談
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
時
間
が
か
か
り
、
十
分
な

相
談
が
受
け
ら
れ
な
い
状
況
が
あ
る
。

・
Ｄ
Ｖ
な
ど
相
談
先
が
電
話
番
号
の
み
に
な
っ
て
い

る
。

・
聴
覚
障
害
者
へ
の
配
慮
と
対
応
方
法
等
を
熟
知
で

き
る
よ
う
、
必
須
研
修
の
義
務
化
導
入
。
ま
た
、
ろ
う
あ

者
相
談
員
、
手
話
通
訳
者
の
配
置
拡
大
。

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
掲
載
義
務
化
。

・
障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
相
談
支
援
事
業
が
あ

る
が
、
聴
覚
障
害
者
が
利
用
し
や
す
い
と
こ
ろ
は
あ
ま

り
な
い
。
ろ
う
重
複
障
害
者
や

ろ
う
高
齢
障
害
者
な
ど

は
深
刻
で
あ
る
の
で
、
こ
の
制
度
、
事
業
に
対
す
る
情

報
ア
ク
セ
ス
面
の
保
障
が
重
要
。

・
札
幌
市
、
福
岡
市
等
が
ろ
う
あ
者
相
談
員
を
配
置
し

て
い
る
。

・
職
場
の
会
議
や
研
修
、
朝
礼
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
が
必
要
な
場
面
で
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
の

意
思
疎
通
支
援
を
受
け
に
く
い
状
況
が
あ
る
。
意
思

疎
通
支
援
事
業
に
よ
る
通
訳
者
派
遣
制
度
で
、
職
場

を
派
遣
対
象
と
し
て
認
め
て
い
な
い
自
治
体
が
多
い

こ
と
や
、
企
業
情
報
漏
洩
に
対
す
る
企
業
の
懸
念
、
高

齢
・
障
害
・
求
職
者
支
援
機
構
に
よ
る
手
話
通
訳
担
当

者
の
委
嘱
に
関
す
る
助
成
金
の
不
十
分
性
・
使
い
に

く
さ
が
背
景
に
あ
る
。

・
聴
覚
障
害
者
の
情
報
保
障
の
必
要
性
を
理
解
し
て

い
な
い
企
業
が
依
然
と
し
て
多
い
。

・
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
よ
る
「
合
理
的
配
慮
の

提
供
」
の
考
え
方
、
方
法
を
事
業
所
に
普
及
す
る
こ

と
。
過
重
な
負
担
が
あ
る
場
合
は
、
合
理
的
配
慮
の

提
供
と
な
ら
な
い
が
、
現
場
や
個
々
に
応
じ
た
い
ろ
い

ろ
な
工
夫
や
配
慮
方
法
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
例

を
収
集
し
周
知
す
る
。

・
特
例
子
会
社
に
は
手
話
通
訳
者
を
採
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
が
、
一
般
事
業
所
で
は
手
話
通
訳
者
の

採
用
は
少
な
く
、
外
部
手
話
通
訳
者
に
依
頼
し
て
い

る
。

・
手
話
協
力
員
や
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
等
の
制
度
の
拡

充
を
求
め
て
い
く
。

「
働

く
」
に
つ
い
て

- 1
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発
活
動
・
広
報

・
聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
差
別
的
態
度
を
と
る
住
民

が
依
然
と
し
て
み
ら
れ
る
。

・
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
な
ど
の

情
報
保
障
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
広
報
な
ど

に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

・
聴
覚
障
害
者
へ
の
配
慮
と
対
応
方
法
等
を
熟
知
で

き
る
よ
う
、
地
域
住
民
と
の
相
互
交
流
が
で
き
る
機
会

の
確
保
。
必
須
研
修
。
ま
た
手
話
通
訳
者
の
配
置
拡

大
。

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
掲
載
の
義
務
化
。

・
公
民
館
等
に
お
い
て
手
話
学
習
の
場
を
通
し
て
、
聴

覚
障
害
者
へ
の
理
解
・
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

・
「
手
話
マ
ー
ク
」
「
筆
談
マ
ー
ク
」
普
及
・
設
置
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「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
博
物
館
や
資
料
館
な
ど
の
文
化
施
設
、
映
画
館
や

演
劇
場
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な
ど
娯
楽
施
設
に
お
け

る
情
報
保
障
が
遅
れ
て
い
る
。
館
内
放
送
を
音
声
だ

け
で
流
す
、
映
像
資
料
に
字
幕
を
付
け
て
い
な
い
、
邦

画
、
ア
ニ
メ
の
上
映
時
に
字
幕
を
付
け
て
い
な
い
、
聴

覚
障
害
者
向
け
の
字
幕
付
き
上
映
の
期
間
、
時
間
帯

が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
、
と
い
っ
た
問
題
状
況
が
至

る
所
で
み
ら
れ
る
。

・
遊
園
地
な
ど
で
聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
遊
戯
施
設

の
利
用
拒
否
を
す
る
と
こ
ろ
が
散
見
さ
れ
る
。

・
携
帯
情
報
端
末
等
の
IT
を
使
っ
た
音
声
ガ
イ
ド
（
字

幕
）
導
入
に
よ
っ
て
、
聴
覚
障
害
者
へ
の
対
応
が
可
能

に
な
る
。

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
導
入
の
普
及
。

・
メ
ガ
ネ
型
端
末
に
字
幕
が
見
え
る
仕
組
み
が
一
部

で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

・
「
Ｕ
Ｄ
Ｃ
as
t」
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
使

っ
た
字

幕
シ
ス

テ
ム

・
い
く
つ
か
の
観
光
地
で
は
、
ろ
う
者
自
身
ま
た
は
手

話
サ
ー
ク
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
話
ガ
イ
ド
、
申
込

み
に
よ
り
手
話
通
訳
者
を
用
意
す
る
所
も
見
ら
れ
る
。

・
聴
覚
障
害
児
を
育
て
る
親
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る

機
関
が
な
い
。
口
話
主
義
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
考
え

方
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
偏
っ
た
情
報
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
親
や
本
人
が
十
分
な
情
報
の
も
と
に
今
後
の

対
応
を
適
切
に
自
己
決
定
で
き
る
よ
う
な
体
制
作
り
が

遅
れ
て
い
る
。

・
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
後
、
親
が
安
心

で
き
る
に
は
聴
覚
障
害
者
の
生
活
や
生
き
様
、
手
話

の
世
界
な
ど
を
積
極
的
に
情
報
提
供
及
び
相
談
対
応

で
き
る
環
境
整
備
を
拡
充
す
る
。

・
聴

覚
障

害
児

を
持

っ
た
親

の
た
め
に
、
互

い
に
情

報
交
換
や
意
見
交
換
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。

「
家
族
へ
の
支
え
」
に
つ

い
て

- 1
28

 -



分
類

項
目

現
状

で
の

課
題

当
該

課
題

の
解

決
方

策
と

し
て

考
え

ら
れ

る
こ

と
取

り
組

み
事

例

防
災

活
動

・
防

災
無

線
が

音
声

だ
け

で
流

さ
れ

聴
覚

障
害

者
に

対
す

る
配

慮
に

欠
け

て
い

る
。

・
地

域
防

災
計

画
作

成
段

階
で

聴
覚

障
害

者
に

対
す

る
具

体
的

な
対

応
方

法
が

聴
覚

障
害

者
協

会
と

の
協

議
の

も
と

に
綿

密
に

検
討

さ
れ

、
計

画
に

明
記

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

が
ほ

と
ん

ど
見

ら
れ

な
い

。
・
避

難
訓

練
で

聴
覚

障
害

者
に

対
す

る
配

慮
を

想
定

し
て

い
な

い
と

こ
ろ

が
多

い
。

・
事

前
に

聴
覚

障
害

者
の

所
在

地
を

把
握

し
、

自
宅

訪
問

し
た

う
え

で
、

情
報

提
供

す
る

な
ど

対
応

す
る

。
・
地

域
防

災
計

画
を

作
成

す
る

際
に

、
聴

覚
障

害
者

団
体

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
、

発
言

や
参

加
の

機
会

の
提

供
、

協
議

の
場

な
ど

を
通

じ
て

、
聴

覚
障

害
者

の
声

を
反

映
で

き
る

よ
う

進
め

て
い

く
の

が
望

ま
し

い
。

・
避

難
訓

練
で

聴
覚

障
害

当
事

者
の

何
人

か
に

入
っ

て
も

ら
い

、
訓

練
を

行
う

こ
と

が
必

要
。

・
聴

覚
障

害
者

情
報

提
供

施
設

、
Ｃ

Ｓ
障

害
者

放
送

統
一

機
構

と
連

携
を

し
、

災
害

時
に

お
け

る
障

害
者

支
援

に
向

け
た

包
括

的
連

携
協

定
を

行
う

。

・
災

害
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

、
聞

こ
え

な
い

こ
と

・
手

話
が

で
き

る
こ

と
・
手

話
通

訳
者

と
い

う
こ

と
が

分
か

る
ビ

ブ
ス

、
バ

ン
ダ

ナ
、

Ｓ
Ｏ

Ｓ
カ

ー
ド

の
作

成
を

し
て

い
る

。
・
防

災
意

識
の

向
上

を
図

る
た

め
に

防
災

に
関

す
る

学
習

会
を

実
施

し
、

当
事

者
、

支
援

者
が

連
携

し
て

課
題

に
取

り
組

む
こ

と
を

実
施

し
て

い
る

。

災
害

発
生

時

・
災

害
発

生
時

の
聴

覚
障

害
者

対
応

体
制

が
聴

覚
障

害
者

関
係

団
体

に
よ

り
、

自
発

的
に

構
築

さ
れ

て
い

る
。

行
政

は
事

前
に

対
策

を
講

じ
て

い
な

い
。

・
避

難
所

で
の

情
報

保
障

体
制

が
で

き
る

の
は

、
い

つ
も

災
害

が
起

こ
っ

て
し

ば
ら

く
経

っ
て

か
ら

で
あ

り
、

そ
れ

ま
で

聴
覚

障
害

者
は

放
置

さ
れ

て
い

る
。

・
行

政
と

地
域

住
民

と
聴

覚
障

害
者

団
体

な
ど

結
集

し
て

、
協

議
で

き
る

場
を

構
築

す
る

。
行

政
や

地
域

住
民

及
び

民
生

委
員

に
対

し
、

聴
覚

障
害

者
へ

の
配

慮
な

ど
熟

知
で

き
る

よ
う

必
須

研
修

を
導

入
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
・
避

難
所

に
お

け
る

配
慮

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
・
避

難
所

で
の

ア
イ

ド
ラ

ゴ
ン

の
設

置
義

務
化

。
・
ろ

う
あ

協
会

や
聴

覚
障

害
者

情
報

提
供

施
設

に
も

要
援

護
者

名
簿

を
配

布
す

る
。

・
災

害
時

・
聴

覚
障

害
者

へ
の

支
援

の
た

め
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

て
、

医
師

会
な

ど
に

配
布

し
て

い
る

。
・
厚

生
労

働
省

を
通

し
て

、
手

話
通

訳
者

、
相

談
員

の
公

的
派

遣
が

行
わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

が
、

期
間

が
短

い
こ

と
と

、
対

象
が

避
難

所
の

み
と

な
っ

て
お

り
、

ま
だ

ま
だ

不
十

分
で

あ
る

。

復
旧

・
復

興
時

・
被

災
証

明
、

罹
災

証
明

に
関

す
る

情
報

、
生

活
支

援
に

関
す

る
情

報
が

な
か

な
か

入
ら

な
い

。
（
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

被
害

 ･
 復

旧
状

況
、

緊
急

車
両

の
優

先
給

油
、

高
速

道
路

無
料

、
仮

設
住

宅
入

居
等

）
・
震

災
に

よ
る

被
災

者
へ

の
心

の
ケ

ア
、

援
助

者
へ

の
心

の
ケ

ア

・
行

政
職

員
等

の
聴

覚
障

害
者

へ
の

配
慮

や
対

応
方

法
等

を
熟

知
で

き
る

よ
う

必
須

研
修

と
し

て
導

入
す

る
。

・
災

害
時

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
配

慮
方

法
や

、
理

解
を

周
知

す
る

。
・
手

話
通

訳
者

、
ろ

う
あ

者
相

談
員

等
を

派
遣

す
る

。

・
「
手

話
マ

ー
ク

」
「
筆

談
マ

ー
ク

」
普

及
・
設

置
h
tt

p:
/
/
w

w
w

.jf
d.

o
r.
jp

/
2
0
1
6
/
1
2
/
0
1
/
pi

d1
5
8
5
4

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て
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         日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

住
ま

い
の

場

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
進
行
性
で
筋
力
が
低
下
し
て
い

く
た
め
、
そ
の
時
期
に
よ
っ
て
住
ま
い
の
検
討
が
必

要
。

・
歩
行
で
き
る
時
期
：
手
す
り
等
の
支
え

・
車
い
す
を
使
う
時
期
：
出
入
り
口
の
ス
ロ
ー
プ
や
リ
フ

ト
の
設
置
、
車
い
す
か
ら
ベ
ッ
ト
、
ト
イ
レ
、
浴
室
等
へ

の
移

乗
為

の
リ
フ
ト
の

設
置

・
呼

吸
器

を
使

う
時

期
：
バ

ッ
テ
リ
―

や
電

源
の

確
保

。
住
ま
い
を
改
修
す
る
必
要
が
あ
る
時
に
、
公
的
な
助

成
に
制
限
が
あ
る
。

公
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
の
建
設
を
増
や
す
。

改
修
だ
け
で
な
く
改
築
や
新
築
で
も
助
成
金
が
出
せ

る
よ
う
に
す
る
。
　
レ
ン
タ
ル
等
の
制
度
を
充
実
す
る
。

建
て
替

え
や

、
新

築
の

時
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
取

り
入

れ
て
い
ま
す
。

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
（

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
支

援
等

）

症
状
が
重
く
な
る
と
長
時
間
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な

る
が
、
対
応
で
き
る
事
業
所
が
少
く
、
吸
引
や
経
管
栄

養
等
を
家
族
等
が
行
う
と
き
に
は
資
格
や
研
修
が
必

要
だ
が
、
研
修
機
関
が
少
な
い
。

長
期
入
院
が
で
き
る
療
養
介
護
病
棟
で
は
、
看
護
師

等
の
医
療
職
の
ほ
か
に
ヘ
ル
パ
ー
等
介
護
職
を
入

れ
て
い
る
。
介
護
職
も
医
療
的
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に

研
修
制
度
を
作
り
、
有
資
格
者
の
介
護
職
を
要
請
す

る
。

患
者
自
身
が
介
護
事
業
所
を
立
ち
上
げ
、
自
分
自
身

と
他
の
人
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

移
動

・
交

通

※
建

物
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

等
、

設
備

面
の

整
備

は
除

く

移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
知
的
障
害
者
に
は
使
え
る

が
、
身
体
障
害
者
に
は
使
え
な
い
場
合
が
あ
る
。

通
院
や
通
学
に
使
え
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

移
動
支
援
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
対
象
者
を
障

害
別
で
区
別
せ
ず
、
必
要
な
人
が
必
要
な
時
に
使
え

る
よ
う
に
す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
充
実
さ
せ

担
い
手
を
増
や
す
。

N
P
O
法
人
ホ
ッ
プ
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
患
者
自
身
が
事
業
所
を
立
ち
上
げ
移
動
支
援
等

幅
広
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

「 暮 ら す 」 に つ い て

- 1
31
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

障
害
が
重
く
な
る
と
意
思
疎
通
が
難
し
く
な
る
。
特
に
、

気
管
切
開
を
行
う
と
発
声
が
難
し
く
な
る
。
パ
ソ
コ
ン
を

使
う
と
き
、
キ
ー
ボ
ー
ド
や
マ
ウ
ス
操
作
が
難
し
く
な

る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
か
ら
で
も
情
報
発
信
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
遠
隔
地
の
人
と
も
交
流
が
で
き
る
。
特
に
、
ス
イ
ッ

チ
入
力
を
使
い
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
使
う
こ
と
に
よ
り
、
パ
ソ

コ
ン
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
の
発
信
、
受

信
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

筋
ジ
ス
協
会
は
2
0
年
前
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
い
ろ

い
ろ
な
入
力

を
試

せ
る
セ
ッ
ト
を
用

意
し
て
各

地
に
貸

出
を
し
て
き
た
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
や
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
を

開
い
て
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
を
推
進
し
て
き
た
。
当
初
は

パ
ソ
コ
ン
通
信
を
使
い
、
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
会

員
の

交
流

を
図

っ
て

き
た
。

保
健

・
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
根
本
的
治
療
法
は
な
い
。
運
動

機
能
の
低
下
や
体
幹
の
変
形
を
予
防
す
る
た
め
に
ス

テ
ロ
イ
ド
剤
の
服
用
や
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
い
る
が
、

専
門
病
院
が
少
な
い
た
め
に
遠
方
か
ら
通
院
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
治
療
法
の
開
発
の
た
め
に
研
究
開

発
が
行
わ
れ
て
、
現
在
い
く
つ
か
の
治
験
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
在
宅
の
場
合
、
介
護
は
家
族
が
担
っ
て

お
り
、
そ
の

負
担

は
大

き
い
。

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
専
門
医
及
び
リ
ハ
ビ
リ
の
ス
タ
ッ

フ
の
養
成
。
広
域
の
訪
問
診
療
の
実
施
、
専
門
的
な

相
談
が
受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。
研
究
開
発

の
た
め
の
患
者
登
録
シ
ス
テ
ム
の
設
置
。
家
族
の
介

護
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の
受
け

入
れ
。

全
国

に
２
７
の
国

立
病

院
機

構
の
専

門
病

院
が

あ
る

が
、
そ
の
中
で
も
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
専
門

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
北
海
道
の
八
雲
病
院
が
あ

る
が
地
理
的
な
不
便
さ
が
あ
る
。
現
在
、
札
幌
に
新
し

い
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
専
門
病
院
の
建
設
を
予
定
し
て

い
る
。

現
在
、
広
範
囲
の
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
東
京
と
長
野
で
、
交
通
費
等
を
無
償
で
行
っ
て
い

る
。

協
会
本
部
に
診
療
所
を
設
置
し
て
、
外
来
と
訪
問
診

療
を
行
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
専
門
医
の
医
療
相
談
の
他

に
、
電
話
相
談
も
毎
月
1
回
づ
つ
、
医
療
と
福
祉
に
関

し
て
行
っ
て
い
る
。

全
国
の
各
支
部
で
訪
問
調
査
を
行
い
、
課
題
や
問
題

点
を
調
査
し
て
い
る
。

権
利

擁
護

全
国
に
2
7
か
所
の
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
専
門
病
院
が
あ

り
、
付
属
の
特
別
支
援
学
校
が
設
立
さ
れ
て
良
好
な

教
育
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
法
律
の
改
正
に
よ
り
療

養
介
護
病
棟
と
な
り
、
障
害
程
度
５
，
６
の
最
重
度
の

患
者
し
か
入
院
で
き
な
く
な
り
、
軽
度
の
症
状
を
も
つ

小
・
中
・
高
の
児
童
生
徒
は
入
院
で
き
ず
、
適
切
な
教

育
が
受
け
ず
ら
く
な
っ
て
い
る
。

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
児
・
者
の
教
育
は
専
門
病
院
の
付

属
の
病
弱
支
援
学
校
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
現
在
で

は
肢
体
不
自
由
支
援
学
校
及
び
一
般
の
学
校
で
行

わ
れ
て
い
る
。
受
け
入
れ
の
際
、
学
校
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
介
助
者
の
配
置
な
ど
の
体
制
を
整
え
る
必

要
が
あ
る
。
特
に
、
高
等
教
育
（
専
門
学
校
・
大
学
)の

場
で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
設
備
面
の
改
善
、
授
業

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
。

子
ど
も
の
状
態
に
あ
っ
た
教
育
を
受
け
る
た
め
に
、
特

に
小
学
校
入
学
前
に
保
護
者
と
各
地
区
の
教
育
委
員

会
で
相
談
を
受
け
て
い
る
が
、
受
け
入
れ
態
勢
は
地

域
ご
と
で
様
々
で
格
差
が
大
き
い
。

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

多
く
の
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
は
、
社
会
人
と
し
て
就

職
年
齢
に
な
っ
た
と
き
の
状
態
は
電
動
車
い
す
が
必

要
だ
っ
た
り
、
呼
吸
器
を
使
っ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
こ
の
た
め
、
就
労
場
所
や
就
労
方
法
、
就
労
時
間

に
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
の
就
労
に
は
IT
C
の
活
用
が

重
要
で
あ
る
。
時
間
と
場
所
、
内
容
に
制
限
さ
れ
ず
マ

イ
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る
。

北
海
道
の
八
雲
病
院
で
は
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
病

院
内
の
作
業
ル
ー
ム
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
仕
事

を
し
て
、
一
日
の
活
動
の
中
心
に
置
い
て
生
活
の
リ

ズ
ム
を
作
り
、
体
調
を
整
え
て
い
る
。

東
京
コ
ロ
ニ
ー
職
業
開
発
室
で
は
在
宅
IT
教
育
、
在

宅
就
労
支
援
等
を
行
っ
て
お
り
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患

者
等
の
重
度
障
害
者
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発
活
動
・
広
報

協
会
本
部
と
し
て
は
機
関
紙
「
一
日
も
早
く
」
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
必
要
な
情
報
を
流
し
て
い
る
が
、
各
支
部

の
活
動
は
助
成
団
体
の
助
成
金
で
各
種
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
支
部
内
部
の
盛
り
上
が
り
が

少
な
い
。
長
年

同
じ
事
業
を
行
っ
て
き
て
マ
ン
ネ
リ
化
の
傾
向
が
あ

る
。

会
員
が
集
ま
り
、
直
接
交
流
を
す
る
機
会
を
増
や
す
こ

と
が
必
要
。
多
く
の
人
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
毎

年
、
春
に
開
か
れ
る
協
会
の
大
会
に
は
、
多
く
の
来

賓
・
関
係
者
が
集
ま
り
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
研
究
の

最
新
情
報
や
最
新
技
術
の
発
表
が
あ
る
の
で
、
支
部

会
員
に
参
加
を
呼
び
掛
け
、
空
い
て
い
る
時
間
を
利

用
し
て
支
部
会
を
開
き
交
流
を
図
る
。

多
く
の
人
の
理
解
を
得
る
切
っ
掛
け
の
た
め
に
応
募
し

た
。

A
C
ジ
ャ
パ
ン
の
公
共
広
告
に
お
願
い
し
、
今
年
、
全

国
放
送
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し

て
そ
の
結
果
に
沿
っ
た
内
容
を
反
映
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
再
構
築
し
て
い
る
。

「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

長
年
助
成
金
を
基
に
し
た
、
療
育
キ
ャ
ン
プ
や
訓
練
指

導
(パ

ソ
コ
ン
教
室
、
七
宝
焼
き
、
手
芸
、
カ
ラ
オ
ケ
）
を

行
っ
て
き
た
。

助
成
金
が
減
額
さ
れ
て
、
今
後
の
対
応
を
再
検
討
す

る
必
要
が
出
て
き
た
。

３
年
前
に
日
本
が
批
准
し
た
障
害
者
権
利
条
約
に

は
、
第
3
0
条
に
余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
障
害
者
に
提
供
す
る
こ
と
、
が
書
か
れ
て
い
る
。

５
年
前
の
児
童
福
祉
法
の
改
正
で
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
法
制
化
さ
れ
、
就
学
時
の
活
動
場
所
と
し

て
飛
躍
的
に
利
用
が
増
加
し
て
き
て
、
全
国
で
1
0
万

人
を
超
え
る
児
童
生
徒
が
利
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
制
度
は
就
学
期
間
の
1
2
年
間
の
間
し
か
活
用
で

き
ず
、
卒
業
し
た
多
く
の
青
年
・
成
人
期
の
人
の
た
め

の
制
度
が
な
い
状
態
で
あ
り
、
少
数
の
事
業
所
が
自

主
努
力
で
行
っ
て
い
る
。
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
制

度
は
青
年
・
成
人
期
に
も
必
要
で
あ
り
、
制
度
化
が
望

ま
れ
て
い
る
。

都
内
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
し
て
い
る

事
業
所
で
は
2
、
3
0
年
前
か
ら
高
等
部
を
卒
業
し
た
人

た
ち
の
た
め
に
青
年
・
成
人
期
の
余
暇
支
援
活
動
を

計
画
し
て
い
る
。
こ
の
活
動
は
家
庭
、
学
校
・
職
場
以

外
の
第
3
の
場
と
し
て
障
害
者
の
活
動
の
場
と
し
て
必

要
で
、
社
会
性
や
団
体
活
動
の
中
で
緩
や
か
な
発
達

を
担
う
大
切
な
場
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
生

活
に
レ
ス
パ
イ
ト
や
就
労
の
機
会
を
与
え
、
活
動
の
場

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
く
の
保
護
者
か
ら
青
年
・

成
人
期
の
余
暇
活
動
の
制
度
化
が
望
ま
れ
て
い
る
。

「
働

く
」
に
つ
い
て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

障
害
を
も
つ
子
ど
も
の
家
庭
で
は
、
家
族
が
介
護
を

担
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
負
担
は
大
き
く
、
長
期
間
継

続
し
て
い
る
。
親
が
元
気
で
働
け
る
間
は
何
と
か
継
続

で
き
る
が
、
医
療
技
術
の
発
展
で
障
害
児
者
の
寿
命

も
伸
び
て
き
て
、
親
が
定
年
で
収
入
が
年
金
の
み
に

な
る
と
経
済
的
に
も
苦
し
く
な
っ
て
く
る
。
親
の
健
康
問

題
も
深

刻
で
、
認

知
症

に
な
っ
た
親

を
障

害
を
も
つ
子

ど
も
が
世
話
を
す
る
必
要
も
出
て
く
る
。
医
療
費
や
介

護
費
の
負
担
増
は
家
族
全
体
の
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

社
会
保
障
制
度
の
安
定
化
は
高
齢
化
社
会
の
日
本

で
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
若
い
家
庭
の
医
療
費
や

教
育
費
の
負
担
を
減
ら
し
、
子
ど
も
が
成
人
し
た
後
は

社
会
全
体
で
障
害
者
を
支
え
る
欧
米
の
シ
ス
テ
ム
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
平
和
で
安

定
し
た
社
会
が
必
要
で
福
祉
を
充
実
さ
せ
、
多
く
の
人

が
福
祉
の
担
い
手
に
な
り
安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
報
酬
の
増
額
が
必
要
で
あ
る
。
経
済
的
に
安

定
し
た
家
庭
が
増
え
れ
ば
社
会
全
体
の
税
収
が
増

え
、
必
要
な
社
会
保
障
が
で
き
よ
う
に
な
る
。

戦
後
、
最
低
の
生
活
状
況
か
ら
、
現
在
世
界
第
3
位
の

経
済
大
国
に
な
っ
た
の
は
、
平
和
憲
法
の
も
と
に
戦

争
の
不
安
な
く
生
活
で
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
現
在
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
企
業
は
賃
金

の
安
い
外
国
に
工
場
を
建
て
利
益
を
追
求
し
て
い
ま

す
が
、
福
祉
制
度
は
国
内
で
運
用
し
な
け
れ
ば
な
り

な
り
ま
せ
ん
。
社
会
全
体
の
た
め
に
も
福
祉
に
必
要
な

金
を
削
る
の
で
は
な
く
、
福
祉
全
体
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

防
災
活
動

災
害
時
に
ま
ず
、
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
家
具
の

固
定
や
、
食
料
の
備
蓄
、
非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
身

近
に
置
い
て
お
く
。
自
治
会
や
町
内
会
の
人
た
ち
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
お
き
、
障
害
者
や
要
援
護

者
の
情
報
を
交
換
し
て
お
く
。
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会

で
は
希
望
者
に
「
緊
急
医
療
カ
ー
ド
を
」
を
発
行
し
て
、

連
絡
先
、
保
険
証
番
号
や
医
療
証
の
番
号
、
主
治
医

の
連
絡
先
、
薬
の
情
報
、
医
療
に
関
す
る
注
意
点
な

ど
を
登
録
し
て
あ
る
。

普
段
利
用
し
て
い
る
介
護
事
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
と
非
常

時
の
事
も
話
し
合
っ
て
お
く
。
自
治
会
で
行
う
避
難
訓

練
も
積
極
的
に
参
加
す
る
。
指
定
さ
れ
た
福
祉
避
難

所
も
実
際
に
訪
問
し
て
見
学
し
て
お
く
。

国
立
病
院
機
構
の
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
専
門
病
院
で
は

災
害
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
設
定
さ
れ
て
い
て
、
在
宅

時
の
患
者
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
体
制
を
と
っ
て

い
る
の
で
、
定
期
的
に
外
来
診
療
を
受
け
、
病
院
ス

タ
ッ
フ
と
も
顔
合
わ
せ
し
て
お
く
。
家
族
の
レ
ス
パ
イ
ト

の
た
め
の
短
期
入
院
も
受
け
入
れ
る
。

災
害
発
生
時

東
日
本
大
震
災
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
死
亡
率
が

一
般
の
人
に
比
べ
２
倍
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
助
け
る
人
が
そ
ば
に
居
な
か
っ
た
せ
い

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
熊
本
大
震
災
で
は
障
害

の
あ
る
人
は
一
般
の
避
難
所
に
行
け
ず
、
壊
れ
か
け

た
家
の
中
や
、
狭
い
車
の
中
で
何
日
も
過
ご
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
実
が
浮
か
び
あ
げ
っ
て
き
ま

す
。
こ
れ
は
災
害
発
生
時
の
問
題
で
は
な
く
、
普
段
の

生
活
の
中
で
障
害
者
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
が
十
分
で

な
く
、
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
場
所
も
不
十
分

な
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。

学
校
の
体
育
館
や
教
室
は
災
害
時
に
は
避
難
所
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の

ま
ま
で
は

十
分

で
は

あ
り
ま
せ

ん
。
真
冬
や
真
夏
に
災
害
が
起
こ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ

の
ま
ま
で
は
冬
は
寒
く
、
夏
は
暑
く
て
過
ご
せ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
学
校
全
体
に
冷
暖
房
の
設
置
が

必
要
で
す
。
給
食
も
セ
ン
タ
ー
方
式
で
な
く
各
校
が
独

自
に
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
に
能
力
を
発
揮
し
ま

す
。
そ
の
他
の
福
祉
施
設
も
同
様
で
、
十
分
な
ス
ペ
ー

ス
と
設
備
を
備
え
て
お
け
ば
非
常
時
に
役
立
ち
ま
す
。

介
護
施
設
や
障
害
児
者
の
施
設
も
同
様
で
十
分
な
ス

ペ
ー
ス
と
設
備
を
備
え
る
こ
と
が
社
会
資
源
と
し
て
も

役
立
、
改
め
て
要
援
護
者
登
録
を
し
な
く
て
も
デ
ー
タ

は
自
分
で
持
つ
こ
と
に
な
り
支
援
も
で
き
ま
す
。

被
災
時
の
直
後
は
公
的
な
救
援
は
期
待
で
き
ず
、
自

分
自

身
で
身

を
守

り
隣

近
所

の
隣

人
に
助

け
を
求

め
る
こ
と
に
な
る
。
本
当
に
助
け
が
必
要
な
時
に
助
け
て

も
ら
え
る
の
は
隣
人
で
す
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

力
を
ど
の
く
ら
い
発
揮
で
き
る
か
は
、
日
ご
ろ
の
お
付

き
合
い
の
程
度
に
依
存
し
ま
す
。
防
災
を
中
心
に
置

い
た
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
は
平
成
2
9
年
4
月
に
発
刊

さ
れ
た
川
村
匡
由
さ
ん
の
「
防
災
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
央
集
権
型
の
集
権
国

家
で
は
な
く
、
地
方
自
治
体
が
主
体
に
運
営
さ
れ
る
分

権
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

「
家
族
へ
の
支
え
」
に
つ
い
て

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て
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現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て

復
旧
・
復
興
時

１
年
前
の
熊
本
震
災
の
避
難
者
4
万
7
千
人
、
6
年
前

の
東
日
本
大
震
災
の
避
難
者
9
万
人
、
い
ま
だ
先
行

き
が
見
え
な
い
状
態
で
す
。
2
2
年
前
の
阪
神
淡
路
大

震
災
の
後
、
災
害
が
起
こ
る
と
、
前
の
災
害
の
経
験

が
生
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。

障
害
者
や
高
齢
者
が
必
要
な
福
祉
避
難
所
の
整
備

も
で
き
て
い
な
い
状
態
で
す
。
東
日
本
大
震
災
の
2
0

兆
円
を
超
え
る
復
興
予
算
の
う
ち
、
1
.7
兆
円
し
か
被

災
者
に
届
か
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
も
っ
と
早
く
被
災
者

の
支
援
が
進
ま
な
い
の
で
し
ょ
う
か
?

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
で
は
「
夢
の
扉
」
と
い
う
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
が

あ
り
、
日

ご
ろ
か

ら
情

報
交

換
を
し
て
い

ま
す
。
災
害
時
に
も
心
配
し
て
メ
ー
ル
が
各
地
か
ら
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
被
災
地
か
ら
も
メ
ー
ル
が
送
ら
れ

る
状
態
の
会
員
か
ら
安
否
を
知
ら
せ
る
メ
ー
ル
が
届

き
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
使
い
慣
れ
て
い
る
ツ
ー
ル
は

ス
ム
ー
ズ
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
時
は
協
会
本
部
内
に
災
害
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
現
地
か
ら
は
停
電
が

復
旧
し
た
1
週
間
後
に
情
報
が
届
き
ま
し
た
。
福
島
で

は
親
戚
の
人
が
駆
け
付
け
た
が
、
救
助
が
間
に
合
わ

な
く
て
「
も
う
あ
き
ら
め
ま
し
ょ
う
！
」
と
い
う
言
葉
を
残
し

な
く
な
り
ま
し
た
。
仙
台
で
は
、
停
電
時
に
車
の
エ
ン
ジ

ン
を
動
か
し
、
シ
ガ
レ
ッ
ト
ラ
イ
タ
ー
か
ら
電
源
を
と
り
イ

ン
バ
ー
タ
ー
に
繋
ぎ
、
予
備
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
充
電
し

て
呼
吸
器
を
作
動
さ
せ
ま
し
た
。
仙
台
西
多
賀
病
院
で

は
、
在
宅
の
患
者
さ
ん
を
何
人
か
受
け
入
れ
ま
し
た
。

熊
本
地
震
の
時
は
、
在
宅
の
3
家
族
が
熊
本
再
春
荘

病
院
に
一
時
避
難
し
ま
し
た
。
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本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
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現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

　

●
多
機
能
ト
イ
レ
に
様
々
な
利
用
者
が
集
中
し
、
車
い

す
利
用
者
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
、
真
に
必
要
と
す
る

人
が
利
用
で
き
な
い
。

●
多
機
能
ト
イ
レ
が
使
い
づ
ら
い
（
ボ
タ
ン
の
位
置
、

背
も
た
れ
の
有
無
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
有
無

な
ど
）
。

●
多
機
能
ト
イ
レ
を
は
じ
め
と
す
る
ト
イ
レ
の
利
用
に

つ
い
て
、
利
用
マ
ナ
ー
の
向
上
と
周
知
が
必
要
。

●
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
2
0
2
0
行
動
計
画
」
に
示

さ
れ
た
「
ト
イ
レ
の
利
用
環
境
の
改
善
」
の
推
進
。

●
平
成
2
9
年
2
月
2
8
日
に
『
【
日
身
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

T
O
K
Y
O
･バ

リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
de
街
づ
く
り
』
を
開
催
。

誰
に
と
っ
て
も
身

近
な
「
ト
イ
レ
」
を
テ
ー
マ
に
、
ト
イ
レ

の
困
り
ご
と
や
、
誰
に
も
や
さ
し
い
ト
イ
レ
に
つ
い
て
探

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
っ
た
。

●
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
先
駆
け
て
、
都
内
数
箇
所
の
ト

イ
レ
（
駅
、
公
園
、
公
衆
ト
イ
レ
、
商
業
施
設
な
ど
）
の

調
査
を
、
障
害
当
事
者
と
学
生
の
調
査
チ
ー
ム
が
調

査
。
調
査
結
果
を
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
発
表
し
た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
（
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
サ
ー
ビ
ス
･

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
支
援
等
）

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
身
体
障
害
者

の
生
活
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

●
高
齢
化
に
よ
る
障
害
の
重
度
･重

複
化
に
よ
り
生
活

状
況
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
地
域
の
民
生
委
員
な
ど
と
、
身
体
障
害
者
相
談
員

や
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
な
ど
が
、
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
適
切
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

●
団
体
が
運
営
す
る
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
、
地
域
の
民
生
委
員
な
ど
か
ら
、
医
療
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
方
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
た
。
件
数
は
少
な
い
が
、
地
域
で
の
支
え
あ
い
の

可
能
性
を
感
じ
た
（
名
古
屋
市
身
体
障
害
者
福
祉
連

合
会
)。

移
動

･交
通

※
建

物
･バ

リ
ア

フ
リ
ー
等
、
設
備

面
の
整
備
は
除
く

●
移
動
手
段
に
車
を
利
用
す
る
障
害
者
に
と
っ
て
、

障
害
者
用
駐
車
場
の
確
保
は
重
要
だ
が
、
健
常
者
の

不
正
使
用
な
ど
の
た
め
、
利
用
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
る
。

●
過
疎
地
の
移
動
支
援
等
サ
ー
ビ
ス
の
資
源
不
足
。

●
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
に
対
応
し
た
駐
車
場

の
拡
大
と
、
制
度
の
周
知
に
よ
り
、
一
層
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

●
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
運
行
事
業
、
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
推
進
、
U
D
タ
ク
シ
ー
の
普
及
な
ど
、
移
動
支
援
に

か
か
る
事
業
が
ど
こ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
。

●
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
を
導
入
し
た
自
治
体

に
お
い
て
は
、
障

害
者

の
駐

車
場

利
用

に
つ
い
て
の

利
便
性
が
向
上
し
た
と
の
意
見
が
多
い
。

→
乗
降
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
な
っ
た
。

→
障
害
者
の
駐
車
場
利
用
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
般

市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
な
ど
。

●
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
運
行
事
業
(横

浜
市
身
体
障
害
者

団
体
連
合
会
）
：
車
い
す
･ス

ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
乗
車
可
能

な
車
両
に
よ
る
外
出
支
援
。
選
任
運
転
手
が
自
宅
か

ら
外
出
先
ま
で
送
迎
。

●
U
D
タ
ク
シ
ー
制
度
の
推
進
な
ど
（
国
土
交
通
省
）

情
報
･コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

●
政
見
放
送
の
情
報
保
障
が
不
十
分

●
障
害
者
権
利
条
約
に
お
け
る
政
治
的
及
び
公
的
活

動
へ
の
参
加
（
2
9
条
)の

観
点
か
ら
、
す
べ
て
の
政
見

放
送
に
情
報
保
障
を
す
る
べ
き
。

「 暮 ら す 」 に つ い て
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当
該
課
題
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と
し
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ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

保
健

･医
療

サ
ー

ビ
ス
の
利
用

●
透
析
の
た
め
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
な
く
、
何
時
間
も

か
け
て
通
院
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
特
に
過
疎
地
に
お
い
て
は
社
会
資
源
が
乏
し
く
、

通
院
が
困
難
。
透
析
患
者
を
は
じ
め
、
通
院
の
困
難

さ
が
生
命
に
か
か
わ
る
患
者
の
支
援
は
特
に
優
先
的

に
取

り
組

む
べ
き
。

権
利
擁
護

●
入

浴
施
設

に
お
い
て
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
が

施
設

の
利

用
を
断
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

●
施
設
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
啓
発
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

施
設
の
利
用
を
断
ら
れ
る
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
一
般

の
利
用
客
か
ら
の
誤
解
に
基
づ
く
苦
情
な
ど
が
あ
り
、

施
設
側
へ
の
働
き
か
け
だ
け
で
は
不
十
分
。

●
一
般
の
利
用
者
に
対
す
る
障
害
理
解
を
広
げ
る
た

め
の
啓
発
活
動
。

●
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
の
取
組

→
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
入
浴

に
対
す
る
啓
発
活
動
。

●
オ
ス
ト
メ
イ
ト
社
会
適
応
訓
練
事
業
の
一
環
と
し

て
、
公
衆
浴
場
で
入
浴
体
験
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

入
浴
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
愛
媛
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
)。

●
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
く
差
別
禁
止
と

合
理
的
配
慮
の
提
供
。

●
雇
用
率
未
達
成
企
業
へ
の
対
応
。

●
障
害
に
対
す
る
職
場
の
理
解
不
足
。

●
職
場
へ
の
障
害
理
解
を
深
め
る
た
め
の
取
組
。

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発

活
動
･広

報

●
障
害
者
差
別
解
消
法
の
周
知
･啓

発
が
不
十
分
。

●
障
害
者
差
別
解
消
の
た
め
の
条
例
制
定
推
進
。

●
障
害
者
週
間
に
お
け
る
取
組
や
、
地
域
と
の
交
流

事
業
を
中
心
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

●
小
中
学
校
に
お
け
る
障
害
理
解
を
深
め
る
教
育
の

推
進
。

●
企
画
段
階
か
ら
障
害
当
事
者
、
地
域
住
民
な
ど
が

参
画
す
る
取
組
が
重
要
。

●
他
の
地
域
の
取
組
や
好
事
例
を
共
有
で
き
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
。

●
福
祉
プ
ラ
ザ
等
の
施
設
の
指
定
管
理
を
お
こ
な
っ

て
い
る
障
害
者
団
体
で
は
、
年
に
１
～
２
回
地
域
と
の

交
流
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

●
市
町
村
障
害
者
団
体
が
、
地
域
の
奉
仕
活
動
を
実

施
。
公
園
清
掃
、
海
水
浴
場
清
掃
、
花
火
大
会
車
い

す
観
覧
席
整
理
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
（
静
岡
県
身
体

障
害
者
福
祉
会
）
。

●
団
体
の
会
員
証
を
作
成
。
地
域
の
商
店
な
ど
に
働

き
か
け
て
協
力
登
録
店
に
な
っ
て
も
ら
い
、
会
員
証
の

提
示
で
、
割
引
や
ト
イ
レ
の
提
供
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
現
在
、
県
内
7
0
数
店
舗

が
協
力
登
録
店
と
し
て
参
加
し
て
い
る
（
山
形
県
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
）
。

●
障
害
者
権
利
条
約
批
准
元
年
を
記
念
し
て
開
催
し

た
参

加
･体

験
型

の
イ
ベ
ン
ト
『
バ

リ
ア
フ
リ
ー
de
お
･

も
･て

･な
･し

』
で
は
、
ふ
れ
あ
い
や
交
流
を
通
し
て
障

害
理
解
を
深
め
る
企
画
を
行
っ
た
。

「
働

く
」
に
つ
い
て

「 暮 ら す 」 に つ い て
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当
該
課
題
の
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ら
れ
る
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と

取
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組
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例

「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇
･ス

ポ
ー
ツ
･

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

●
身
体
障
害
者
に
と
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
は
身
体
機
能
の

維
持
だ
け
で
な
く
、
残
存
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

Q
O
L
の
向
上
等
が
期
待
で
き
る
。

●
障
害
者
用
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
不
足
や
、
一
般
ス

ポ
ー
ツ
施
設
に
お
い
て
も
利
用
時
間
等
の
制
限
が
あ

る
な
ど
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
環
境
が
整

備
不
足
。

●
障
害
者
文
化
･芸

術
活
動
に
対
す
る
団
体
の
取
組

状
況
に
差
が
あ
る
。

●
2
0
2
0
オ
リ
パ
ラ
に
向
け
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
取
組

の
推
進
。

●
北
九
州
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
取
組

→
北
九
州
市
障
害
者
芸
術
祭
に
お
け
る
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
お
よ
び
作
品
展
の
開
催

→
シ
ョ
ッ
プ
（
地
域
の
喫
茶
店
、
カ
フ
ェ
な
ど
）
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
芸
術
文
化
活
動
支
援

→
障
害
者
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
紹
介
　
な
ど

●
高
齢
化
に
よ
る
障
害
の
重
度
化
。

●
支
援
す
る
家
族
の
高
齢
化
。

●
在
宅
障
害
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
包
括
的
な
支

援
。

防
災
活
動

●
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
な
ど
の
取
組
が
進
ん
で
い

な
い
。

●
訓
練
や
体
験
を
通
じ
た
よ
り
実
践
的
な
取
組
に
よ

り
、
障
害
者
の
避
難
誘
導
や
避
難
所
な
ど
で
の
支
援

の
あ
り
方
の
課
題
が
見
え
て
く
る
。

●
障
害
当
事
者
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
取
組
。

●
３
か
年
に
わ
た
り
県
下
３
箇
所
で
、
障
害
当
事
者
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
、
避
難
所
宿
泊
体
験
訓
練

を
実
施
し
（
段
ボ
ー
ル
を
利
用
し
た
簡
易
ベ
ッ
ド
や
簡

易
ト
イ
レ
作
り
、
非
常
食
の
試
食
）
、
障
害
当
事
者
の

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
（
愛
媛
県
身

体
障
害
者
団
体
連
合
会
)。

●
各
地
区
の
防
災
訓
練
へ
障
害
当
事
者
が
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
避
難
誘
導
や
必
要
な
支
援

に
つ
い
て
、
地
域
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

た
。

災
害
発
生
時

●
災
害
発
生
時
に
障
害
当
事
者
が
ど
こ
に
い
る
か

（
自
宅
、
学
校
、
職
場
、
病
院
、
施
設
な
ど
）
に
よ
っ
て

対
応
が
全
く
異
な
る
。

●
災
害
避
難
時
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
ス
ト
ー
マ
装
具
が
な

く
排
泄
が
困
難
。

●
福
祉
避
難
所
な
ど
の
、
障
害
当
事
者
に
必
要
な
災

害
情
報
が
十
分
届
い
て
い
な
い
。

●
在
宅
時
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
、
平
時
か
ら
近

所
の
方
な
ど
と
確
認
し
て
お
く
。

●
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
な
ど
の
携
帯
に
よ
る
支
援
の
「
見
え

る
化
」
。

●
障
害
者
団
体
間
の
災
害
時
相
互
応
援
協
定
な
ど
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進
。

●
東
日
本
大
震
災
発
生
時
、
あ
ら
か
じ
め
災
害
時
の

相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
た
団
体
間
で
、
物
資
の

提
供
や
人
的
支
援
が
迅
速
に
行
わ
れ
た
。

●
メ
ー
カ
ー
と
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
が
連
携
し
、
ス

ト
ー
マ
装
具
を
必
要
と
す
る
人
の
い
る
避
難
所
に
支

援
物
資
と
し
て
提
供
。

●
自
治
体
に
よ
る
ス
ト
ー
マ
装
具
の
備
蓄
の
実
施
。

●
被
災
地
の
障
害
者
団
体
が
、
障
害
者
に
必
要
な
情

報
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
広
報
誌
臨
時
号
を
逐
次
発

行
。
障
害
当
事
者
へ
の
災
害
情
報
の
提
供
に
努
め

た
。

復
旧

･復
興

時

●
熊
本
地
震
で
当
初
設
置
さ
れ
た
障
害
者
用
仮
設
住

宅
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
で
は
な
か
っ
た
。

●
復
旧
･復

興
時
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
街
づ
く
り
。

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
仮
設
住
宅
の
規
格
統
一
。

●
復
旧
･復

興
時
の
街
づ
く
り
に
お
け
る
障
害
当
事
者

の
参
画
。

「
家
族
へ
の
支
え
」
に
つ
い
て

「 防 災 ･ 災 害 時 対 応 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

住
ま

い
の

場

①
在
宅
で
生
活
す
る
上
で
の
、
医
療
、
介
助
器
具
が

給
付
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
地
域
が
あ
る
。

②
内
部
障
害
者
向
け
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
。

③
病
気
を
理
由
に
保
育
園
や
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入
所

を
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

①
通

院
で
き
な
い
心

臓
病

児
者

に
訪

問
医

療
を
支
援

し
て
ほ
し
い
。

②
内
部
障
害
に
対
す
る
知
識
の
講
演

③
放
課
後
児
童
支
援
員
の
研
修
を
行
う
。

①
パ
キ
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
で
在
宅
で
も
酸
素
濃
度
を

計
る
事
が
で
き
る
。

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
給
付
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
（

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
支

援
等

）

①
心
臓
病
児
の
日
常
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

②
通
学
、
通
勤
時
の
移
動
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
年
金
の
認
定
が
厳
し

く
な
り
、
支
給
停
止
、
降
級
の
ケ
ー
ス
が
多
い
。

④
病
児
の
入
院
や
通
院
時
に
兄
弟
姉
妹
を
預
け
ら
れ

る
保
育
体
制
が
な
い
。

⑤
身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
基
準
が
厳
し
く
な
っ
た
。

①
心
臓
病
専
門
医
の
認
定
医
が
認
定
を
行
う
よ
う
、

指
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

②
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
体
制
の
整
備
。

①
特
別
支
援
学
校
で
は
、
医
療
的
ケ
ア
の
研
修
を
実

施
し
て
い
る
。

移
動

・
交

通

※
建

物
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

等
、

設
備

面
の

整
備

は
除

く

①
専
門
病
院
が
少
な
い
の
で
、
遠
隔
地
へ
の
通
院
、

入
院
の
ケ
ー
ス
が
多
い
。
交
通
費
が
多
額
に
な
る
。

②
歩
行
が
厳
し
い
心
臓
病
児
に
対
し
、
送
迎
サ
ー
ビ

ス
は
少
な
い
。

③
補
装
具
の
電
動
車
い
す
の
支
給
は
、
周
知
徹
底
さ

れ
て
い
な
い
。

①
専
門
医
同
士
で
の
連
携
を
取
り
、
地
域
で
の
経
過

観
察
が
出
来
る
よ
う
に
要
望
し
た
い
。

②
介
護
担
当
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
。

①
電
動
車
い
す
の
必
要
性
を
在
宅
ケ
ア
の
ス
タ
ッ
フ

が
自
治
体
の
窓
口
に
伝
え
、
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

①
先
天
性
心
疾
患
患
者
は
、
小
児
科
か
ら
内
科
へ
の

移
行
の
時
期
が
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
費
助
成

の
制
度
が
終
わ
る
頃
と
な
り
、
成
人
先
天
性
心
疾
患

を
理
解
し
て
い
る
専
門
医
が
少
な
い
。

①
成
人
先
天
性
心
疾
患
に
関
し
、
循
環
器
内
科
医
が

移
行
期
の
必
要
性
を
認
識
し
、
小
児
科
と
内
科
の
連

携
が
必
要
。

①
九
州
地
区
に
お
い
て
は
、
福
岡
こ
ど
も
病
院
と
九
州

大
学
で
の
移
行
期
の
連
携
が
整
っ
て
い
る
。

②
他
の
地
域
で
も
専
門
病
院
と
専
門
病
院
を
結
ぶ
連

携
が
創
ら
れ
て
い
る
が
、
成
人
先
天
性
心
疾
患
外
来

は
全
国
的
に
少
な
い
。

保
健

・
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

①
自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
：
1
8
歳
未
満
の
心
臓

病
手
術
に
適
用
）
、
自
立
支
援
医
療
（
厚
生
医
療
：
1
8

歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
障
害
者
の
外

科
的
治
療
に
適
用
）
、
小
児
慢
性
特
定
医
療
費
助

成
、
難
病
法
に
よ
る
医
療
費
助
成
が
あ
り
ま
す
。

②
自
治
体
制
度
、
乳
児
、
子
ど
も
医
療
女
性
、
重
度
心

身
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成
が
あ
り
ま
す
。

③
難
病
の
手
続
き
が
大
変
。

④
移
植
医
療
の
問
題
。

①
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
助
成
か
ら
、
移
行
期

の
医
療
費
助
成
が
な
い
中
で
、
患
者
負
担
を
訴
え
、

難
病
法
が
で
き
、
小
児
慢
性
疾
患
の
１
部
の
疾
患

が
、
難
病
と
し
て
認
め
ら
れ
た
が
、
慢
性
疾
患
で
多
額

の
治
療
費
を
支
払
っ
て
い
る
疾
患
患
者
は
多
い
。

①
国
へ
の
要
請
行
動
の
際
、
心
臓
病
で
慢
性
疾
患
で

難
病
に
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
病
名
の
理
解
を
訴
え
て

い
る
。

②
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
内
「
も
み
じ
の
家
」

で
の
取
組
み

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
内
に
、
2
0
1
6
年
4
月
、

在
宅
で
医
療
的
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
の
家
族

が
、
最
長
で
1
週
間
、
滞
在
し
、
自
由
に
過
ご
す
こ
と
の

で
き
る
施
設
で
す
。

③
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ラ
・
フ
ァ
ミ
リ
エ
（
松
山

市
）
、
愛
媛
大
学
病
院
を
中
心
と
し
た
自
立
支
援
事

業
。

権
利

擁
護

①
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
害
者
が
増
加
、
日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
体
制
が
不

足
し
て
い
る
。

②
発
達
障
害
を
も
つ
心
臓
病
患
者
が
増
加
（
重
複
障

害
）
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
体
制
の
連
携
が
出
来
て
い
な

い
。

①
関
係
機
関
等
の
連
携
。

②
学

校
に
看

護
師

等
を
配

置
。

③
医
療
的
ケ
ア
に
対
応
で
き
る
短
期
入
所
や
障
害
児

通
所
支
援
等
の
確
保
。

①
事
例
を
国
の
要
請
行
動
の
際
に
発
信
。

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

①
障
害
者
雇
用
で
の
終
了
を
し
て
い
る
が
、
発
達
障

害
と
重
複
障
害
の
心
疾
患
患
者
の
雇
用
は
厳
し
い
。

②
Ａ
型
作
業
所
が
少
な
く
、
重
複
障
害
を
持
つ
心
疾

患
患
者
の
雇
用
は
厳
し
い
。

③
内
部
障
害
へ
の
合
理
的
配
慮
は
不
十
分
。

④
難
病
患
者
就
職
サ
ポ
ー
ト
が
少
な
い
。

⑤
通
院
す
る
の
が
難
し
い
。

①
内
部
障
害
者
へ
の
理
解
。

②
障
害
者
が
在
宅
で
も
職
業
訓
練
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
制
度
を
作
る
。

③
在
宅
酸
素
等
の
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
患
者
へ

の
就
労
支
援
。

①
在
宅
就
職
支
援
団
体
を
委
託
先
と
し
て
IＣ
Ｔ
を
活

用
し
た
在
宅
雇
用
促
進
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
を
実

施
。

・
愛
媛
県
及
び
松
山
市
で
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ラ
.フ

ァ
ミ
リ
エ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
小
児
慢
性
特
定
疾
病

児
童
等
の
自
立
支
援
事
業
と
し
て
平
成
2
7
年
1
月
1
日

よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
就
労
移
行
支
援
事
業

所
が

あ
り
、
6
5
歳

未
満

の
障

が
い
の

あ
る
方

に
対

し
就
労
機
会
の
提
供
や
就
労
に
必
要
な
訓
練
や
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
働

く
」
に
つ
い
て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発
活
動
・
広
報

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
に
よ
り
、
病
気
の
情
報
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
早
期
心
臓
手
術
が
可
能
と

な
り
、
新
入
会
員
、
入
会
が
減
少
。

②
子
ど
も
が
心
臓
病
と
言
わ
れ
た
ら
、
精
神
的
な
ダ

メ
ー
ジ
を
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
支
援
は
少
な
い
。

①
病
気
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
認
識
す
る
た
め
に

心
臓
専
門
医
の
医
療
講
座
等
を
行
う
。

②
心
臓
専
門
病
院
の
外
来
、
病
棟
に
機
関
誌
「
心
臓

を
ま
も
る
」
等
を
配
布
。

①
毎
月
１
回
機
関
誌
「
心
臓
を
ま
も
る
」
を
発
行
。

　
機
関
誌
内
で
の
医
療
講
座
の
コ
ー
ナ
ー
を
掲
載
。

②
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
し
ん
ぞ
う
手
帳
を
作
成
、
配
布
。

③
年
１
回
全
国
大
会
を
開
催
し
、
心
臓
専
門
医
に
よ
る

講
演
を
実
施
。

④
「
心
臓
病
児
者
の
幸
せ
の
た
め
に
」
新
版
発
行
。

　
2
5
人
の
医
師
・
看
護
師
の
方
々
が
執
筆
。

⑤
地
域
の
医
療
・
福
祉
の
向
上
の
た
め
の
勉
強
会
を

開
催
。
講
師
、
事
務
局
長
を
派
遣
。

「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

①
心
臓
病
児
の
学
校
生
活
で
は
、
「
学
校
生
活
管
理

指
導
表
」
に
よ
っ
て
、
指
導
さ
れ
る
。
特
に
体
育
の
授

業
等
は
見
学
が
多
い
。

②
ス
ポ
ー
ツ
は
禁
止
の
病
児
が
多
い
。

①
心
臓
病
専
門
医
の
許
可
に
基
づ
く
課
外
活
動
や
、

社
会
生
活
の
ル
ー
ル
を
学
ぶ
場
の
検
討
。

・
各
地
域
で
養
育
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
い

る
。

心
臓
病
専
門
医
、
看
護
師
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
同
伴

し
、
家
族
で
参
加
も
可
能
。
自
立
を
勉
強
す
る
場
と
し

て
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

①
会
員
全
体
の
相
談
内
容
の
理
解
が
不
十
分
。

②
移
行
期
の
問
題
。

③
重
複
障
害
を
持
つ
心
臓
疾
患
患
者
に
対
し
て
の
終

了
の
支
援
策
。

④
内
部
障
害
者
が
入
所
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設

置
。

①
各
地
域
の
代
表
者
が
意
見
を
出
し
合
う
勉
強
会
。

②
医
療
側
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

③
年
齢
に
応
じ
た
心
臓
専
門
医
の
講
習
会

①
国
、
行
政
へ
要
請
行
動

②
養
育
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。

「
家
族
へ
の
支
え
」
に
つ
い
て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

防
災
活
動

①
服
薬
の
確
保
。

②
自
分
の
病
気
の
理
解
。

③
周
囲
へ
の
病
気
の
理
解
。

④
酸
素
系
の
介
助
器
具
の
確
保
。

⑤
通
院
状
況
。

①
医
療
側
と
の
連
携
。

②
地
域
で
の
病
気
の
理
解
の
推
進
。

③
服
薬
の
管
理
方
法
。

④
医
療
器
具
販
売
店
等
の
業
者
と
の
状
況
確
認
。

①
病
気
の
事
を
理
解
し
、
本
人
確
認
、
検
査
方
法
、
病

気
内
容
を
掲
載
で
き
る
「
し
ん
ぞ
う
手
帳
」
を
作
成
。

会
員
の
病
児
・
者
に
配
布
。

・
病
気
の
管
理
と
緊
急
時
に
備
え
て
心
臓
病
を
も
つ
患

者
本
人
、
ま
た
は
患
者
家
族
が
医
療
情
報
を
記
録
で

き
る
よ
う
に
作
成
し
ま
し
た
。

災
害
発
生
時

①
会
員
の
安
否
確
認
。

②
服
薬
の
確
認
。

③
医
療
施
設
の
現
状
。

④
避
難
場
所
の
確
認
。

①
各
地
域
の
支
部
長
、
事
務
局
を
中
心
に
各
家
庭
へ

連
携
。

②
被
災
地
域
へ
の
支
援
方
法
。

③
医
療
者
と
の
連
携
。

①
全
国
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
被
災
地
へ
送
る
。

②
募
金
活
動
。

③
機
関
誌
「
心
臓
を
ま
も
る
」
に
振
込
用
紙
を
同
封
。

④
地
域
医
療
の
連
携
。

復
旧
・
復
興
時

①
精
神
的
な
心
の
ケ
ア
の
充
実
。

②
避
難
地
域
が
分
散
し
、
連
絡
が
つ
か
な
い
。

①
本
人
、
家
族
か
ら
の
連
絡
を
待
つ
。

①
機
関
誌
「
心
臓
を
ま
も
る
」
で
の
情
報
を
配
信
。

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て
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         日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

住
ま

い
の

場

機
能
障
害
の
あ
る
リ
ウ
マ
チ
患

者
（
上
肢
・
下
肢
）
に

は
、
す
べ
て
の
面
で
住
宅
改
修
が
必
要
と
な
る
。

・
ア
プ
ロ
ー
チ
、
玄
関
、
ト
イ
レ
、
浴
室
、
キ
ッ
チ
ン
、
洗

面
所

介
護
保
険
等
制
度
を
利
用
し
て
改
修
。

他
は
自
費
改
修
（
手
す
り
等
）

治
療
の
進
歩
に
よ
り
「
寛
解
」
を
目
指
せ
る
時
代
に
な

り
、
機
能
障
害
の
進
行
が
お
さ
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
（

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
支

援
等

）

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
『
2
0
1
5
年
リ
ウ
マ
チ
白
書
』

5
8
.4
％
（
う
ち
１
級
2
4
.8
％
、
２
級
4
3
.7
％
）

介
護
保
険
（
4
0
歳
以
上
対
象
）

申
請
し
て
い
る
人
：
2
8
.2
％

日
中
は
独
居
だ
が
、
同
居
人
が
い
る
の
で
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
で
き
な
い
。

認
定
に
日
内
変
動
等
反
映
な
し
。

手
帳
取
得
に
よ
り
「
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
」
に
入

り
、
現
在
働
い
て
い
る
。

移
動

・
交

通

※
建

物
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

等
、

設
備

面
の

整
備

は
除

く

公
共
交
通
機
関

段
差
（
階
段
・
バ
ス
ス
テ
ッ
プ
等
）

人
工
関
節
（
膝
・
股
）
が
入
っ
て
い
る
と
長
い
距
離
の

移
動
が
困
難
（
長
い
ホ
ー
ム
等
）

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
改

善
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

機
関
誌
等
：
高
齢
に
よ
り
読
め
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
：
高
齢
に
よ
り
無
理
。

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
り
解
決
策

保
健

・
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

「
寛
解
」
が
治
療
目
標
と
な
っ
た
。

専
門
医
に
よ
る
早
期
診
断
・
早
期
治
療
に
結
び
つ
か

な
い
患
者
が
ま
だ
多
い
。

地
域
に
よ
る
医
療
格
差
の
解
消

専
門
医
の
偏
在
を
な
く
す

一
部
地
域
で
は
、
核
と
な
る
病
院
と
開
業
医
（
か
か
り

つ
け
医
）
と
の
連
携
を
進
め
て
い
る
。

権
利

擁
護

難
病
へ
の
理
解
が
少
し
進
み
、
特
に
課
題
が
な
い
時

代
と
な
っ
て
き
た
。

難
病
に
つ
い
て
社
会
全
体
に
理
解
を
広
め
深
め
て
い

く
こ
と
。

「
難

病
法

」
に
よ
り
方

向
性

が
出

て
き
た
。

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「
職

業
あ
り
」
は

1
7
.4
％

診
断
年
齢
が
3
0
代
～
5
0
代
の
女
性
が
多
く
（
男
女
比

1
：
4
）
、
今
ま
で
は
仕
事
を
持
つ
人
が
少
な
か
っ
た
。

早
期
診
断
・
早
期
治
療
に
よ
り
「
寛
解
」
に
な
る
若
い

世
代
は
就
労
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

「
発
達
障
害
者
・
難
治
性
疾
患
者
雇
用
開
発
助
成
金
」

の
対
象
疾
患
と
し
て
今
後
の
就
労
に
つ
な
げ
た
い
。

・
職
場
で
病
気
に
つ
い
て
話
し
た
後
、
理
解
し
て
も
ら

い
、
出
来
な
い
作
業
等
に
協
力
し
て
も
ら
え
た
。
（
そ
こ

ま
で
が
大
変
だ
っ
た
）

・
主
治
医
に
相
談
す
る
と
「
働
け
る
場
所
が
あ
る
う
ち

は
働
い
た
方
が
励
み
に
な
る
」
と
言
わ
れ
働
き
続
け
ら

れ
た
。

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発
活
動
・
広
報

全
国
4
7
支
部
が
地
域
に
根
づ
い
た
活
動
を
続
け
て
い

る
。

し
か
し
、
高
齢
化
の
中
で
活
動
の
中
心
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

全
国
各
地
で
年
間
1
2
0
回
の
公
開
講
演
会
を
開
催
。

社
会
に
還
元
す
る
事
業
の
認
識
を
深
め
て
い
る
。

看
護
学
生
や
ヘ
ル
パ
ー
研
修
等
、
全
国
各
地
で
多
く

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
支
部
の
代
表
等
が
「
リ
ウ
マ

チ
白
書
」
を
基
に
患
者
講
師
と
し
て
リ
ウ
マ
チ
患
者
を

理
解
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

機
能
障
害
の
進
行
が
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
外
出

で
き
る
人
が
多
く
な
り
、
表
情
が
明
る
く
な
っ
た
と
言
わ

れ
る
。

支
部
ご
と
に
地
域
で
の
交
流
会
開
催
。

コ
ー
ラ
ス
や
趣
味
の
会
な
ど
企
画
。

自
分
の
出
来
る
こ
と
で
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）

高
齢
化
の
中
で
、
病
歴
の
長
い
患
者
は
家
族
の
支
え

が
必
要
だ
が
、
家
族
も
高
齢
で
老
老
介
護
。

家
族
が
い
る
こ
と
で
制
度
が
使
え
な
い
こ
と
の
解
消
。

防
災
活
動

日
頃
、
＜
災
害
の
備
え
＞
は
機
関
誌
で
情
報
提
供
。

ま
た
、
『
リ
ウ
マ
チ
手

帳
』
に
＜

災
害

へ
の

備
え
＞

を
掲
載
し
、
身
近
に
持
つ
よ
う
に
し
て
い
る
。

【
内
容
】
緊
急
・
災
害
時
の
た
め
の
メ
モ

診
断
名
、
薬
、
医
療
機
関
、
人
工
関
節
、
災
害
拠
点
病

院
、
不
自
由
な
動
作
等
々

東
日
本
大
震
災
時
、
福
島
か
ら
の
会
員
が
『
リ
ウ
マ
チ

手
帳
』
を
持
っ
て
都
立
病
院
に
か
か
り
、
す
ぐ
に
薬
の

処
方
を
し
て
も
ら
え
た
。

災
害
発
生
時

避
難
所
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
面
で
無
理
な
た
め
、
行
く

の
を
あ
き
ら
め
る
人
が
多
い
。

車
中
泊
で
体
調
不
良
に
な
る
人
が
多
い
。

全
国
支
部
が
災
害
時
に
お
け
る
支
援
を
働
き
か
け
て

い
る
。

・
福
祉
避
難
所
に
「
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
」
の
設
置
等

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
に
よ
り
床
に
座
れ
な
い
人
が
避
難
所

生
活
が
可
能
と
な
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
時
よ
り
情
報
を
得
ら
れ
、
熊
本
地
震

で
も
活
用
さ
れ
た
。
が
、
行
政
に
よ
り
対
応
に
差
が
あ

る
。

・
今
回
、
第
5
7
回
全
国
大
会
（
和
歌
山
）
で
展
示
説
明

を
予

定
。
（
和

歌
山

県
が

段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
を
取

り
入

れ
る
契
約
を
し
た
）

復
旧
・
復
興
時

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て

「
家
族
へ
の
支
え
」
に
つ
い
て

「
働

く
」
に
つ
い
て
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         全
国

日
本

難
聴

者
・

中
途

失
聴

者
団

体
連

合
会
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

住
ま

い
の

場

警
報
や
お
知
ら
せ
等
が
音
声
で
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
聞
こ
え
な
い
た
め
に
対
応
が
困
難
に
な
る
。

近
隣
居
住
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ

な
い
場
合
が
多
い
。

町
内
会
、
班
な
ど
の
催
し
等
へ
の
参
加
が
困
難
に
な

り
や

す
い
。

警
報
や
お
知
ら
せ
等
を
文
字
表
示
で
情
報
を
伝
え
ら

れ
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
応
用
。

近
隣
居
住
者
へ
難
聴
の
理
解
と
対
応
の
仕
方
に
つ
い

て
指
導
す
る
こ
と
。

要
約
筆
記
者
や
手
話
通
訳
者
の
派
遣
な
ど
、
情
報
保

障
を
充
実
化
さ
せ
る
こ
と
。

テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
が
年
１
回
催
す
シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ

マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
文
字
表
示

で
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
機
器
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

「
き
こ
え
の
健
康
支
援
構
想
」
を
提
案
し
、
き
こ
え
が
関

わ
る
問
題
に
つ
い
て
総
合
的
に
支
援
す
る
方
法
を
検

討
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
難
聴
当
事
者
を
取
り
巻
く

環
境
下
に
あ
る
人
た
ち
へ
の
難
聴
の
理
解
促
進
・
対

応
の
指
導
と
い
っ
た
サ
ポ
ー
ト
も
重
点
項
目
の
一
つ
と

し
て
い
る
。

全
国
要
約
筆
記
問
題
研
究
会
と
の
連
携
に
よ
り
、
要

約
筆
記
者
派
遣
制
度
の
充
実
化
を
図
っ
て
い
る
。

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
（

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
支

援
等

）

難
聴
は
程
度
に
関
わ
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障

害
が
起
こ
る
た
め
、
軽
度
・
中
等
度
難
聴
者
へ
の
支

援
も
必
要
だ
が
、
国
策
に
よ
る
支
援
が
な
く
、
福
祉
の

谷
間
に
お
か
れ
て
い
る
。

補
装
具
と
し
て
の
補
聴
器
提
供
時
に
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ

や
取
り
扱
い
に
関
す
る
指
導
が
不
十
分
な
ケ
ー
ス
が

多
い
。

世
界
保
健
機
関
は
軽
・
中
等
度
難
聴
者
へ
の
サ
ポ
ー

ト
の
重
要
性
を
1
9
7
0
年
代
か
ら
提
言
し
て
い
る
。
日
本

で
も
軽
・
中
等
度
難
聴
者
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
を
す
べ
き
で
あ
る
。

補
聴
器
の
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
技
術
の
向
上
。

き
こ
え
の
健
康
支
援
構
想
を
打
ち
立
て
、
き
こ
え
の
問

題
を
予
防
も
含
め
、
「
国
民
レ
ベ
ル
で
」
総
合
的
に
支

援
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
る
。

補
聴
器
工
業
会
、
補
聴
器
販
売
店
協
会
、
補
聴
器
認

定
技
能
者
協
会
等
と
連
携
し
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
技
術

向
上
の
た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

移
動

・
交

通

※
建

物
・

バ
リ

ア
フ

リ
ー

等
、

設
備

面
の

整
備

は
除

く

旧
式
の
車
両
等
で
次
停
車
駅
表
示
が
な
い
。
ま
た
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
不
十
分
な
車
両
が
あ
る
。

公
共
の
建
築
物
に
お
い
て
、
緊
急
時
対
応
の
文
字
表

示
や
光
に
よ
る
警
報
シ
ス
テ
ム
未
設
置
の
と
こ
ろ
が

多
い
。

高
速
道
路
に
お
い
て
、
緊
急
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
が

未
確

立
。

新
旧
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
停
車
駅
表
示
を
す
る
こ
と
。

表
示
機
能
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
。

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に

関
す
る
法
律
履
行
の
徹
底
化
。

モ
バ
イ
ル
か
ら
の
緊
急
連
絡
も
迅
速
に
受
け
付
け
ら

れ
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
補
聴
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
解

決
で
き
る
。
全
難
聴
は
「
き
こ
え
の
健
康
支
援
構
想
」
を

提
案
し
、
き
こ
え
が
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
総
合
的
に

支
援
す
る
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
補
聴

環
境
整
備
も
重
点
項
目
の
一
つ
と
し
て
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
と
連
携
し
、
移
動
・
交
通
が
関
わ

る
傘
下
各
種
委
員
会
や
調
査
事
業
に
積
極
的
に
協

力
し
て
い
る
。

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

情
報

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

文
字
情
報
の
提
供
が
不
十
分
な
ケ
ー
ス
が
多
い
。

対
人
関
係
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
配
慮
が

不
十
分
な
場
合
が
多
い
。

文
字
情
報
提
供
の
徹
底
化
。

当
事
者
の
交
流
に
関
わ
る
人
た
ち
を
対
象
に
、
難
聴

の
理
解
や
難
聴
へ
の
対
応
の
仕
方
等
に
つ
い
て
指

導
す
る
シ
ス
テ
ム
の
確
立
。

公
共
放
送
に
お
け
る
文
字
情
報
提
供
の
さ
ら
な
る
充

実
化
を
政
府
や
民
間
放
送
局
に
要
請
し
て
い
る
。
特

に
選
挙
時
の
政
見
放
送
に
お
け
る
字
幕
表
示
の
徹
底

化
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

き
こ
え
の
健
康
支
援
構
想
を
打
ち
立
て
、
き
こ
え
の
問

題
を
総

合
的

に
支

援
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

構
築

を
め

ざ
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
当
事
者
の
生
活
環

境
に
関
わ
る
全
て
の
人
を
対
象
に
難
聴
の
理
解
や
難

聴
へ
の
対
応
の
仕
方
等
に
つ
い
て
指
導
す
る
形
で
の

支
援
を
重
要
な
位
置
づ
け
と
し
て
い
る
。

保
健

・
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

受
付
か
ら
、
診
察
・
検
査
、
会
計
や
入
退
院
、
さ
ら
に

は
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
お
け
る
情
報
保
障
が
不
十
分
。

そ
の
た
め
、
難
聴
者
の
多
く
は
、
医
療
側
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
安
を
感
じ
、
受
診
に
ス
ト
レ
ス
が
か

か
り
や
す
い
。

文
字
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
徹
底
化
。

き
こ
え
の
健
康
支
援
構
想
を
打
ち
立
て
、
き
こ
え
の
問

題
を
総

合
的

に
支

援
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

構
築

を
め

ざ
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
当
事
者
の
生
活
環

境
に
関
わ
る
全
て
の
人
を
対
象
に
難
聴
の
理
解
や
難

聴
へ
の
対
応
の
仕
方
等
に
つ
い
て
指
導
す
る
形
で
の

支
援
を
重
要
な
位
置
づ
け
と
し
て
い
る
。

難
聴
者
が
安
心
し
て
検
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
お
り
、
こ
れ
を
ど
う

や
っ
て
周
知
し
て
い
く
か
検
討
し
て
い
る
。

権
利

擁
護

情
報
を
知
る
、
情
報
を
得
る
権
利
の
保
障
が
不
十

分
。

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
難
聴
者
の
権
利
と
し
て
筆
記
（
情
報

保
障
）
や
文
字
表
記
を
明
文
化
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

を
、
も
っ
と
世
間
に
周
知
す
る
こ
と
。

き
こ
え
の
健
康
支
援
構
想
を
打
ち
立
て
、
き
こ
え
の
問

題
を
医
療
支
援
（
医
療
・
医
療
機
器
支
援
）
か
ら
社
会

支
援
（
心
の
健
康
支
援
・
社
会
参
加
支
援
・
情
報
保
障

支
援
・
補
聴
環
境
整
備
支
援
）
に
至
る
ま
で
総
合
的
に

支
援
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
る
。

「 暮 ら す 」 に つ い て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

労
働
に
お
け
る
情
報
保
障
が
不
十
分

上
司
や
同
僚
へ
の
難
聴
の
理
解
や
難
聴
へ
の
対
応

の
仕
方
を
指
導
す
る
こ
と
。

き
こ
え
の
健
康
支
援
構
想
を
打
ち
立
て
、
き
こ
え
の
問

題
を
総

合
的

に
支

援
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

構
築

を
め

ざ
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
当
事
者
の
生
活
環

境
に
関
わ
る
全
て
の
人
を
対
象
に
難
聴
の
理
解
や
難

聴
へ
の
対
応
の
仕
方
等
に
つ
い
て
指
導
す
る
形
で
の

支
援
を
重
要
な
位
置
づ
け
と
し
て
い
る
。

「 地 域 で の 交 流 」 に つ い て

啓
発
活
動
・
広
報

難
聴
に
対
す
る
理
解
が
不
十
分
な
た
め
、
十
分
な
啓

発
に
つ
な
が

っ
て
い
な
い
。

難
聴
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
、
世
論
向
け
の
勉

強
会
開
催
。

き
こ
え
の
健
康
支
援
構
想
の
周
知
啓
発
の
徹
底
化
。

健
聴
者
を
対
象
と
し
た
難
聴
や
補
聴
器
に
対
す
る
意

識
調
査
に
よ
り
、
世
論
の
認
識
を
正
確
に
把
握
す
る
。

そ
の
上
で
、
難
聴
や
補
聴
器
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
改
善

を
図

っ
て
い
く
。

「 楽 し む 」 に つ い て

余
暇
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
お
い
て
、
情
報
保
障
が
十
分
で
な
い
た
め
仲

間
の
輪
に
入
る
の
が
困
難
に
な
り
、
参
加
の
保
障
に

つ
な
が
ら
な
い
場
合
が
多
い
。

情
報
保
障
の
充
実
化
あ
る
い
は
一
般
の
方
々
で
も
文

字
に
よ
る
積
極
的
な
情
報
提
供
が
重
要
。

き
こ
え
の
健
康
支
援
構
想
を
打
ち
立
て
、
き
こ
え
の
問

題
を
総

合
的

に
支

援
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

構
築

を
め

ざ
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
当
事
者
の
生
活
環

境
に
関
わ
る
全
て
の
人
を
対
象
に
難
聴
の
理
解
や
難

聴
へ
の
対
応
の
仕
方
等
に
つ
い
て
指
導
す
る
形
で
の

支
援
を
重
要
な
位
置
づ
け
と
し
て
い
る
。

家
族
が
難
聴
を
よ
く
理
解
で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多

く
、
当
事
者
へ
の
適
切
な
対
応
が
と
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
。

家
族
へ
の
難
聴
の
理
解
や
難
聴
へ
の
対
応
の
仕
方

を
指
導
す
る
こ
と
。

き
こ
え
の
健
康
支
援
構
想
を
打
ち
立
て
、
き
こ
え
の
問

題
を
総

合
的

に
支

援
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

構
築

を
め

ざ
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
当
事
者
の
生
活
環

境
に
関
わ
る
全
て
の
人
を
対
象
に
難
聴
の
理
解
や
難

聴
へ
の
対
応
の
仕
方
等
に
つ
い
て
指
導
す
る
形
で
の

支
援
を
重
要
な
位
置
づ
け
と
し
て
い
る
。

「
家
族
へ
の
支
え
」
に
つ
い
て

「
働

く
」
に
つ
い
て
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分
類

項
目

現
状
で
の
課
題

当
該
課
題
の
解
決
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
み
事
例

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て

防
災
活
動

防
災
に
関
す
る
情
報
が
十
分
に
伝
わ
ら
ず
に
理
解
が

不
十
分
と
な
り
、
緊
急
時
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
可

能
性
が
高
い
。

防
災
対
策
に
関
す
る
情
報
の
文
字
に
よ
る
提
供
。

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
の
た
め
の
災
害
時
・
緊
急
時

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、
今

後
配
布
の
予

定
で
い
る
。

災
害
発
生
時

防
災
知
識
や
意
識
の
不
十
分
さ
に
よ
り
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
対
応
に
遅
れ
が
生
じ
や
す
い
。

停
電

＋
モ
バ

イ
ル

基
地

局
機

能
停

止
時

に
情

報
を
得

る
、
あ
る
い
は
伝
え
る
手
段
が
な
い
。

防
災
対
策
に
関
す
る
情
報
の
文
字
に
よ
る
提
供
。

町
内
会
レ
ベ
ル
・
避
難
所
レ
ベ
ル
で
文
字
使
用
可
能

な
衛
星
携
帯
が
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
の
た
め
の
災
害
時
・
緊
急
時

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、
今

後
配
布
の
予

定
で
い
る
。

一
部
の
町
内
会
で
は
、
手
書
き
メ
モ
に
よ
る
情
報
提

供
が
試
み
ら
れ
た
。

復
旧
・
復
興
時

避
難
所
で
の
情
報
保
障
が
不
十
分
。

ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
放
送
が
多
く
、
理
解
で
き
な
い
。

情
報
保
障
の
充
実
化
や
担
当
者
に
よ
る
文
字
情
報
の

積
極
的
な
提
供
。

ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
情
報
提
供
の
文
字
化
。

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
時
等
で
当
事
者
団
体

が
積
極
的
に
避
難
所
を
訪
問
し
、
文
字
情
報
提
供
の

依
頼
や
当
事
者
対
象
の
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ

た
。

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
の
た
め
の
災
害
時
・
緊
急
時

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、
今

後
配
布
の
予

定
で
い
る
。

「 防 災 ・ 災 害 時 対 応 」 に つ い て
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～地域での支え合いに関する課題整理～ 

 

平成 30 年２月 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 障害関係団体連絡協議会 

〒100-8980 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 

全国社会福祉協議会 高年・障害福祉部 

TEL 03-3581-6502 / FAX 03-3581-2428 

 




